本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 (—80 ページ） . 

設置と接続 (—102 ぺージ） . 

基本的な操作 (—108 ページ） . 

オプションの取り付け (—130 ページ） . 

BIOS のセットアップ (—187 ページ） . 

ディスウアレイコンフィグレーション(->219ぺージ) 
〜 MegaRAID® Configuration Utility 〜 

リモートマネージメント機能 (—248 ページ） . 

リセットとクリア(—290ベージ） . 


，..本装置の各部の名称と機能についてパーツ単位に 
説明しています。 

，..本装置の設置にふさわしい場所や背面のコネクタ 
への接続について説明しています。 

...電源の ON や OFF の方法およびフ□ッピーディス 
クや CD - ROM のセット方法などについて説明し 
ています。 

，..本装置にオプシヨンを取り付けるときにご覧くだ 
さい。 

，..専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法 
について説明しています。 

■..標準装備のディスウアレイ機能(オンポード RAID 
機能）を使用して、内蔵のハードディスクドライ 
ブをディスクアレイ構築するための方法について 
説明しています。 

，..本装置内に標準で搭載されているシステム管理用 
LSI ( BMC(Baseboard Management 
Controller )) による監視や、管理用ネットワーク 
によるリモート制御など、遠隔地から本装置を制 
御する方法について説明しています。 

，..本装置をリセットする方法と内部メモリ ( CMOS ) 
のクリア方法について説明します。 


割り込みラインと I / O ポートアドレス（-293ページ） ..... 本装置内部のアドレスや割り込みの設定について 

説明しています。 
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各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 


装置外観 



① フロントドア 

POWER スイッチ、 3.5 インチデパイス、 5.25 インチデパ 
イス、 CD - ROM ドライプ、オプションの USB フロッピー 
ディスクを取り扱うときや、ハードディスクドライプ、 
プロセッサ、メモリボード、 DIMM を取り付ける（または 
取り外す）ときに開ける。 

② キースロット 

フロントぺゼルをロック/解除するセキュリティキーの差 
し 0(—108 ページ)。 


③ リアアクセスカバー 

PCI ボードやファンの取り付け/取り外しの際に開ける。 

④ スタビライザ(前後2個） 

ラックマウントモデルへコンパージョンする際には取り外 
す。 
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装置前面(フロントドアを開いた状態) 


次ページ以降を参照 



-@-2 


^ 2)-3 



① 


② 


③ 


④ 

⑤ 


3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ□ッピーディスクを揷入してデータの書き 
込み/読み出しを行う（―125ページ)。 

① -1 イジェクトボタン 
① -2 ディスク揷入口 

① -3 フロッピーディスクアクセスランプ（アクセス中 
は緑色に点灯） 

CD - ROM ドライブ 

CD - ROM のデータの読み出しを行う （—127 ページ)。 

©-1強制イジェクトホール 

©-2 CD トレーイジェクトボタン 

©-3アクセスランプ(アクセス中はオレンジ色に点灯） 

3.5 インチディスクベイ 

ハードディスクドライブ増設用スロット。約 25_4 mm (1 
インチ)厚のハードディスクドライプが取り付けられ 
る。丸数字の後の数字は SCSI ID を示す。 

DISK ランプ (-98 ページ） 

プ□セッサポード (—1 56ページ） 

⑤ -1 プロセツサボードイジェクタ 


⑧メモリポード（ス□ット#1)(—143ページ） 

(6)-1 メモリボードイジェクタ 
(6)-2 メモリボード POWER ランプ 
(6)-3 メモリポード Attention ランプ 
(6)-4 メモリボード Redundancy ランプ 
©-5 メモリボード Attention スイッチ 

⑦ 増設メモリスロット 

丸数字の後の数字はスロット番号を示す。メモリボード 
はスロット #2—#3— #4の順序で増設する。 

⑧ 5.25 インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ）ドライ 
プや光磁気ディスクドライプなどを取り付ける場所(— 
140ページ)。右からスロット1、スロット2。 

⑨ 増設 3.5 インチディスクベイ 

N 8 154-08 増設 HDD ケージを増設する。本製品を増設 
することにより、本装置としてハードディスクドライプ 
を最大13台まで増設可能。 


八—ドウエア編 
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装置前面(スイッチ • LED パネル) 


プ□セッサポードエラーランプ (—92 ページ） 
メモリポードエラーランプ (—93 ページ） 

I/O ポードエラーランプ (—94 ページ） 

電源 ュニッ トエラーランプ (—95 ページ） 

フアンエラーランプ (—95 ページ） 

温度異常ランプ (—96 ページ） 

DUMP スイッチ 

本装置に起きたイベントログを採取する （—385 ぺ一 
ジ)。 

CLEAR スイッチ 
US 巳3コネクタ 

USB 1.1 インタフェースに対応している機器と接続する 
USB 2.0( Hi - speed ) インタフェースに対応している機器は 
本装置背面の USB 1 または USB 2 コネクタに接続してく 
ださい。 

シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。 UPS の 
接続はシリアルポート A コネクタのみ(本装置背面)。本装 
置背面のシリアルポート B と排他使用。 


POWER スイッチ 

電源を〇 N / OFF するスイッチ。一度押すと POWER ランプ 
が点灯し、〇 N の状態になる （—109 ページ)。も^一度押 
すと電源を OFF にする （—124 ページ)。4秒以上押し続け 
ると強制的にシャットダウンする （—290 ページ)。 

RESET スイッチ 

本装置をリセットするスイッチ (—290 ぺージ)。 

SLEEP スィッチ 

一度押すと、本装置がスリープ状態(省電カモード）とな 
り、もう一度、押すと復帰する 。 (Windows Server 
2003 /Windows 2000でサボート）（―124ぺージ)〇 

UIDOJnit ID ) スィッチ 

本装置前面/背面にある〇ランプを〇 N / OFF するスイッ 
チ。スイッチを一度押すと、 ID ランプが点灯し、 

も^-度押すと消灯する （—90 ページ)。 

POWER/SLEEP ランプ(―88ページ） 

STATUS ランプ (—88 ページ） 

DISK アクセスランプ (—90 ページ） 

LAN 1アクセスランプ (—90 ページ） 

LAN 2 アクセスランプ (—90 ページ） 

UIDOJnit 旧）ランプ (—90 ページ） 

Attention ランプ （-91 ページ） 


左から順に⑤〜⑩ ■ 
左から順に⑪〜⑬ 



「シリアルポート B コネクタ(本装置背面)」は本装置背面 
の LAN コネクタおよび ICMB コネクタと同じ形状 ( RJ - 
45) をしています。ケープルを間違えないよう注意して 
ください。 


⑫⑬⑭⑱⑯⑰⑱ ⑱⑳ ㉑ 


①②③ ④ ⑤⑧⑦⑧⑨⑱⑪ 
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本装置に DC 電源を供給する装置(― 1 37ページ)。丸数字の後 
の数字はス□ット番号を示す。① -4 はオプションスロット。 

AC インレット 

電源コードを接続するソケット（—138ぺージ)。電源 ュニッ 
卜に各1ソケット装備。本装置に標準添付されている電源コー 
ドを接続する。 

PCI ス□ット(上からス□ット#1， #2) 

32-bit 33MHz 5V PCI ホットプラグ対応。 

PCI Express ス□ツト（上からス□ツト#3〜 #5) 

スロット#3 : PCI Express(x4) ホットプラグ未対応。 （x8 ボー 
ドち搭載可能） 

スロット#4、#5 : PCI Express(x8) ホットプラグ対応(—165 
ぺージ)。 

PCI - X ス□ット(上からス□ット#6〜 #9) 

64-bit 100 MHz 3.3V PCI-X ホットプラグ対応0165ベー 
ジ)。 

PCI ス□ット POWER ランプ(—100ページ） 

PCI ス□ット Fault ランプ (- 100ページ） 

PCI ス□ットエラーランプ (—94 ページ） 

I / O ポードエラーランプ (—94 ページ） 

プ□セッサポードエラーランプ (—92 ページ） 

BMC エラー ランプ 

1000/ I 00/10ランプ (—99 ページ） 

LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する （—99 ページ)。丸 
数字の後の数字はポート番号を示す。 


® ICMB コネクタ 

ICMB インタフェースを持つ機器と接続する （—105 ぺ一 
ジ)。丸数字の後の数字はポート番号を示す。 

⑱管理用 LAN ポート 

コネクタの右上の LED: 100/10ランプ (—99 ページ)。 
コネクタの右下の LED : LINK/ACT ランプ (—99 ページ)。 

⑰ USB 1 (右） USB 2( 左）コネクタ 

USB2.0(Hi-speed) インタフェースに対応している機器 
と接続する。 

⑱モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する （—105 ページ)。 

⑱シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する （—105 ペー 
ジ)。なお、専用回線に直接接続することはできません。 

⑳シリアルポート B コネクタ 

本装置前面のシリアルポート B と排他的に使用可能。（— 
105ぺージ)〇 

® キーボードコネクタ 

オプションのキーボードを接続する（―105ページ)。 

@マウスコネクタ 

オプションのマウスを接続する （—105 ページ)。 

© プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと接続す 
る。 （—105 ページ)。 

® 電源ユニットランプ 



①② ③ @ ⑤ ⑧⑦⑧逗⑱⑪⑫⑬ 
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装置内部 



PCI ス□ット(ホットプラグ対応) 
フアンベイ 


①②③④ 
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管理用 LAN カード接続コネクタ 
フアンコネクタ 

丸数字の後の数字はポート番号を示す。 

SCSI コネクタ 

左から(SCSI-2)、(SCSI-1)、 (SCSI-HDD)。 

フアン エラー ランプ 

丸数字の後の数字はファン番号を示す。 

PowerBP コネクタ 

CMOS / パスワードクリア用ジャンパスイッチ(— 
291ページ） 

リチウムバッテリ 

オンポード RAID 用 DIMM コネクタ 
ニッケル水素バッテリモジュール 
バツテリモジュールコネクタ 


* ここでは本装置のアップグレードや保守(部品交換など) 
の際に使用するコネクタのみあげています。その他のコ 
ネクタや部品については出荷時のままお使いください。 


① 外部接続コネクタ (—83 ページ） 

② PCI ス□ットエラーランプ(上から PCI スロット 
卜 9) 

③ PCI スロット POWER ランプ(上)/ PCI ス□ット 
Fault ランプ(下)/ PCI ホットプラグスイッチ(上か 
ら PCI ス□ット#4〜 #9) 

④ PCI ポードス□ット(上から PCI # 卜# 9) 

@-1: PCI#1、 #2 (33MHz, 5V PCI) ホットプラグ対応 
@-2: PCI#3(PCI Express x 4)x8 のボードも実装可能。 
ホットプラグ未対応 

④ -3: PCI#4、#5(PCI Expressx8) ホットプラグ対応 
④ -4: PCI#6、 #7、#8、#9 (100MHz、3.3V、PCI-X) 
ホットプラグ対応 

⑤ IPM 巳コネクタ 

⑧ BMC コンフィグレーションジャンパ (—368 ベー 
ジ） 


⑦⑧ ⑨ ⑱ ⑪⑫⑱⑪⑯⑱ 
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プロセッサポード 



VRM (丸数字の後の数字はソケット番号を示す） 

プロセッサソケット(丸数字の後の数字はソケット番号を示す） 
プロセッサ/ VRM エラーランプ(丸数字の後の数字はランプ番号を示す) 


，② ①②③ 
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メモリ ポー ド 


DIMM スロットエラーランプ(上から DIMM ス□ット1〜 4) 

メモリポード挿抜スイッチ 

メモリポード Power ランプ 

メモリポード Attention ランプ 

メモリポード Redundancy ランプ 

メモリポード Attention スイツチ 

DIMM スロット(丸数字の後の数字はソケット番号を示す） 



ICMB #1 コネクタ 
ICMB #2 コネクタ 
管理用 LAN コネクタ 
I / O ポード接続コネクタ 


標準搭載されているメモリボードにはス□ット#1、#2に 1 GBD 旧 M (1 GB ) を標準装備。 

⑧ DIMM スロットエラーランプ点灯スイッチ 


管理用 LAN 力ード 



①這③④這⑧ © 


①②②④ 


八—ドウエア編 


87 






























































ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次の通りです。 


POWER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。 
電源が本装置に供給されていないと POWER/SLEEP ランプ 
が消灯します。 

省電カ モー ドをサボートしている 0 S で、 SLEEP スイッチを 
押すか、 0 S 上のコマンドから省電カ モー ドに切り替えると 
ランプが緑色に点滅します。 SLEEP スイッチをもう一度押 
すと、通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003 /Windows 2000の 
場合に機能します。また、 0 S によっては一定時間以上、本 
装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう 
設定したり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替 
えたりすることもできます。 


POWER/SLEEP 

ランプ 



STATUS ランプ 


本装置が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に 
点灯します。 STATUS ランプが消灯しているときや、緑色 
に点滅しているとき、あるいはアンノ'(—色に点灯/点滅して 
いるときは本装置になんらかの異常が起きたことを示しま 
す。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を 
ホし盂"5"。 

■i • ESMPRO またはオフライン保守ユーティリティを 
I ヒン厂 | インストールしておくとシステムイベントログ 

( SEL ) を参照することで故障の原因を確認すること 
ができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに 、 OS 
からシャットダウン処理ができる場合はシャットダ 
ウン処理をして再起動してください。シャットダウ 
ン処理ができない場合はリセット、強制シャットダ 
ウンをするか （290 ページ参照）、一度電源コードを 
抜き差しして再起動させてください。 
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STATUS ランプの状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

プロセッサが縮退した状態で動作して 
いる0 

保守サービス会社に連絡してください。 

BIOS セットアップを起動し、 「Main」- 
「Processor Setting」 にて縮退しているプ□セ 
ッサを確認後、早急に交換することをお勧めしま 
す。巳 IOS セットアップを起動し、 「Main」- 
「Processor Setting」-「Processor Retest」 

を Yes に選択し、 「Exit」-「ExitSaving 

Changes」 を実行することにより、解決するこ 
とちできます。 


メモリが縮退している状態で動作して 
いる。 

保守サービス会社に連絡してください。 

BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」- 
「Memory Configuration」 にて縮退しているメ 
モリ (DIMM) を確認後、早急に交換することをお 
勧めします。 BIOS セットアップを起動し、 
f7\dvanced」-「Memory Conriguration」- 
「MemoryRetest」 を Yes に選択し、 「Exit」- 
「Exit Saving Changes」 を実行することによ 
り、解決することもできます。 


メモリあるいはパスなどの訂正可能な 
エラーが多発している。 

連続運用が可能ですが、保守サービス会社に連絡 
してください。 

消灯 

電源が〇 FF になつている。 

- 


POST が動作中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、しば 
6 くすると緑色に点灯します。 


プロセッサでエラーが発生した。 

(IERR) 

いったん電源を OFF にして、電源を ON にし直し 
てください。 POST の画面で何らかのエラーメッ 
セージが表示された場合は、メッセージを記録 
し、保守サービス会社に連絡してください。 


プロセッサ温度の異常を検出した。 
(Thermal-Trip) 


ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 



PCI システムエラーが発生した。 



PCI パリティエラーが発生した。 



メモリで訂正不可能なエラーが発生し 
た。 



パスで訂正不可能なエラーが発生し 
た。 



POST のエラーが発生した状態で POST 
が終了した。 



メモリダンプリクエスト中である。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちください。 

アンパー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないが 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。問題が解決されない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 


すべての電源ユニットが故障した。 


アンパー色に点滅 

電源ユニットの個別故障を検出した。 

故障した電源ユニットのス□ットを確認し、保守 
サービス会社に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されていることを確 
認してください。問題が解決されない場合は、保 
守サービス会社に連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないが 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。問題が解決されない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 
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DISK アクセスランプ 


UID ランプ 


LAN1 ACCESS ランプ 


UID スイツチ 


LAN2 ACCESS ランプ 


LAN アクセスランプ 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し 、 LAN 
を介してアクセスされているとき(バケツトの送受信を行つ 
ているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面 
のネットワークポートの番号を示します。 


UID ランプ 

本装置の前面および背面に各1つずつあるこのランプは本装 
置前面にある UID スイッチを押すと、青色に点灯し、保守を 
しようとしている装置を特定することができます。複数台の 
装置を設置しているときに利用してください。 

UID ランプを消灯させるには再度、 UID スイッチを押してく 
ださい。 

また、 ESMPRO / ServerManager 、 DianaScope や WEB 
サーバ 機能のリ モートマネー ジメン ト により、 UID ランプを 
点滅させることもできます。 

作業が終わりましたら、 UID ランプを消灯させてください。 


DISK アクセスランプは 3.5 インチディスクペイに取り付けら 
れているハードディスクドライブの状態を示します。 

ハー ドディスクドライプにアウセスするたびにランプは緑色 
に点灯します。 

DISK アクセスランプがアンバー色に点灯している場合は、 
ハードディスクドライプに障害が起きたことを示します。故 
障したハードディスクドライプの状態はそれぞれのハード 
ディスクドライブにあるランプで確認できます。 
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Attention ランプ 


エラー発生場所を自動で特定出来ない場合または複数の場所 
でエラーが発生した場合にアンパー色に点灯します。 

このランプが点灯した場合は、ログを確認して異常発生箇所 
を特定してください。 






Attention ランプ 


本装置前面 


八—ドウエア編 
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プロセッサポードエラーランプ 


本装置の前後に各1つずつあるこのランプはプ□セッサボー 
ドに異常が発生した場合にアンパー色に点灯します。 

このランプが点灯した時には、プロセッサボードの手前にあ 
るプ□セッサ / VRM エラーランプの点灯状態を確認してくだ 
さい。4つのランプのいずれかがアンパー色に点灯している 
場合は、そのスロットのプロセッサまたは V RM に異常が発 
生したことを示します。 


〇〇〇〇 



プ□セツ サボード 
エラー ランプ 



プロセッサ/ VRM プ□セッサボードエラー 

エラーランプ ランプ 
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メモリポードエラーランプ 


メモリボードやメモリポードに実装されている DIMM に異常 
が発生した場合にアンパー色に点灯します。 

メモリポードの Attention ランプがアンパー色に点灯してい 
るかを確認し、異常なメモリポードを特定してください。 
さらに、異常が検出されたメモリボード上の DIMM スロット 
エラーランプ点灯スイッチを押すことにより、 DIMM ス□ッ 
トエラーランプがアンパー色に点灯し、故障した DIMM のス 
ロットを特定することができます。 

DIMM スロットエラーランプ 
(上がら DIMM スロッ ト1〜4) 


〇〇〇〇 

000000 

0000000 



メモリボード 
エラー ランプ 



DIMM スロツトエラーランプ 
点灯 スイッチ 



メモリボード 
Attention ランプ 
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I / O ポードエラーランプ 


9〇9〇§ 



I / O ポードエラーランプ 


I / O ボードや取り付けている PCI ボードに異常が発生した場 
合にアンバー色に点灯します。 

本装置背面のランプの点灯状態を確認してください。 
背面の I / O ボードエラーランプがアンバー色に点灯している 
場合は I / O ボードの故障、各 PCU □ットの下にある PCU 
□ット エラー ランプがアンバー色に点灯している場合は取り 
付けている PCI ボードが I / O ボードのス□ット自身の故障が 
考えられます。 



〇 


000 

〇〇 
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STATUS ランプ 


3 1~>1~11~11~11~1|5||5||~|| II I 


0 1~>1~11~11~11~1|51|5||~|| II I p 


0 Du U LJ CJ 回121 UI IT I J- 


3 f> 门门门门 151151 门 I I I I p 


3 D □□□□回回 IIIIQIC3 


3 nnnnniaiBini ii i 




本装置背面 


フアンエラーランプ 

ファンに異常が発生した場合にアンパー色に点灯します。 
本装置内部のファン FAULT ランプが赤色に点灯しているか 
を確認し、異常なファンを特定してください(101ページ参 
照）。 


■： ファンの異常や、本装置内の温度異常を検出した場合 

は、 STATUS ランプもアンバー色に点灯/点滅しま 
す。 


rpn 


フアン FAILT ランプ 




フアン エラー ランプ 


電源ユニットエラーランプ 


電源 ユニット に異常が発生した場合にアンパー色に点灯しま 
す。電源 ユニッ トランプの状態を確認してください。ランプ 
がアンパに点灯している場合はその電源 ユニット の故障を示 
します。 



〇〇〇 



電源ユニットエラーランプ 


電源ユニットランプ 


ファン FALLT ランプ 
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温度異常ランプ 


本装置の温度に異常が発生した場合にアンパー色に点灯しま 
す。本装置設置場所の室温を確認してください。 

pi ファンの異常や、本装置内の温度異常を検出した場合 
1-0^1 は、 STATUS ランプもアンバー色に点灯/点滅しま 
す。 


〇〇〇 



STATUS 弓ンプ 


温度異常ランプ 


アクセスランプ 

フロッピーディスクドライブと CD - ROM ドライプのアクセスランプは、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点!!;了します。 



本装置前面 
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メモリポードのランプ 



本装置前面 


① メモリポード Power ランプ 

メモリポードの電源ランプ。電源が入っているときに緑色に点灯。 

メモリボードを Hot Add した時など Rebuild 中は点滅(緑色）します。 

② メモリポード Attention ランプ 

メモリボードやメモリボードに実装されている DIMM に異常があった場合に、アンパーに点灯しま 
す。 

③ メモリポード Redundancy ランプ 

メモリミラーリング機能、メモリ RAID 機能の構成をした場合、緑色に点灯します。 


八—ドウエア編 


97 















































































































ハードディスクドライブのランプ ( DISK ランプ) 



3.5 インチディスクペイに搭載している DISK ランプは表示状態によって意味が異なります。 

• 緑色に点滅 

ハードディスウドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ディスクアレイを構成しているときに取り付けているハードディスクドライプが故障し 
ていることを示します。 

■ I ； ディスクアレイを構成している場合、 RAID レベルによっては1台のハードディスクドラ 
イブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再構築 
(リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 

• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

ハードディスクドライプの再構築（リビルド)中であることを示します(故障ではありませ 
ん)。ディスクアレイ構成で、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的に 
データのリビルドを行います（才ートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とアン 
パー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンパー色 
に点灯します。 

WO リビルド中に本装置の賺源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動してから 

ハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してくだ 
さい。ただし、才ートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にするとオートリビルドは起 
動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけてください。 

* 他にリビルド中のハードディスクドライブが存在する場合は、ハードディスクドラ 
イブの交換は行わないでください。 
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LAN コネクタのランプ 


背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ以下のランプがあります。 



LINK/ACT ランプ 

それぞれのネットワークポートの状態を表示します。本装置と HUB に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信 
を行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

ランプが点灯しない場合は、ネットワークケープルの状態やケープルの接続状態を確認して 
ください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント□ーラが故障し 
ている場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 


1000/100/10ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフ エースで 動作 
されているかを示します。アンパー色に点灯しているときは、1 Gbps で動作されていること 
を示します。緑色に点灯しているときは、 100 Mbps で動作されていることを示します。消 
灯しているときは、 10 Mbps で動作されていることを示します。 


100/10ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作 
されているかを示します。アンパー色に点灯しているときは、100 Mbps で動作されている 
ことを示します。消灯しているときは、 10 Mbps で動作されていることを示します。 


八—ドウエア編 
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PCI ス□ットのランプ 

背面の PCI ス□ツト#4〜#9には、 PCI ホツトプラグのためのランプが2個ずつあります。 



PCI スロット Power ランプ 

PCI ポードが取り付けられているス□ットは、本装置の電源を ON するとスロットへ電源が供 
給され、緑色に点灯します。 


PCI ス □ ット Fault ランプ 

0 S が Windows Server 2003 /Windows 2000の場合のみに使用するランプです。 OS 上で 
PCI ス□ットに接続されている PCI ホットプラグ対応の PCI ポードのドライパを停止し 、 PCI 
ポードがシステムがら論理的に切り離されるとアンパー色に点滅します。 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常が起きるとアンパー色に点灯します。 

















































































































































































フアン FAUI _ T ランプ 

本装置の)令却ファンが故障すると、故障したファンのとなりにあるランプが赤色に点灯しま 
す。故障したファンはホットスワップで交換することができます。 

p-O • 故障していないフアンは取り外さないでくださし、。フアンが故障した場合は、そのまま 
raq 運用を続けず、すみやかに保守サービス会社に連絡して交換を依頼してください。 

• フアンの交換は自分で行わないでください0 



八—ドウエア編 
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設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 




A 注意 


產〇 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 f 羊しくは、 m ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• 3人以下で持ち上げない 

• 指定以外の場所に設置しない 


本装置の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 


サーバの動作時に室内 
温度101；〜 35t)、 

湿度20%〜80% (ただし 
結露しないこと）の 
範囲を保てる場所* 


サーバの前後に 150mm 
以上のスペースがとれる 
場所 


マウスやディスプレイ 
装置のケーブルが届く 
場所 


AC100V、 平行二極 
アース付きの壁付き 
コンセント (3 個以上))' 

添付の電源コードが 
届く範囲にあるコン 
セント 



フロントドアを完全に開けることができる 
スペースのある場所。（フロントドアは完全 
に開けると右側面から約35ミリとびだします。） 


* 室内温度 15 t) 〜25での範囲を保てる場所での 
使用をお勧めします。 


設置場所が決まったら、4人以上で本装置の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくり 
と静かに置いてください。 

I M -〇 本装置前面のフロントドアを持って、持ち上げないでください。フロントドアが外れて落下 
nsa し、装置を破損してしまいます。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本装置 
を設置すると、誤動作の原因となります。 



温度変化の激しい場所(暖房器、 
エアコン、泠蔵庫などの近く）。 


0\ . 

帯電防止加工が施されていない 
じゅうたんを敷いた場所。 



強い磁界を発生させるもの(テレ 
ビ、ラジオ、放送/通信用アンテ 
ナ、送電線、電磁クレーンなど)の 
近く（やむを得ない場合は、保守 
サービス会社に連絡してシールド 
工事などを行ってください)。 



' 

gMf'' 

J : n if 

強い振動 (7 

1^ I i=i 1 

所。 

) 発生する場 



物の落下が考えられる場所。 






ウ 

ェ 

ア 

編 


電源コードまたはインタフェース 
ケープルを足で踏んだり、引っ掛 
けたりするおそれのある場所。 



本装置の電源コードを他の接地線 
(特に大電力を消費する装置など） 
と共用しているコンセントに接続 
しなければならない場所。 


電源ノイズ(商用電源をリレーな 
どで ON/OFF する場合の接点ス 
パークなど)を発生する装置の近 
くには設置しないでください。 
(電源ノイズを発生する装置の近 
<に設置するときは電源配線の分 
離やノイズフイルタの取り付けな 
どを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 
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本装置と周辺装置を接続します。 

本装置の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次の図 
は本装置が標準の状態で接続できる周辺装置とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を 
接続してがら添付の電源コードを本装置に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 




國 


A0 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が 
死亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 


A 注意 

A \ A \ 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。1羊しくは、 iii ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• 指定以外のコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定以外の電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

• 指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 



<前面> 


US 巳インタ フエー ス 
(USB 1.1) を持つ装置 
(キーボードなど） 



シリアルインタフェースを持つ装置 
(モデム/管理 PC など） 

専用回線への直接接続は不可 
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< 背面 > 


コンセントは AC100V 平行二極 
アース付きのものを使用すること 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続する場合は107 


オプションの電源 
ユニットを搭載し 
ている時のみ 



ゾ 接続しようとしているケープルを確認してください。 「 ICMB コネクタ」および本装置前面の 
「シリアルポート B コネクタ」は、 LAN コネクタと同じ形状をしています。 LAN ケープルを接 
続しないよう注意してください。 

11-0 • 本装置および接続する周辺装置の電源を OFF にしてから接続してくださし、。 0 N の状態 

のまま接続すると誤動作や故障の原因となります （ USB デバイスを除く）。 

• NEC 以外(サードパーティ）の周辺装置およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることをあらかじめ確認し 
てください。サードパーティの装置の中には本装置で使用できないものがあります。 

• 添付のキーポード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを合わせて差し込んでくださ 
し、。 

• 本装置に標準装備のシリアルポートから専用回線に直接接続することはできません。専 
用回線へ接続する場合には、必ず回線電気通信事業法で定められた認定を受けた端末機 
器から接続してください。（専用回線とは、特定の利用者に設置される専用の伝送路設 
備およびその付属設備を指します。 NTT 等の公衆回線も含まれます。） 

• 接続した電源コードは電源ユニットに付いているロックスプリングでしっかりと固定し 
て < ださい。 
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シリアルポートへの接続について 


本装置の前面にある RJ -45 シリアルポートは、さまざまなシリアルデパイスを接続すること 
ができますが、デパイスによってはオプションのシリアルポート変換ケーブルを介して接続 
する必要があります。 

オプションの K 4 1 0- 11 0 シリアルポート変換ケーブルには、 「 F 」 のラペルが貼り付けられて 
いるものと、 「 R 」 のラペルが貼り付けられているものの2種類のケープルがセツトで添付さ 
れていますが 「 F 」 のラペルが貼り付けられているケープルのみを使用し、 「 R 」 のラペルが貼 
り付けられているケープルは使用しません。 

本装置のシリアルポート B は本装置前面と本装置背面にそれぞれあり、それぞれ排他的に使 
用します。通常、装置背面のポートが有効になっておりますが、前面のポートに切り替える 
場合は、オプションの K 4" ICM 10シリアルケーブル （ F ) を本装置前面のシリアルポート巳コ 
ネクタに接続すれば自動で切り替わります。 

I wO 機器間の疆位差で本装置が故障するおそれがあります。シリアルポートへ接続したケーブル 
を抜き差しするときは、本装置と接続先の装置の電源を OFF にし、電源コードを抜いてか 
ら行ってください。 


電源コードの接続について 

電源コードを電源ユニットの AC インレットに挿入します。 

接続後、電源ユニットに付いている□ックスプリングで電源コードを固定してください。 

I M -〇 電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すまで 30 秒以上の時間をあけてくださ 
國ぃ。 


レパー 


ロ ックスプリング 






















無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本装置の電源コードを無停電電源装置 ( ups ) に接続する場合は、 ups の背面にあるサービス 
コンセントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには 、 「SWITCH 01 JT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （「 OUTPUT 1」、 「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

<例> 



UPS を制御するアプリケーシヨン CSMPRO / UPSController など)から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH OUT に電源]-ドを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT に電源コードを接続します (24 時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 

本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本装置の BIOS の設定を変更してください。 

BIOS の 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設定 
することができます。詳しくは212ページを参照してください。 


八—ドウエア編 
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基本的な操作 


本装置の基本的な操作の方法について説明します。 


セキュリティロック(前面カバーのロック) 


本装置前面にあるセキュリティロックは、前面のフロントドアをロックしています。 
フロントドアは、本装置の電源の ON / OFF やフロッピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライ 
ブ、 5.25 インチデパイスを取り扱うとき、 3.5 インチディスクペイへのハードディスウドラ 
イプ、プ□セッサボード、メモリボードの取り付け/取り外しを行うときに開きます。 

H-O • セキュリティロックは、添付のセキュリティキーでないと解除できません。 

• ソフトウェアには CD - ROM のトレーや 5.25 インチデバイスベイに取り付けているデバ 
イスにセットしているメディアをイジェクトさせるコマンドを持つものがあります。こ 
の場合、フロントドアが開いていることを確認してからコマンドを実行してください。 
フロントドアを閉じたままコマンドを実行すると、フロントドアに CD - ROM のトレー 
や5.25インチデバイスのメディアがぶつかり、本装置を故障させることがあります。 

フロントドアはロックを解除し、フロントドアの右中央の取っ手を軽く持って手前に引くと 
開きます。フロントドアを閉じた後は、セキュリティのためにもキーでロックしてくださ 
い。 


A 



■為, 

フロントドアを解除 
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1 .ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺装置の電源を〇 N にする。 


I チェック」 


無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 


2. 本装置前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER/SLEEP ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC」 □ゴ 
または POST 画面が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すまで30秒以上の時間 
をあけて < ださい。 

»画面に 「 NEC 」 □ゴもしくは POST 画面が表示されるまでは電源を OFF にしないでくださ 
し、。本装置の構成によって異なりますが、表示まで 1-5 分程度かかる場合があります。 

「NEC」 ロゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム (POST) を実行して本装置自身の診 
断しています。詳しくはこの後の 「POST のチェック」をご覧ください。 P0S 丁を完了すると 0S が 
起動します。 


I チェック] 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、 エラー メッセージを表示します。114ページを参 
照してください。 


電源の ON 


本装置の電源は前面にある POWER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を 0 N にします。 

POWER/SLEEP ランプ 

SLEEP スイツチ 
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POST (Power On Self - Test ) は、本装置の I / O ポード内に記録されている自己診断機能で 
す。 

POST は本装置の電源を ON にすると自動的に実行され、 I / O ポード、メモリボード、プロ 
セッサ、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の BIOS 
セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

本装置の出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプ 
レイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 < Esc > キーを押す 
と、 POST の実行内容が表示されます。 

BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 
ことができます。 「 BIOS のセットアップ」の 「 Advanced (198 ページ）」にある 「 Boot-time 
Diagnostic Screen 」 の設定を「 Enabled 」 に切り替えてください。 

POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 本装置の導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POS 丁で実行される内容を順を追って説明します。 




fl-O システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 とキー入力を要求 
するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けた pci ポードの bios が要求し 
ているためのものです。 PCI ポードに添付されている説明書の内容を確認してから何かの 
キーを押してください。 

1. 電源〇 N 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。また、画面下に以下 
のメッセージが表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 


「 BIOS セットアップの 「 Advanced」-「Extended RAM Step 」 を出荷時の設定から変更しメモリテ 
ストを実行している場合は、ここで < Space > キーを押すと、メモリテストをスキップすること 
ができます。 

なお、本装置に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分か 
かる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程の 
時間がかかる場合があります。 
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2. 続いて本装置に内蔵の RAID コントローラを検出し 、 MegaRAID Configuration Utility の起動を促 
すメッセージが表示されます(そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けま 
す)。表示にあわせてキーを押してください。 


LSI MegaRAID BIOS Version XXX (Build XXX XX XXXX) 
Copyright(c) 2005 LSI Logic Corp. 

HA-X (Bus XX Dev XX) MegaRAID SCSI 320-2E 
Standard FW XXXX DRAM = 256MB (SDRAM) 

Battery module is present on adapter 
Channel-0 ID-14 - - XXX XXXXX 
Channel-1 ID-14 - - XXX XXXXX 
X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS 

Press <Ctrl> <M> or く Enter〉to Run Config Utility 

Or Press <Ctrl> <H> for WebBIOS 


ここで < Enter > キーを押すとユーテイリテイが起動します。く Ctrl >+< M > キーでのユーテイリテイ 
起動は行わないでください。 

I チェック I 

< Ctrl >+< H > キーは押さないでください。万一、誤って押した場合は、 WebBIOS が起動しま 
す。 WebBIOS 起動後、画面右上の 「 Control - M 」 をクリックして下さい。 


ユーティリティを終了すると、本装置は自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

本装置の PCI バスに複数の SCSI コント□—ラボードを搭載しているときは、 PCI ス□ット番号の 
PCI #3 —PCI #4 —PCI #5 —PCI #8 —PCI #9 —PCI #6 —PCI #7 —標準 RAD コントローラ —PCI 
#1 —PCI #2 の順で搭載しているボードの SCSI BIOS セットアップユーティリティの起動メッセー 
ジを表示します。 

(詳細は起動の順番は、168ぺージ「搭載可能スロット」のヒントを参照してください。） 

本装置搭載の SCSI 機器(八ードディスクドライプや 3.5 インチテープデパイス）の接続を変更した 
時などはユーティリティを使用してください。 

3. 接続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 

4. ディスクアレイコント□—ラなど、一部のオプションボードを搭載すると、当該ボードの BIOS 
セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます。 

起動の仕方については、当該オプションボードに添付の説明書を参照してください。 

オプションボードのセットアップユーティリティを起動するために <〇11>キ_と他のいずれかの 
キーとを同時に押す場合、まれにその後キー操作が不正(キーを押しても効かない、または押した 
キーと異なる動作をする）となります。その場合、もう一度 < Ctrl > キーを押すと復旧します。 

5. 次にプロセッサや接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせるメッセージを 
表 7 K しま3 〇 

それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するユーティリティは以下のようになっています。 
通常では、特に起動する必要はありません。 

• く Esc> キー 

<Esc> キーを押すと、 POST の終わりで Boot メニューを表示します。このメニューから起動 
するデバイスを選択することができます。 
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6. その後、以下のメッセージ*を表示します。 

パターン1: 

Press <F2> to enter SETUP or く FI 2〉 to Network 
パターン 2: 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
または 
パターン 3: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 
パターン 4: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 
* 本装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 

それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するユーティリティは以下のようになっています。 
通常では、特に起動する必要はありません。 

• < Esc > キー 

< Esc > キーを押すと、 POST の終わりで Boot メニューを表示します。このメニューから起動 
するデバイスを選択することができます。 

Boot Menu 

1. CD-ROM Drive 

2. +Removable Devices 

3. +Hard Drive 

4. IBAGE Slot 0 B 20 v 1222 

5. IBAGE Slot 0 B 21 v 1222 

< Enter Setup > 

• < F 2> キー 

< F 2> キーを押すと、 BIOS セットアップユーティリティを起動します。本装置を使用する環 
境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージを伴った上記のメッ 
セージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必要はありません。 
設定方法やパラメータの機能については、187ページを参照してください。 

• < F 4> キー 

< F 4> キーを押すと、保守用パーティシヨンから起動します。保守用パーティシヨンについ 
ては、303ぺージの「保守用パーティシヨンの設定」を参照してください。 

• < F 12> キー 

< F 12> キーを押すと、ネットワークブートを実行します。 

• < F 1> キー 

「 Press < F 1 > to resume 」 のメッセージが表示される場合は、 POST 中に何らかの異常を検 
出しています。メッセージの内容や対処方法については 「 POST 中のエラーメッセージ」を参 
照してください。エラーメッセージが表示されている場合でも、 < F 1> キーを押下すると起 
動します。 













7. 巳 IOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常に終了 
した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できなくなります。 
この場合は、本装置の電源を OFF にしてがら、約10秒ほど時間をあけて ON にして本装置を起動 
し直してください。 

I p-OiM 

os をインストールするまではパスワードを設定しないでください。 


8. POST を終了すると OS を起動します。 





POST 中のエラー 


POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示したり、 
ビープ音が鳴ったりします。 


ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 

次に エラー メッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 

I M -〇 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。エラー 
メッセージの内容は保守を行うときに有用な情報となります。 

エラーメッセージー覧のプロセッサやメモリ、ファンなどのデパイスに関するエラーメッ 
セージとデパイスの搭載位置は122ページの図のように対応しています。 

■li 故障しているプロセッサまたはメモリは SETUP ユーティリティからでも確認できます （196 

しヒント| ぺージ、199ぺージ参照）。 


デイスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

対処方法 

0200 Failure Fixed Disk 

ハードディスクドライブエラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0210 Stuck Key 

キーボード接続エラ _ 。 

キーボードを接続し直してください。 

0211 Keyboard error 

キーボードエラー。 

• キーボードを接続し直してく 
ださい。 

• 再起動してください。それで 
も直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0212 Keyboard Controller 

Failed 

キーボードコント□ーラエラー。 

0213 Keyboard locked - 
Unlock key switch . 

キーボードがロックされている。 

キースイッチのロックを解除して 
ください。ロックを解除しても直 
らない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0220 Monitor type does not 

match CMOS - Run 
SETUP 

モニタのタイプが CMOS と一致しな 
い0 

SETUP を起動してください。 
SETUP で直らない場合は保守サ 
ービス会社に連絡してください。 

0230 System RAM Failed at 
offset : 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0231 Shadow Ram Failed at 

offset : 

シャドウ RAM エラー。 

0232 Extended RAM Failed at 
address line : 

拡張 RAM エラー。 

0250 System battery is dead - 

Replace and run SETUP 

システムのパッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してパッ 
テリを交換してください。（本装 
置を再起動後、 SETUP を起動し 
て設定し直してください。 

0251 System CMOS checksum 

bad - Default 
configuration used 

システム CMOS のチェックサムが正し 
くない。 

デフォルト値が設定されまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直してください。それでも直らな 
い場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0252 Password checksum bad 

- Passwords cleared 

パスワードのチェックサムが‘正しくな 
い。 

パスワードがクリアされまし 
た。 SETUP を起動して設定し直 
してください。 
























ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0260 

System timer error 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付 
を設定し直してください。設定し 
直しても同じエラーが続けて起き 
るときは保守サ_ビス会社に連絡 
してください。 

0270 

Real time clock error 

リアルタイムクロックエラー。 

0271 

Check date and time 
setting 

リアルタイムクロックの時刻設定に誤 
りがある。 

0280 

Previous boot 
incomplete-Default 
configuration used 

前回の起動が正常終了せず、デフォル 
卜値が設定された。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

02B0 

Diskette drive A error 

フロッピーディスクドライブ A の 
ェラー。 

SETUP を起動して、 「 Main 」 メ 
ニューの 「Legacy Floppy A 」 、 
「Legacy Floppy B 」 を設定し直 
してください。設定し直しても同 
じエラーが続けて起きるときは保 
守サ_ビス会社に連絡してくださ 
い。 

02B1 

Diskette drive B error 

フロッピーディスクドライブ巳の 
ェラー。 

02B2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP 

フロッピーディスクドライブ A のタイ 
プが正しくない。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡して 

02B3 

Incorrect Drive B type - 
run SETUP 

フロッピーディスクドライブ B のタイ 
プが正しくない。 

ください。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching limit 

メモリがプ□セッサのキャッシュの限 
界を超えた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

02F5 

DMA Test Failed 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fail-safe Timer NMI 

Failed 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0500 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 01 

対応する PCI ス□ットに実装されてい 
るデパイス（ボード）に搭載されてい 
る BIOS の初期化が実行されなかった。 


0501 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 02 


0502 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 03 



0503 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 04 



0504 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 05 



0505 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 06 



0506 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 07 



0507 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 08 



0508 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 09 





115 




























デイスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

対処方法 

0615 

COM B configuration 
changed 

COM 巳の構成エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0616 

COM B config. error - 
device disabled. 

COM B の構成デパイスエラー。 


0617 

Flopppy configuration 
changed 

フロッピーディスクドライプの構成エ 
ラー。 


0618 

Floppy config. error - 
device disabled 

フロッピーディスクドライブの構成デ 
パイスエラー。 


0619 

Parallel port 
configuration changed 

パラレルポートの構成エラー。 


061 A 

Parallel port config. error 
- device disabled 

パラレルポートの構成デパイス 
ェラー。 


0B00 

Rebooted during BIOS 
boot at Post Code 

巳 1 〇 3 プ _ 卜中に再起動した。 


0B1B 

PCI System Error on 
Bus/Device/Function 

パス / デパイス / 機能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 


0B1C 

PCI Parity Error on 
Bus/Device/Function 

ノ U/ デパイス / 機能で PCI パリティエ 
ラーが発生した。 


0B28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 1 

プ □ セッサ #1 ソヶットにサボートし 
ていないプロセッサが搭載されてい 

本装置がサポートしているプロ 
セッサであることを確認してくだ 
さい。確認できない場合は保守サ 
ービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 

0B29 

Unsupported Processor 
detected on Processor 2 

プ □ セッサ #2 ソヶットにサポートし 
ていないプロセッサが搭載されてい 

0B2A 

Unsupported Processor 
detected on Processor 3 

プロセッサ #3 ソケットにサボートし 
ていないプロセッサが搭載されてい 


0B2B 

Unsupported Processor 
detected on Processor 4 

プロセッサ #4 ソケットにサポ_卜し 
ていないプロセッサが搭載されてい 


0B30 

Fan 1 Alarm occurred. 

ファンの異常。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B31 

Fan 2 Alarm occurred. 


0B32 

Fan 3 Alarm occurred. 


0B33 

Fan 4 Alarm occurred. 



0B34 

Fan 5 Alarm occurred. 



0B35 

Fan 6 Alarm occurred. 



0B36 

Fan 7 Alarm occurred. 



0B37 

Fan 8 Alarm occurred. 



0B50 

Processor # 1 with error 
taken off ine. 

プロセッサ #1 でエラーを検出したた 
め、プロセッサ #1 を縮退した。 

プロセッサが縮退しています。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0B51 

Processor #2 with error 
taken offline. 

プロセッサ #2 でエラーを検出したた 
め、プロセッサ #2 を縮退した。 

0B52 

Processor #3 with error 
taken offline. 

プロセッサ #3 でエラーを検出したた 
め、プロセッサ #3 を縮退した。 


0B53 

Processor #4 with error 
taken offline. 

プロセッサ #4 でエラーを検出したた 
め、プロセッサ #4 を縮退した。 


0B5F 

Forced to use Processor 
with error 

プロセッサエラーを検出した。 

すべてのプロセッサでエラーを検 
出したため、強制的に起動してい 
ます。保守サービス会社に連絡し 
てください。 
































ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B60 

DIMM group #1 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した 。 DIMM 

Group #1 が縮退している。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B61 

DIMM group #2 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した 。 DIMM 

Group #2 が縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した 。 DIMM 

Group #3 が縮退している。 


0B63 

DIMM group #4 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した 。 DIMM 

Group #4 が縮退している。 


0B64 

DIMM group #5 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した 。 DIMM 

Group #5 が縮退している。 


0B65 

DIMM group #6 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した 。 DIMM 

Group #6 が縮退している。 


0B66 

DIMM group #7 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した 。 DIMM 

Group #7 が縮退している。 


0B67 

DIMM group #8 has 
been disabled. 

メモリエラーを検出した 。 DIMM 

Group #8 が縮退している。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常を検出する途中にエラーを検 
出した。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B71 

System Temperature out 
of the range. 

温度異常を検出した。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧を検出中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B75 

System voltage out of the 
range. 

システムの電圧に異常を検出した。 


0B78 

The error occurred 
during fan sensor 
reading. 

FAN センサの検出中にエラーが起き 
た。 


0B7C 

The error occurred 
during fredundant power 
module confirmation. 

冗長電源を構成している途中でエラー 
を検出した。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを交換してください。 

0B7D 

The normal operation 
can't be guaranteed with 
use of only one PSU. 

本装置に必要な基本電源構成を満たし 
ていない。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを増設または交換してく 
ださい。 

0B80 

BMC Memory Test 

Failed. 

巳 MC デパイス ( チップ ) のエラー。 

一度電源を OFR こして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 


てください。 

0B82 

BMC core hardware 
iailure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失敗 
した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイベントログを書き込める容 
量がない 0 


0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

巳 MC チェックを一時中断した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B8C 

BMC command access 
failed. 

巳 MC コマンドアクセスに失敗した。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 

0B8D 

Could not redirect the 
console - BMC Busy - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC ビジー ) 〇 

てください。 

0B8E 

Could not redirect the 
console - BMC Error - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC エラー ) 〇 


0B8F 

Could not redirect the 
console - BMC 

Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC パラメータエラー）。 


0B90 

BMC Platform 

Information Area 
corrupted. 

不正な Platform Information Area を検 
出した。 


0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 

BMC デバイス ( チップ ) エラー。 


0B92 

Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障 0 

FRU コマンド、および EMP 機能以外 
は使用できます 0 致命的な障害では 
ありませんが、一源を OFF に 
して、起動し直してください。それ 
でも直らない場合は保守サービス会 
社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デパイス ( チップ ) エラー。 

一度電源を〇 FF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B94 

IPMB signal lines do not 
respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller) の故障。 

IPMB 経由での SMC へのアクセス 
機能以外は使用できます。致命的 
な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してく 
ださい。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B95 

BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能以外 
は使用できます 0 致命的な障害では 
ありませんが、一度電源を OFF に 
して、起動し直してください。それ 
でも直らない場合は保守サービス会 
社に連絡してください 0 

0B96 

BMC SDR Repository 
iailure. 

センサデータレコード情報を格納し 
た SROM の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 

0B97 

BMC SEL device failure. 

BMC デバイス ( チップ ) の故障。 

てください。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error. 

巳 MC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

巳 MC のエラー。 


0B9B 

Private I2C bus not 
responding. 

プライペート I2C パスより無応答。 


0B9C 

BMC internal exception. 

BMC のエラー。 


0B9D 

BMC A/D timeout error. 

巳 MC のエラー。 


0B9E 

SDR repository corrupt. 

巳 MC のエラーまたは SDR のデータの 
破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

巳 MC のエラーまたはシステムイペン 
トログのデータの破損。 



























ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

対処方法 

OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM のデータリードエラー。 

保守サ_ビス会社に連絡してくださ 
い。 

0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータェックサムエラー。 


OBCO 

POST detected startup 
failure of 1st Processor. 

プロセッサ #1 のエラー。 

保守サービス会社に連絡して該当す 
るプロセッサを交換ください。 

0BC1 

POST detected startup 
failure of 2nd Processor. 

プロセッサ #2 のエラー。 


0BC2 

POST detected startup 
failure of 3nd Processor. 

プロセッサ #3 のエラー。 


0BC3 

POST detected startup 
failure of 4th Processor. 

プロセッサ #4 のエラー。 


8120 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#1. 

本装置でサポートしていない DIMM を検 
出した。 

保守サービス会社に連絡して該当す 
るグループの DIMM(2 枚)を交換し 
てください。 

8121 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#2. 



8122 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#3. 



8123 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#4. 



8124 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#5. 



8125 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#6. 



8126 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#7. 



8127 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#8. 




八—ドウエア編 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

8130 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#1. 

DIMM の種類が一致していない。 

DIMM に貼り付けられているラペル 
を見て、グループごとに同じ種類 
の DIMM が取り付けられていること 
を確認してください。異なっている 

8131 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#2. 


場合は、保守サービス会社に連絡し 
て DIMM を交換してください。 

8132 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#3. 



8133 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#4. 



8134 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#5. 



8135 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#6. 



8136 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#7. 



8137 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#8. 



8140 

DIMM group #1 with error 
is enabled. 

メツセージにあるグループでエラーを 
起こした DIMM を検出した。 

保守サービス会社に連絡して該当す 
るグループの DIMM(2 枚)を交換し 
てください。 

8141 

DIMM group #2 with error 
is enabled. 


8142 

DIMM group #3 with error 
is enabled. 



8143 

DIMM group #4 with error 
is enabled. 



8144 

DIMM group #5 with error 
is enabled. 



8145 

DIMM group #6 with error 
is enabled. 



8146 

DIMM group #7 with error 
is enabled. 



8147 

DIMM group #8 with error 
is enabled. 



8150 

NVRAM Cleared By 
Jumper. 

ジャンパ設定により NVRAM をクリアし 
た。 

電源 OFF 後、ジャンパの設定を元に 
戻してください。 

8151 

Password Cleared By 
Jumper 

ジャンノヽ。設定によりパスワードをクリ 
アした。 

























ディス プレイ上の エラーメッセージ 

意味 

対処方法 

8160 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 1. 

プロセッサ # 1 の周波数が合っていな 
い。 

プロセッサの周波数を確認してくだ 
さい。確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8161 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 2. 

プロセッサ #2 の周波数が合っていな 
い。 


8162 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 3. 

プロセッサ #3 の周波数が合っていな 
い。 


8163 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 4. 

プロセッサ #4 の周波数が合っていな 
い。 


8170 

Processor 1 not operating 
at intended frequency 

プロセッサ #1 が期待する周波数で動作 
しない。 

プロセッサの周波数を確認してくだ 
さい。確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8171 

Processor 2 not operating 
at intended frequency 

プロセッサ #2 が期待する周波数で動作 
しない。 

8172 

Processor 3 not operating 
at intended frequency 

プロセッサ #3 が期待する周波数で動作 
しない。 


8173 

Processor 4 not operating 
at intended frequency 

プロセッサ #4 が期待する周波数で動作 
しない。 


817F 

All Processor not 
operating at intended 
frequency 

すべてのプロセッサが期待する周波数 
で動作しない。 


8200 

Online Spare Memory was 
not ready. 

オンラインスペアメモリ機能が Enable 
のときに、搭載された DIMM の Type が 
同じではない。 

保守サービス会社に連絡して < ださ 
い。 

8201 

Mirroring Memory was not 
ready. 

メモリミラーリング機能が有効になっ 
ているときに DIMM group #1 と #3 に搭 
載された DIMM のタイプが合っていな 
い。または DIMM group #2 に搭載され 
ている。 

保守サービス会社に連絡して < ださ 
い。 

8202 

Memory RAID was not 
ready 

BIOS SETUP でこの機能が 、 Enabled 
になっていた場合 、 Memory RAID を構 
築するためのメモリの実装条件を満た 
していない場合に表示される。 

また 、 BIOS SETUP の memory error 
Policy に連携する。 

全メモリの容量と Type 、 またメモ 
リの実装構成が適切であるかを確認 
する。 

8300 

Secondary BIOS is 
corrupted 

システム運用中に障害が発生し、ブラ 
イマリ BIOS とセカンダリ BIOS が切り替 
わった。または、 BIOS アップデート時 
に障害が発生した。 （ 「システム BIOS の 
二重化」 （ 7 ページ ) 参照） 

保守サービス会社に連絡して < ださ 
い。 



その他の POST エラー 

次のエラーはディスプレイに表示されませんが、システムイベントログに登録されます。 


エラーコード 

意味 

対処方法 

8301 

システム BIOS 起動の初期段階 (BootWock Task) にて、 
BIOS チェックサムエラーを検出した。このエラーにより 
システム BIOS はセカンダリ BIOS に切り替わった。 

( 「システム BIOS の二重化」 （ 7 ぺージ）参照） 

保守サービス会社に連絡してください。 
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參フア ンの エラーメッ セージに対応する ファ ンの取り付け位置 



參プロセッサのエラーメッセージに対応するプロセッサ取り付け位置 



プロセッサ #1 プロセッサ #2 プロセッサ #4 プ □ セツサ #3 


參メモリのエラーメッセージに対応するメモリの取り付け位置 




メモリポードスロット# 1 

メモリポードス□ット# 2 

メモリポードスロット# 3 

メモリポードスロット# 4 

① 

DIMM ス□ット#1 

DIMM GROUP #1 

DIMM スロット#1 


DIMM スロット#1 


DIMM ス□ット#1 

DIMM GROUP #7 

② 

DIMM ス□ット#2 

DIMM スロット#2 


DIMM スロット#2 


DIMM ス□ット#2 

③ 

DIMM ス□ット#3 

DIMM GROUP #2 

DIMM スロット#3 


DIMM スロット#3 


DIMM スロット#3 


④ 

DIMM ス□ット#4 

DIMM スロット#4 


DIMM スロット#4 


DIMM ス□ット#4 
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ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合が あります。 この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知し ます。 エ 
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知し ます。 たとえば、ビープ音 
が1回、連続して3回、1回、3回の組み合わせで鳴った（ビープコード：1-3-1-3)ときはキー 
ポー ドコント ローラエラーが起きたことを 示します。 

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

対処方法 

1-2 

Video BIOS の初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示されな 
い場合は、ディスプレイのコネクタの 
取り付け状態を確認してください。問 
題が解決されない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡して、 I/O ボードを交換 
してください。 

増設した PCI ボードのオプション ROM 
の展開が表示されない場合は、 PCI ボ 
-ドの取り付け状態を確認してくださ 
し、問題が解決されない場合は、保守 
サービス会社に連絡して、 1/ 〇ボー 
ド、増設した PCI ボードを交換してく 
ださい。 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

1-3-1-3 

キーボードコント□—ラエラー 

キーボードを接続し直してください。 
問題が解決されない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡して、 1/ 〇ボードを交 
換してください。 

1-3-3- 1 

メモリを検出できない。あるい 
は、 DIMM のタイプが異なる。 

DIMM 及びメモリボードの取り付け状 
態を確認してください。問題が解決さ 
れない場合は、保守サービス会社に連 
絡して、 DIMM またはメモリボードを交 
換してくた ’ さい。 

1-3-4- 1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1 -4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

プ□セッサが起動できなかった 

プロセッサの取り付け状態を確認して 
ください。問題が解決されない場合 
は、保守サービス会社に連絡してプロ 
セッサまたはプロセッサボードを交換 
してください。 

1-5-2-2 

プ□セッサが搭載されてない 

卜 5-2-3 

種類、電圧が異なるプロセッサの混 
在エラー 

増設したプロセッサがサポート対象品 
であることを確認してください。問題 
がなければ、プロセッサが正しく取り 
付けられていることを確認してくださ 
し、それでも問題が解決されない場合 
は、保守サービス会社に連絡して、プ 
□ セッサまたはプ□セッサボードを交 
換してください。 

1-5-4-4 

電源異常 

内部のボードの故障が考えられます。 
保守サービス会社に連絡して故障した 
ボードの特定と交換を依頼してくださ 
い。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会社に連絡して I/O ボー 
ドを交換してください。 


m ： ピープコード 「1-5-4-2 J は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断され、システムの再 

I K -， P | 起動が行われたことを通知するものです。異常ではありません。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FF にします。本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に 
添付のマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアルを参照 
してください。 

1. 〇 S のシャットダウンをする。 

2. 本装置前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺装置の電源を〇 FF にする。 


省電カモードの起動 


本装置は ACPI モードに対応しています。 SLEEP スイッチで本装置の電力をほとんど使用し 
ない状態(スタンパイ状態）にすることができます。 



Cpiq 


SLEEP スイッチは、 ACPI モードに対応したオペレーテイングシステムで機能します。 


前面にある SLEEP スイッチを押すとスタンパイ状態になります ( POWER / SLEEP ランプが点 
減します）。スタンパイ状態になつてもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されて 
います。 SLEEP スイッチを押すとスタンパイ状態は解除されます。 


POWER/SLEEP ランプ 



省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方法については、 Windows Server 
|- 0 ^] 2003 /Windows 2000の設定によって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは、 

Windows Server 2003 /Windows 2000の設定に依存します。 


I p -〇 省電カモードへの移行または省電カモード中にシステムを変更しないでください。省電力 
モードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合があります。 
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フロッピーディスクドライブ 


本装置前面にはフロッピーディスウを使ったデータの読み出し（リード） • 保存(ライト）を行 
うことのできる 3.5 インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□ッ ピー ディスク （ 1 .44 M パイト）と 2 DD フロッ ピー ディスク 
(720 K パイト）を使用することができます。 

フロッピーディスクのセット/取り出し 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライプにセットする前に本装置の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。 

^ 參 1.2 M パイトフォーマットのディスクは使用できません。 

* フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
ないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
0 S に添付のマニュアルを参照してフロッピーディスクをフォーマットしてください。 

參フロッピーディスクをセットした後に本装置の電源を ON にしたり、再起動するとフ 
□ッビーディスクから起動します。フロ'ソピーディスク内にシステムがないと起動でき 
ません。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか 
ら取り出せます。 

^ フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してからフロッピーディスク 
を取り出して<ださい。アクセスランプが点灯中に取り出すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 


フロッピーディスクの取り扱いについて 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

• フロッピーディスクドライプにはていねいに奧まで挿入してください。 

• ラペルは正しい位置に貼り付けて<ださい。 

• 鉛筆やポールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

拳シャッタを開けないでください。 

拳ゴ5やほこりの多いところでは使用しないでください。 

拳フ□ッピーディスウの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

* たばこの煙に当たるところには置かないでください。 
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水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプロテクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプロテクトされ 
ているフロッピーディスクは、読み出しはできます 
が、ディスクのフォー マッ トやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフロッピーディ 
スクは、書き込み時以外はライトプロテクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフロッピーディスクの 
ライトプロテクトは、ディスク裏面のライトプロテク 
トスイッチで行います。 

フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや本装置自身の故障な 
どによってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大 
切なデータは定期的にノ\ックアップをとっておくことをお勧めします。（本装置に添付さ 
れているフロッピーディスクは必ずパッウアップをとってください。） 

















CD - ROM ドライブ 


本装置前面に CD - ROM ドライプがあります。 CD - ROM ドライブは CD - R 〇 M (読み出し専用の 
コンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフロッピーディスクと比 
較して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 



A 注意 


A ® 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD-ROM のセツト/取り出し 

CD - R 〇 M は次の手順でセツトします。 

1 . CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライプにセツトする前に本装置の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプが緑 
色に点灯)になつていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライプ前面の CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す。 

トレーが少し出てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き出し、卜 
レーが止まるまで引き出す。 


4. CD - R 〇 M の信号面をトレーに向けて持 

5. 右図のよラに片方の手でトレーを持ちな 
がら、もう一方の手でトレーの中心にあ 
る駆動軸に CD - ROM の穴がはまるように 
指で押して、トレーにセツトする。 


CD-ROM のこの部分を押す 
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6. トレーの前面を軽く押して元に戻す。 


w-oira 

CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは CD - ROM をセット 
し直してください。 

CD - ROM の取り出しは、 CD - ROM をセットするときと同じように CD トレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き出します。 

アクセスランプがオレンジ色に点灯しているときは、 CD - ROM にアウセスしていることを示 
します。 CD トレーイジェウトポタンを押す前にアクセスランプがオレンジ色に点灯してい 
ないことを確認してください。 

右図のように、片方の手でトレーを持ち、 

もう一方の手でトレーの中心にある駆動軸 
を押さえながら CD - ROM の端を軽くつま 
み上げるようにしてトレーから取り出しま 
す。 CD - ROM を取り出したらトレーを元 
に戻してください。 



取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が本装置から取り出せない場合は、次の手 
順に従って CD - ROM を取リ出します。 

1. POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消灯）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばして代用できる）を 
CD - R 〇 M 前面下側にある強制イジェクトホールに差し込んで、トレーが出てくるまでゆっくりと 
押す。 



強制イジェクト ホール 


p-OBM 

• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行っても CD - ROM が取り出せない場合は、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 






















































3. トレーを持って引き出す。 


4. CD-R 〇 M を取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 

CD-ROM の取り扱いについて 

本装置にセットする CD - ROM は次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

• CD - ROM を落とさないでください。 

• CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD - ROM にラペルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やポールペンで文字などを直接 CD - ROM に書き込まないでください。 
• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

•直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでください。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ペンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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オプションの取り付け 


オプションデバイスの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


IT-O • ここで示す取り付け/取り外しはお客様ご自身でも行えますが、この場合の本装置およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取り外しを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。指定以外の部 
品を取り付けた結果起きた本装置の誤動作または故障 • 破損についての修理は有料とな 
ります。 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください (48 
ページまたは72ページを参照)。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け • 取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい。 



A ⑤ 


本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が 
死亡するまたは重傷を負うおそれがあります。 I 羊しくは、 iii ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 
• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 
• リチウムバッテリやニッケル水素ノ（ッテリを取り外さない 
• プラグを差し込んだまま取ク襍わない 



巴注意 


全® 

% 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ベー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• 3人以下で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温注意 
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静電気対策について 


本装置内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は 
静電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に本装置の塗装されていない金属フレームに触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また、作業中は定期的に金属フレームに触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ろ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の端子や実装部品に触れないよラに取り扱ってください。 

一部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. 〇 S のシャットダウン処理を行う。 

2. POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF(POWER/SLEEP ランプ消灯)にする。 

3. 本装置の電源コードをすべてコンセントから抜く。 

本装置背面の電源ユニットにある AC スタンパイランプが消灯します。 

4. 本装置背面に接続しているケープルをすべて取り外す。 

5. 本装置の前後左右および上部に1〜 2m のスペースを確保する。 

^ オプションの取り付け/取り外しは必ず電源コードをコンセントから抜いてから行ってくだ 
さい。電源コードを接続したまま内部のケープルを外すと、電源 ON 時に STATUS ランプが 
アンパー色に点灯します。一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

3.5 インチ八ードディスクドライブ 

本装置の前面にある 3.5 インチディスクペイには、5つのスロットが用意されています。ハー 
ドディスクドライプは取り付けられていません (BTO (工場組み込み出荷)を除く）。別途購入 
してください。 

肩~〇 • NEC で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 
ティのバードディスクドライブなどを取り付けると、八ードディスクドライブだけでな 
く本装置が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い求めください。 

- N 8150 -162(36_3 GB 、 10,000 rpm . Ultra 320) 

- N 8150 -163(73.2 GB 、 10,000_、 Ultra 320) 

- N 8150 -165(36.3 GB 、1 5,000 rpm . Ultra 320) 

- N 8150 -171 (146.5 GB 、 10,000_、 Ultra 32 0) 

- N 8150 -172(73.2 GB 、 15,000_、 Ultra 320) 

- N 8150 -192(300 GB 、 10,000 rpm . Ultra 32 0) 

- N 8150-193( 146.5 GB 、1 5,000 rpm , Ult 「 a 320) 

• ディスクアレイコント□—ラがサポートする RAID レベルは、使用するディスクアレイ 
コントローラによって異なります。 

ーオンポード RA 旧を使用する場合 

RAID 1, 5の各レベルおよび RAID 1、5のスパンをサポートします。 

(220 ページの「ディスクアレイコンフィグレーション」を参照） 

ーオプションのディスクアレイコント□—ラを使用する場合 

ディスクアレイコントローラに添付の説明書を参照してください ( BT 0 (工場組み 
込み出荷)で購入した場合は、本装置に添付されています)。 

5つのス□ットには約 25.4mm(1 インチ)厚のハードディスクドライブを取り付けることがで 
きます。 SCSI ID は右の図の値に固定で設定されています。 

オプションの増設 HDD ケージを搭載するとさらに8台のハードディスクドライプを内蔵する 
ことができます。 SCSI ID は上段左から IDO 〜 ID3、 下段左から ID8 〜 ID 11に固定で設定され 
ています。 
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ハードディスクドライプ ハードディスクドライプペイ 

ペイ(増設 HDD ケージ） 


出荷時の構成では、 3. 5インチディスクペイのケープルが I/O ポード上の SCSI コネクタ 
「SCSI-1」と 「SCSI-HDD」 の間に接続されています。 

増設するハードディスクドライプは同一の NEC 型番のものを使用してください。 

3.5 インチディスクベイの空きス□ットにはダミーブロックが取り付けられています。これ 
は本装置内部の)令却効果を高めるためのものです。ハードディスクドライブを搭載していな 
いス□ットにはダミープロックを取り付けてください。 

I M -0 ダミーブロックは、本装置の専用品を使用してください。 

I 

取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライプを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも 
同様の手順で行えます。 

I ^|： RAID1 または RAID5 のディスクアレイ構成では本装置の電源が ON のままでも行えます。 

| rEvfi 

I 胃~〇 ディスクアレイを構成してし〗る場合は、同じパックを構成するハードディスクドライブは同 
一の NEC 型番のものを使用してください。 

1. 131 ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除<)。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

3. 八ードディスクドライプを取り付けるスロットを確認する。 

スロットは標準で 5 つあります。（オプションの増設 HDD ケージを取り付けている場合は 13 ス□'ソ 
卜あります）また， SCSI ID はスロットの位置で決まっています。 
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4. ダミープロックを取り外す。 

p-OB^ 

ダミーブロックは大切に保管しておい 
てください。 


5. 八ードディスクドライプのロックを解除 
する。 


6. 増設する八ードディスクドライプと八ン 
ドルをしっかりと持ってスロットへ挿入 
する。 

p-OBE 

• 八ンドルのフックがフレームに当 
たるまで押し込んでください。 

• ハードディスクドライブは落とし 
たり、振動や衝撃を与えたりしな 
いようにしっかりとていねいに 
持ってください。 



7. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチッ」と音がしてロックされます。 

|p-OB^ 

I ハンドルとトレーに指を挟まないよう 
|に注意してください。 

I 

ハンドルのフックがフレームに引っ掛 
IIかっていることを確認してください。 

8. フロントドアを閉じる。 
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取り外し 


次に示す手順でハードディスクドライプを取り外します。ハードディスクドライプを取り外 
したまま本装置を使用する場合は、空いているスロットにダミープロックを取り付けてくだ 
さい。 


ゾ ハー ドディスクドライプが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハードディスクドラ 
イプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているス□ットをあらかじめ確認してください。 


1. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を〇 FF にする。 

2. ハードディスクドライプのロックを解除する。 



3. 増設する八ードディスクドライプと八ン 
ドルをしつかりと持って取り出す。 



ゾ )\~ ドディスクドライプが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハードディスクドラ 

イプの DISK ランプがアンパー色に点灯しているス□ットをあらかじめ確認してください。 



, DISK ランプ 
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ディスウアレイ構成の場合、故障したハードディスクドライプの交換後、交換した新しい 
ディスウに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことの 
できるオートリビルド機能を使用することができます。オートリビルド機能は、 RAID レべ 
ルによって有効/無効となる場合があります。 

才ートリビルドは、故障したハードディスクドライブをホットスワップ(電源 ON の状態での 
ディスクの交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、ハード 
ディスクドライプにある DISK ランプが緑色とアンパー色に交互に点灯して才ートリビルド 
を行っていることを示します。 

p -〇 オートリビルドに失敗すると、バードディスクドライブにある DISK ランプがアンバー色に 
点灯します。もう一度ディスクの取り外し/取り付けを行ってオートリビルドを実行してく 
ださい（ディスクアレイ監視ユーティリティをインス!ルしている場合は、ユーティリ 
ティから確認してみてください）。 

オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライプが故障してから、オートリビルドを終了するまで本装置の電源 
を OFR こしないでください。 

• ハードディスウドライプの取り外し/取り付けは、90秒以上の圊隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中のハードディスクドライプがある場合は、ディスウの交換を行わないで 
ください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンパー色 
に交互に点灯しています）。 




電源ユニット 

電源ユニットを増設して、4台の電源ユニットで動作させていると、万一電源ユニット （1 台) 
が故障してもシステムを停止することなく運用することができます(冗長機能)。 

• 電源ユニットが3台で稼動中のところにもう1台追加すると、 0S のシステムイベントロ 
グに「電源回復」を示すログが記録されます。これは冗長構成かつ、最大構成あることを 
意味します。 

取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 

1. 131ページを参照して準備をする。 

2. プランクカパーのネジを取り外す。 / 





3. プランクカパーを取り外す。 

I取り外したブランクカバーは大切に保 
|管しておいてください。 
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4. 電源ユニットを差し込む。 



電源 ユニッ トはまっすぐに差し込んで 
ください。差し込んでいる途中でなな 
めにしたり、上下左右に力を加えたり 
すると、電源 ユニッ トと内部の接続コ 
ネクタを破損するおそれがあります。 

I チェック I 

奥まで確実に差し込まれていることを 
確認してください。 



5. AC インレツトに電源コードを接続する。 

標準で添付されていたものと増設した電 
源 ユニツ トに添付されていたコードを使 
います。 

p-OiE 

増設用電源ス□ツトにはブランクカ 
バーが取り付けられています。取り外 
したブランクカバーは大切に保管して 
おいて < ださい。 



6. 本装置の電源を〇1\1にする。 

各電源ユニットの POWER ランプが点灯します。 


7. STATUS ランプや POST で電源ユニットに関するエラー表示がないことを確認する。 

エラー表示の詳細については114ページを参照してください。 

また、電源ユニットの POWER ランプが消灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会社に連絡してください。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


n -〇 正常に動作している電源 ユニッ トを取り外さないでください。 



■ I ： 本装置に4台の電源 ュニッ トが取り付けられていて、その内の3台が正常に動作(電源 ュニッ 

| jvp | 卜の POWER ランプ点灯）している場合は、システム稼慟中（電源 ON の状態）でも故障した電 

源 ュニッ トを交換できます（次の手順2をとばしてくださしヽ） 

1. 背面にある電源 ユニッ トの POWER ランプの表示で故障している電源 ユニッ トを確認する。 
POWER ランプが消灯している電源 ユニッ トが故障しています。 

2. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を〇 FF にする。 

3. 電源コードを取り外す。 

4. 電源ユニットのロックタブを押さえながら、ハンドルを持ってゆっくりと手前に引き取り外す。 

電源 ユニッ トはまっすぐに引き出してください。引き出す途中でななめにしたり、上下左右に 
力を加えたりすると、電源 ユニッ トと内部の接続コネクタを破損するおそれがあります。 



5. 電源ユニットを交換せず3台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手順2で取り外した 
プランクカパーを取り付ける。 

本装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニットを取り付けていないス□ットにはブラ 
ンクカバーを取り付けてください。 

6. 「取り付け」の手順3〜6の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 

響 一 班 

4台の電源 ュニッ トで動作していた本装置の電源 ュニッ トを電源 ON のまま交換したときは、電 
源 ュニッ トの POWER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電源コード 

を接続し、電源を ON にすると点灯します）。 
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5.25 インチデバイス 


本装置には、磁気テープドライブなどの SCSI 対応の 5.25 インチパッウアップデパイスを取 
り付けるス□ツトが2つ用意されています。 



搭載デバイスについて 

5.25 インチデパイスには、シングルハイトのデパイスの場合は2台、フルハイトの場合は1 
台のデパイスを搭載することができます。 

- 5.25 インチデパイスの接続は、オプションの SCSI コント□—ラボードを使用してく 
ださい。 

• SCSI 旧の設定 

SCSI コント□ーラに添付されている説明書を参照してください。 

— SCSI デパイスの終端設定 

終端設定は「無効」に設定してください。 

I p-O テープデバイスを On-Board SCSI に接続することは出来ません。 

オプションの SCSI コント□ーラに接続して使用してください。 





































































































































取り付け 

ここでは、 IDE デバイス、または SCSI デバイスを取り付ける手順を併せて説明します。 


1_ 131ページを参照して準備をする。 

2. フロントドアを開く。 

3. ダミーカパーを手前に静かに引き出す。 



4. 5.25インチデバイスベイから SCSI ケー 
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5. 本装置に添付のラッチングレール （2 個） 
を本装置に添付のネジ （P L - 
CPIMSx3x6x3GF) でデバイスに取り付 
ける。 

p-OB^ 

ネジは本装置に添付のネジを使用し、 
デバイスに添付のネジは使用しないで 
ください。本装置に添付のネジより長 
いネジや径の異なるネジを使用すると 
デバイスを破損するおそれがありま 
す。 


I チェック I 

ラッチングレールの下側のネジ穴で固 
定してください。 

6. デバイスにインタフェースケープルを接 
続する。 

5.25 インチデバイスペイ内に固定されて 
し、る SCSI ケープルと電源ケープルをデパ 
イスに接続します。 

irOB^ 

電源ケーブルにはコネクタカバーが取 
り付けられています。デバイスに接続 
した後、カバーは大切に保管しておい 
てください。 


7. デバイスペイにデパイスを静かに押し込 
む。押し込んでいく途中で「カチッ」と音 
がしてロックされます。 



コネクタのピンが曲がったり、確実に 
接続していなかったりすると、誤動作 
の原因となります。接続の際は 5.25 イ 
ンチデバイスとケーブルのコネクタを 
見ながら確実に接続してください。 


I チェック I 

ケープルをはさんでいないことを確認 
してください。 

8. フロントドアを閉じる。 



ネジ 




9. SCSI コント□—ラのセットアップをする。 

SCSI コント□—ラボードに添付の説明書を参照してセツトアップをしてください。 
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取り外し 

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 















































































メモリポード 


メモリ （DIMM) を増設または交換するときにメモリボードを取り外します。本装置は標準で 
1枚のメモリボードを搭載しております。本装置は標準のメモリボードを含め最大4枚まで増 
設可能です。このことにより、システムとして最大 32GB のメモリを搭載することが可能と 
なります。 

故障した DIMM やメモリボードを交換する場合、メモリがあらがじめ冗長構成(メモリ RAID) 
に設定されていれば、メモリボードはホットスワップ(電源〇 N の状態での交換)で交換する 
ことができます。（メモリボードのホットスワップの手順については、この後の DIMM のメモ 
リホットプラグ1機能およびメモリホットプラグ2機能を参照してください。） 



メモリボードス □ツ ト#3 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリボードス □ツ ト#4 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリ ボー ドス □ツ ト#2 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリボードス □ツ ト#1 
(標準装備のメモリボードが 
搭載されている） 


* メモリボードはスロット# 1—#2—#3— #4の順に増設します。 
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取り外し 

次の手順に従ってメモリボードを取り外します。 


vi-O • メモリポードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れ 
mm て身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分 

や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に 
関する説明は131ページで詳しく説明しています。 

• メモリボードは通電中はとても熱くなりますので、取り外しの際には電源をオフした 
後、数分待ってから行ってください。 


1. 131ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

3. ネジ2本を外し、本装置前面のメモリスロットカパーを取り外す。 
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4. ロックを解除し、イジェクタを開く。 


メモリポードは通電中とても熱くなり 
ます。電源をオフした後数分待ってか 
ら引き抜いてください。特にホットプ 
ラグの場合には、□ック解除（メモリ 
ポード POWER ランプが消灯する）によ 
りメモリポードの電源がオフされます 
ので、この状態で数分お待ちくださ 
い。 



5. イジェクタを持ち、本装置からメモリ 
ボードを引き抜く。 



6. メモリボードを以下の条件を満たす場所にていねいに置く。 

一ほこりの少ない場所 
一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 


取り付け 

取り付けは「取り外し」の逆を行ってください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module) は、本装置に取り付けられているメモリボード上の 
DIMM ソケットに取り付けます。 

DIMM は2枚単位で DIMM 番号の小さい順に取り付けます。 




メモリはメモリボードあたり最大 8 GB (2 GBX 4 枚）まで増設できます。 



J-DIMM 

(-DIMM 


Group# 1 
Group#2 


DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに貼ってあるラベルに下記の内容で表示されてい 
ます。 


(例） 400 MHz • Bufferred •1 GB • ロウアドレス14ビット.カラムアドレス11ビット • 
Single Rank の場合 


2-400/ B / 1024/ R 14 C 11 S 

I 

Single Rank 
カラムアドレス11ビット 
ロウアドレス14ビット 

容量 

Bufferred/Registered 

周波数 


H -〇 DIMM ポードに貼ってあるラベルの最後尾に印字されているのが 、 Single Rank と Dual 

匿^ Rank を示す記号になります。 " S ” は Single Rank で” D ” は Dual Rank の意味を持ちま 

す0 

同ーメモリポード内で Single Rank と Dual Rank を混在して実装する場合は、 
DIMMG 「 oup#l く DIMM ス□ット1，2>に必ず Dual Rank の DIMM を実装してくださ 
し、。正しく実装しないとシステムが正常に立ち上がりません。 





























取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する 
説明は131ページで詳しく説明しています。 

NEC で指定していない DIMM を使用しないでくださし V サードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本装置が故障するおそれがあります。また、これらの 
製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 

インタリーブ装置であるため、グループ単位に2枚の DIMM ポードを増設してくださ 
い。1つのグループ内に異なった仕様 + の DIMM ポードを実装すると動作しません。 

増設メモリス□ットには、ブランクカバーが取り付けてあります。メモリポードを増設 
する際に取り外したブランクカバーは大切に保管してください。 

* DIMM ポードの仕様は、 DIMM ポードに貼ってあるラベルに下記の内容で表示 
されています。 

(例） 400 MHz • 巳 ufferred •1 GB • □ウアドレス14ビット.カラムアドレス 

11ビット . Single Rank の場合 

2-400/ 巳/ 1024 / R 1 4 Cl 1 S 

I 

Single Rank 

カラムアドレス 11 ビット 
□ ウアドレス 14 ビット 

容量 

Bufferred/Registered 

周波数 


1. 131ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く c 


3. メモリス□ットカバーを外し、 DIMM を 
取り付けるメモリボードを取り外す （ 144 
ページ参照)。 


メモリボードを増設する場合は、ネジ1 
本を外して増設スロットのブランクカ 
バーを取り外します。 

W-OBM 

取り外したブランクカバーは大切に保 
管しておいてください。 


4. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 
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5. DIMM を取り付けるソケット両側にある 
レバーをいっぱいに開き(①）、ソケット 
カパーを取り外す。 



• レバーに過度の力を加えないよう 
注意してください。 

• 取り外したソケットカバーは大切 
に保管しておいてください。 

6. DIMM をソケットにまっすぐ押し込む 

(② )。 

IチェックI 

DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するための切り欠きがあり 
ます。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。レバーを内側に押して完全 
に閉じてください(③)。 



DIMM は2枚1組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセットを使用してください。 
メモリの仕様はメモリに貼付けされているラベルに以下の内容で表示されています。 

(例） 400 MHz • Bufferred • 1 G 巳 • □ウアドレス14ビット.カラムアドレス11ビッ 

卜 • Single Rank の場合 

2-400/ 巳/ 1024 / R 14 Cl 1 S 

I 

Single Rank 

カラムアドレス11ビット 
ロウアドレス14ビット 

容量 

Bufferred/Registered 

周波数 

7. メモリボードを本装置のスロットに取り付け直す。 

8. メモリスロットカパー、フロントべゼルを取り付け直す。 

9. 本装置の電源を〇 N にして POST エラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、114ページのエラーメッセー 
ジー覧を参照してください。 

1 0. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM Group のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確認する （ 199ぺージ参照)。 

11 . 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは198ページをご覧ください。 

12. Windows Server 2003または Windows 2000を使用している場合は、ページングファイルサイ 
ズを推奨値以上(搭載メモリ X 1 .5) に設定する。 

Windows Server 2003の場合は28ぺージ 、 Windows 2000の場合は、55ぺージを参照してく 
ださい。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

M-O プロセッサポードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部 
品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は131ページで詳しく説明しています。 

^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッセージを確 
認して、取り付けている DIMM ソケット（グループ)を確認してください。 


1. 131ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

3. メモリス□ットカパーを外し、取り外したい DIMM が実装されているメモリボードを取り外す 
(144ページ参照)。 

•LC12E] 

DIMM が故障した場合、その DIMM に実装されているメモリボードのエラーランプが点灯しま 
す。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側にあるレバーを左右にひろげる（①)。 

□ ックが解除され DIMM を取り外せます 

(②)。 

DIMM を取り外したソケットにソケット 
カパーを取り付ける。 


5. メモリボードを取り付ける。 

6. メモリスロットカバー、フロントぺゼルを取り付け直す。 

7. 本装置の電源を〇 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、114ページのエラーメッセー 
ジー覧を参照してください。 

8. SETUP を起動して 「Advanced」一「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 を 「Yes」 にし、 
取り外した DIMM Group のエラー情報をクリアする （199 ぺージ参照)。 

また、 「ServerJ—rClear FRU LED」—「Yes」 で DIMM エラー関連の LED をクリアします。 （212 
ページ参照） 

9. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは198ページをご覧ください。 
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メモリミラーリング機能/メモリ RAID 機能 


本装置では、「メモリーミラーリング機能」「メモリ RAID 機能」をサボートしています。 
これらの機能を使用する場合には、環境が構築できる構成にて、 BIOS セットアップよりサ 
ポートする機能を選択します。 


• メモリミラーリング機能を有効にする方法 

メモリミラーリング機能とは、1つのメモリボードを予備として待機させることにより、 
運用しているメモリボードで訂正不可能なエラーが発生した場合、待機させているメモ 
リボードに運用を切りかえる機能です。この機能を使用する場合には、運用/待機するメ 
モリポードを組み合わせます。メモリポード1とメモリボード2を実装してミラーリング 
するが、あるいはメモリボードを4枚実装し、メモリボード1と2の組み合わせ、メモリ 
ボード3と4の組み合わせでミラーリンヴする設定が可能です。 

メモリミラーリング機能を有効にするためには、組み合わせた各メモリボードを同じ容 
量の DIMM で構成をあわせる必要があります。 

次に取り付け時の組み合わせパターンの例を示します。 



メモリ ポー ド 1 

メモリ ポー ド 2 

メモリ ポー ド 3 

メモリ ポー ド 4 

A) 

2GB(1GBX2 枚） 

2GB(1GBX2 枚） 

2GB(1GBX2 枚） 

2GB(1GBX2 枚） 

B) 

8GB(2GBX4 枚） 

8GB(2GBX4 枚） 

8GB(2GBX4 枚） 

8GB(2GBX4 枚） 

C) 

4GB(1GBX4 枚） 

4GB(1GBX4 枚） 

— 

— 


• メモリ RAID 機能を有効にする方法 

メモリ RAID 機能とは、4枚のメモリボードの内1枚が故障などの訂正不可能なエラーが 
発生した場合、他のメモリボードに切りかえて運用する機能です。この機能を使用する 
場合には、4枚のメモリポードが必要です。メモリ RAID 機能を有効にするためには、各 
メモリボードを同じ容量の DIMM であわせる必要があります。 

次に取り付け時の組み合わせパターンの例を示します。 



メモリ ポー ド 1 

メモリ ポー ド 2 

メモリ ポー ド 3 

メモリ ポー ド 4 

A) 

2GB(1GBX2 枚） 

2GB(1GBX2 枚） 

2GB(1GBX2 枚） 

2GB(1GBX2 枚） 

B) 

8GB(2GBX4 枚） 

8GB(2GBX4 枚） 

8GB(2GBX4 枚） 

8GB(2GBx4fe) 

C) 

4GB(1GBX4 枚） 

4G 巳 (1GBX4 枚） 

4GB(1GBX4 枚） 

4GB(1GBX4 枚） 


• BIOS の設定 

SETUP を起動して 「Advanced」一「Memory Configuration」一「Memory RAS Feature」 
の設定を以下のように変更します。 

ーメモリミラーリング機能を有効にする場合： 「Mirror」 を選択します。 

ーメモリ RAID 機能を有効にする場合： 「Raid」 を選択します。 




















• その他 

一 OS において表示されるメモリ容量は、物理的に搭載されているすべてのメモリ容量 
から待機しているメモリ容量を差し引いたサイズとなります。（メモリミラーリング 
機能の場合は実メモリの半分。メモリ RAID 機能の場合は実メモリの3/4の容量。） 

ーメモリミラーリング機能またはメモリ RAlD 機能が有効となっていてもアプリケー 
シヨンの動作には影響ありません。 

-ディスプレイに以下のエラーメッセージが表示された場合は、メモリミラーリング 
機能は自動的に無効となります。 


8201 Mirroring Memory was not ready . 


DIMM の実装状態を確認して正しく実装してください。 

ーディスプレイに以下のエラーメッセージが表示された場合は、メモリ RAID 機能は自 
動的に無効となります。 


8202 Memory RAID was not ready . 


DIMM の実装状態を確認して正しく実装してください。 

実際にメモリミラーリング機能またはメモリ RAID 機能が動作した場合、以下の動作 • 表示 
により確認ができます。 

a ) 本装置前面のメモリボードの Redundancy ランプが緑色に点灯します。 

b ) 再起動時において、 エラーした DIMM グループは縮退されます。 

c ) ESMPR 〇/ Se 「 ve 「 Agent がインストールされている場合はイベントビューアのシステム 
ログに以下の□ク'が登録されます。 

ソース名 ： ESMCommonService 
イベント ID : 2313 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号 ：XX 
日時： XX 

d ) 巳31\/^卩〇/361^6|7\96111：にて通報設定がされている場合は1\/1311396「通報/八1_1ソ已通報が 
行われます。通報内容は以下のとおりです。 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号 ：XX 
日時： XX 
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メモリホットプラグ機能1 (Hot Replace ) 

メモリミラーリング構成およびメモリ RAID 構成のように冗長構成になっていれば、オペレー 
ティ ングシ ステムが動作中でもメモリボードを取り外すことができます。 

1. 131ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

3. ネジ2本を外し、本装置前面のメモリス 



152 






















































































5. メモリボード P 〇 W E R ランプと 
Redundancy ランプが消灯してからメモ 
リボードを取り外す。 


メモリポードは通電中とても熱くなり 
ます。電源をオフした後数分待ってか 
ら引き抜いてください。特にホットプ 
ラグの場合には、ロック解除（メモリ 
ポード POWER ランプが消灯する）によ 
りメモリポードの電源がオフされます 
ので、この状態で数分お待ちくださ 
い。 


6. イジェクタを持ち、本装置からメモリ 
ボードを引き抜く。 


再び冗長構成にするには、メモリボード 
を冗長可能な構成で、取り外しの逆の手 
順で実装し、メモリボード Attention ス 
イツチを押すとメモリボード POWER ラ 
ンプが点滅し、しばらくすると点灯に変 
わります。また、メモリボード 
Redundancy ランプも点灯します。 


再度冗長構成にする場合は、必ず冗長 
可能な構成にして挿してください。 



7. 取り外しと逆の手順でメモリボードを取り付けます。 
以上でメモリボードの Hot Replace は完了します。 


八—ドウ H ア編 


153 


















































































































































メモリホットプラグ機能2 (Hot Add メモリ機能） 

Windows Server 2003 Enterprise Edition において、 Hot-Add メモリ機能を使用すること 
ができます。システムをシャットダウンすることなく、物理メモリを追加することができま 
す。 

Hot-Add メモリ機能を使用する際は、下記の BIOS 設定が必要です。 

• 巳 IOS の設定 

SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」一 「Memory RAS Feature 」 
の設定を以下よラに変更します。 

— Normal Mode での Hot-Add メモリ機能： 「 Normal 」 に設定する 0 
— Mirror Mode での Hot-Add メモリ機能： 「 Mirror 」 に設定する。 

p-OB^ 

「Mirror」 に設定する場合は、既にメモリポード1とメモリポード2でメモリミラー構成を構築 
してある必要があります。 

この場合、メモリホットプラグはメモリポード3とメモリポード4に対して行います。（メモリ 
ポード3とメモリポード4の各組み合わせもメモリミラーリング機能ができるように構成する必 
要がります） 

また、 「Advanced」—「Memory Configuration」—「Hot-add Memory Support」 を 
「Enable」 に設定する必要があります。 

• Normal Mode での Hot-Add メモリ機能 

標準構成のメモリボード1が実装された状態で、オペレーティングシステムを起動した場 
合、 DIMM が実装されたメモリボードを、メモリボード2, 3, 4に追加することで、物理 
メモリを増やすことができます。 メモリポードを取り付ける手順については、メモ 

リホットブラグ機能1で説明した手順を参照してください。 

例えば、メモリボード2のスロットにメモリポード挿入し、そのポードの Attention ス 
イッチを押すと、 POWER ランプが点滅し、メモリの初期化処理が開始されます。 
POWER ランプが点滅から点灯に変わると、オペレーティングシステムに対してメモリが 
追加されたことが通知されます。 

オペレーティングシステム上で処理が行われ、しばらくするとタスクマネージャのパ 
フォーマンス表示等で物理メモリが追加されたことが確認できます。同様の手順で、メ 
モリボード3、4とさらにメモリボードを追力□することができます。 

• Mirror Mode での Hot-Add メモリ機能 

メモリポード1, 2でメモリミラー機能が使用できる構成で、メモリボード3とメモリポー 
ド4を追加します。メモリボード3, 4もメモリミラー機能が使用できる構成にする必要が 
あります。メモリボードを取り付ける手順については、メモリホットプラグ機能1で説 
明した手順を参照してください。 

Normal Mode との違いは、メモリボード3のみにメモリポードを追加しただけでは、変 
化はありません。さらにメモリポード4を追加されたことによりメモリミラー構成が構成 
され、初めてオペレーティングシステムに対し通知が行われます。 Normal Mode と同様 
にオペレーティングシステム上で処理が行われ、しばらくするとタスクマネージャの 
パフォーマンス表示等で物理メモリが追加されたことが確認できます。 

メモリミラー構成のため、追加した物理メモリの容量の半分の容量が追加されたことが 
確認できます。メモリミラー構成であれば、 Hot-Add メモリ機能で追力□したメモリポー 
ドも Hot R 印 lace が可能になります。 
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• メモリ機能メモリを Hot-Add した場合の ESMPRO 画面への反映について 

Hot - Add 機能を使用して動的にメモリボードを追加した場合、 ESMPRO / 
ServerManager のデータビューアで[ハードウエア]—[メモリバンク]—[X]メモリバン 
クの[モジュールサイズ]にて、構成変更後のメモリサイズは反映されませんが、ご使用 
上は問題ありません。 

(※父は動的に抜き差ししたメモリパンクの番号になります。） 

システム再起動後、メモリサイズは正しく反映されます。 
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プロセッサポード 

プロセッサを増設または交換するときにプロセッサボードを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってプロセッサボードを取り外します。 


vi-O プロセッサポードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部 
品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は131ページで詳しく説明しています。 

1. 131ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 


3. メモリボードカパーを取り外す。 



5. イジェクタ固定用のネジ2本を外す。 
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6. ロックを解除し、左右のイジェクタを開く c 



プ □セツサボー ドをしっかりと持って本 
装置から引き抜く。 





プロセッサポードの重量は最大約 7 Kg あります。取り付け取り外しの際には、落としてけがを 
しないようご注意ください。 


8. プロセッサボードを以下の条件を満たす場所にていねいに置く。 


一ほこりの少ない場所 
一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 


取り付け 

取り付けは「取り外し」の逆を行ってください。 
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プロセッサ 

プロセッサボードには、プロセッサと、それに対応する VRM をそれぞれ4つ搭載することが 
できるソケットがあります(標準で1つ搭載)。 



増設できるプロセッサの種類はモデルにより異なります。必ず各モデルに対応した型番のプ 
□セッサを取り付けてください。 

本装置が N 8100 -1036 の場合、 N 8101-304 増設プロセッサボードを本装置が N 8100- 
1037の場合、 N 8101 -305 増設プ□セッサボードを本装置が N 81 00-1 084の場合、 
N 8101 -312 増設プロセッサボードを本装置が N 8100 -1 150の場合、 N 8101 -329 増設プロ 
セツサボードを使用します。 



\JyF\ 


オプシヨンのプロセッサの中には 
異なるレビジヨン（ステッビング） 
のものが含まれている場合があり 
ます。異なるレビジョンのプロ 
セッサを混在して取り付けた場 
合、 Windows ではイベントビュー 
アのシステムログに以下のような 
ログが表示されますが、動作には 
問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従つてプロセッサを取り付けます。 


プロセッサは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃がしてからプロセッサを取り扱ってください。また、プロセッサのピ 
ンを素手で触ったり、プロセッサを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に 
関する説明は131ページで詳しく説明しています。 

1個のプロセッサで運用する場合は、前ページの図のプロセッサ#1に取り付けていな 
ければいけません。 

プロセッサの増設は前ページの図のとおりプロセッサ#1，#2，#3，#4の順に行います。 

プロセッサが取り付けられていないス□ットおよび、 VRM が取り付けられていないソ 
ケットには、ダミーカバーが取り付けられています。これらは適切なエアフ□一を確保 
し、プロセッサの冷却効果を高めたり、防塵のために必要な部材です。プロセッサを増 
設しない場合は、必ずダミーカバーを取り付けてください。 


1. 131ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く c 

3. メモリスロットカパーを取り外す。 

4. プロセッサスロットカバーを取り外す。 

5. プロセッサボードを取り外す。 


6. プロセッサを取り付けるソケットの位置 
を確認し、ネジ4本を外してソケットか 
らダミーカパーを取り外す。 


7. ソケットの表面に貼ってある保護カバーを取り外す。 

8. ソケットのレパーを持ち上げる。 


レバーは止まるまで完全に開いてくだ 
さい。レバーは120度以上開きます。 
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9. プロセッサをソケットの上にていねいに 
ゆっくりと置く。 

I チェック I 

プロセッサの向きに注意してくださ 
し、。プロセッサとソケットは誤挿入を 
防止するためにピンマークがありま 
す。プロセッサとソケット側のピン 
マークを確認して正しく取り付けてく 
ださい。 



10. プロセッサを軽くソケットに押しつけて 
からレパーを倒して固定する。 





11. ヒートシンクをプロセッサのの上に静か 
に置く。 

ヒートシンクの向きは、前後の区別は 
ありません。 
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12. ヒートシンクに付いているネジ 4 が所を 
締め、匕一トシンクを固定する。 



13. ヒートシンクがプ□セツサボードと水平に取り付けられていることを確認する。 


w-umm 

斜めに傾いているときは、しヽつたんヒートシンクを取り外し、プロセッサの取り付け状態を確 
認してください。 


14. 取り付けたプロセッサに対応した VRM ソ 
ケットの両側にあるレバーをいっぱいに 
開き、ダミーカパーを取り外す。 


15. VRM をソケットにまっすぐ押し込む。 

VRM がソケットに差し込まれるとレバー 
が自動的に閉じます。レパーを内側に押 
して完全に閉じてください。 


IチェックI 

VRM の向きに注意してください。 
VRM の端子側には誤挿入を防止するた 
めの切り欠きがあります。 



16. プ□セツサボード、プ□セツサスロットカパー 



17. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Data」 を 「Yes」 にする。 

A- ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは198ページをご覧ください。 


18. Windows Server 2003/Windows 2000で1プロセッサ構成の本装置にプロセッサを増設し、2 
つ以上のプロセッサで運用する場合は以下の手順を行う。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライパが 「ACPI シングルプロセッサ PC」 になっている 
場合は 「ACPI マルチプロセッサ PC」 に変更し、メッセージに従って再起動後、システムのアップ 
デート （48 ページまたは72ページ)を行います。 
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取り外し 


プロセッサを取り外すときは、「取り付け」の手順1〜5を参照して取り外しの準備をした後、 
手順15〜6の逆の手順を行ってください。 

fi-O • プロセッサを故障以外で取り外さないでください。 

• プロセッサが取り付けられていないス□ットには、ダミーカバーが取り付けられていま 
す。ダミーカバーはプロセッサの冷却効果を高めるための適切なエアフ□一を起こすた 
めに必要な部材です。プロセッサを増設しない場合は、必ずダミーカバーを取り付けて 
ください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底面にあるクールシートがプロセッサに粘着してい 
る場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く回して、ヒートシンクが 
プロセッサから離れたことを確認してから行ってくださしヽ。プロセッサに粘着したまま 
ヒートシンクを取り外すとプロセッサやソケットを破損するおそれがあります。 


プロセッサの取り外し（または交換)後に次の手順を行ってください。 

1. BIOS セットアップを起動して下記の設定をした後、再起動する。 

取り外したプロセッサのエラー情報をクリアするとともにハードウェアの構成情報を更新するた 
めです。 


「 Main」—「Processor Settings」—「Processor Retest 」—「 Yes 」（196 ぺージ参照) 
「 Advanced 」一 「Reset Configuration Data 」—「 Yes 」（198 ぺージ参照） 

「 Server 」一 「Clear FRU LED 」一「 Yes 」(212 ぺージ参照） 







リアアクセスカバー 


PCI ボードの取り付け/取り外しや、故障した FAN の交換、内部の SCSI ケープルの接続を変 
更する場合は、本装置背面側にあるリアアクセスカパーを取り外します。 



△注意 


/^\ A \ 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示 
を守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがありま 
す。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 電源を ON にしたままリアアクセスカバーを取り外さない 

( PCI ホットプラグやファンをホットスワップする場合を除く） 


取り外し 

1. 131ページを参照して準備をする。 


2. 背面のネジ2本をゆるめる。 

3. 本装置背面へスライドさせる。 

4. リアアクセスカバーを持ち上げて本装置 
から取り外す。 


取り付け 

リアアクセスカパーを取り付ける前に、本装置内部に工具やネジなどを置き忘れていないこ 
とや、本装置内部の部品が確実に固定されていること、取り付け忘れの部品がないことなど 
を確認してください。 

1. リアアクセスカパーのタブが本装置フレームにあるスロットに合うように位置を合わせて置く。 

2. 軽<本装置に押しつけながら、リアアク 
セスカバーを本装置前面にスライドさせ 
る。 

3. 本装置背面側にあるリアアクセスカバー 
のネジ2本でカバーを固定する。 


ネジ 
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PCI ス □ツ トアクセスカバー 


ホットスワップ未対応の pci ス□ットへの取り付け/取り外しをする場合は、本装置内部に 
ある pci アクセスカパーを取り外します。ホットスワップ対応の pci ス□ットへの取り付け/ 
取り外しの際には取り外す必要はありません。 


取り外し 

1. 131ページを参照して準備をする。 

2. リアアクセスカバーを取リ外す （163 ページ参照)。 

3. PCI アクセスカバーを固定しているネジ1本をゆるめる。 

4. ゆるめたネジ側を持って，本装置からゆっくりとていねいに取り出す。 



取り付け 

次の手順で取り付けます。 

1. PCI アクセスカバーのネジが本装置前面側に向くようにして持つ。 

2. PCI アクセスカバーの本装置背面側にあるタブを本装置のスロットに差し込む。 

3. ゆっくりとていねいに本装置を置き、ネジ1本で本装置を固定する。 

























































PC I ポード 

本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできるスロットを 6 スロット、 PCI Express ポー 
ドを取り付けることのできるス□ットを 3 ス□ット用意しています。 

PCI ボードの中には、本装置の電源が ON のままで取り付け/取り外しができる「ホットプラ 
ヴ」をサポートしているものがあります。本装置はホットプラグ機能をサポートしています 
が、 Windows Server 2003 /Windows 2000 を使用している場合のみ行えます。ホットプ 
ラグに対応してし、るポードは N 8104 -86 100 巳 ASE-TX 接続ポード、 N 8104 -103 
1000 BASE-T ポード、 N 8104-1111000 BASE-TX 接続ポードのみです。 

两~〇 PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃がしてから PCI ポードを取り扱ってください。また、 PCI ポードの端子部分や 
部品を素手で触ったり、 PCI ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関 
する説明は131ページで詳しく説明しています。 

^ ホットプラグに対応した スロッ トと対応していない スロッ トはタブで色分けされています。 

ホットプラグに対応する PCI Express スロット#4〜#5および PCI スロット#6〜#9のタブは 
緑色です。ホ v トプラグに対応していない PCI スロット#1〜#2および PCI Express スロッ 
卜#3のタブは青色です。 

PCI Express ポードには、 x 1, x 4, x 8, x 16 のポードがあります。本装置のスロットには， 
x 1 , x 4, x 8 のそれぞれのボードを取り付けることができます。 
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PCI ボードには、 5 V PCI ボード、 3.3 V PCI ボード、ユニバーサル PCI ボードがあります。 
5 V PCI ボードは 5 V PCI ス□ッ トに、 3.3 V PCI ボードは、 3.3 V PCI スロッ トに のみ 取り付 
けることができます。ユニバーサル PCI ボードはどの PCI ス □ツ トにも取り付けることがで 
きます。 



5V PCI ボード 



3.3V PCI ボード 


JL 


ユニバーサル PCI ボード 


PCI Express ボードには、 x 1， x 4， x 8， x 16 のボードがあります。本装置では PCI Express x 4 
および x 8 をサボートしております 。 PCI Express x 8 のボードは PCI Express x 8 ス□ットの 
みに取り付けることができます 。 PCI Express x 4 のボードは PCI Express x 4 のスロットお 
よび 、 PCI Express x 8 のス□ットに取り付けることができます。 



PCI Express ボード (x4) PCI Express ボード (x8) 


ディスクアレイコントローラに関する注意事項 

標準装備のディスクアレイコント□—ラ（オンボード RAID 機能）または、オプションのディ 

スクアレイコント□ーラを使用して、本装置のハードディスクドライブをディスクアレイに 
構築する上で注意していただきたい点について説明します。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、ハードディスクドライ 
ブを初期化します。ディスクアレイとして使用するハードディスクドライプに大切な 
データがある場合は、パックアップを別のハードディスクドライブにとってからボード 
の取り付けやディスウアレイの構築を行ってください。 

* ディスクアレイを構築するには2台以上のハードディスウドライブが必要です。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクドライブはパッウごとにディスウ回転速 
度と容量が同じハードディスクドライブを使用してください。 

• オプションのディスウアレイコントローラを取り付けられるス□ットについては168 
ページを参照してください。 

• オプションのディスクアレイコント□—ラは本装置内部に最大4枚まで取り付けることが 
できます。 

• 本装置はさまざまな RAID(Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レ 
ペルを設定することができます。設定できる RAID やデータ転送速度、アレイ構成につい 
ての詳細な説明は、このあとで説明する「ディスクアレイコンフィグレーション」を参照 
してください。また、オプションのディスクアレイコントローラについてはボードに添 
付の説明書を参照してください。 





























• ディスウアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成するハードディスクドライプの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなり 
ます ( RAID 1、5の場合)。 

• BIOS ユーティリティ 「 SETUP 」 の 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」 で取り付 
けたスロット番号のパラメータの 「Option ROM Scan 」 を 「 Enabled 」 に、他のスロット 
は 「 Disabled 」 にしてください(本設定は出荷時に 「 Enabled 」 に設定されています)。ディ 
スクアレイコント□ーラを複数枚搭載した場合は、ブートさせたいボードのスロットの 
みを 「 Enabled 」 にしてください 。 Embedded SCSI の Option ROM scan は Disatile しな 
いでください。 

• アレイ環境設定においてパックおよびロジカルドライプを構成するハードディスクドラ 
イプの総物理容量は 2 TB (テラパイト)を超えることはできません。 

•1 T 巳以上の□ジカルドライプに 、 Windows 2000、 Linux をインストールすることはで 
きません。 

• I / O ボードや、オプションのディスクアレイコントローラボードを交換する場合 
ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をフロッピーディスクにパック 
アップして交換後のディスクアレイコント□ーラにリストアしてください。パックアッ 
プやリストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、このあ 
とで説明する「ディスウアレイコンフィヴレーション」または、ディスウアレイコント 
口ーラに添付の説明書を参照してください。ただし、ディスクアレイコントローラを交 
換した場合は、ユーティリティを使って新規でコンフィグレーション情報を作成してく 
ださい。 

• 複数のディスクアレイコント□—ラボードを搭載する場合、プートさせたいシステム 
ディスクが接続されるディスクアレイコント□—ラポードは PCI スロット番号でブート優 
先順位が一番高いスロットに搭載してください。 

プート優先順位 ： PCI #3 —PCI #4 —PCI #5 —PCI #8 -PCI #9 —PCI #6 —PCI #7 
—PCI #1 —PCI #2 

例えば、 4 枚の ディスク アレイコント ロー ラボードを PCI スロッ ト#6〜#9に搭載した場 
合、システムディスクは PCI ス□ット#8に搭載したボードに接続します。 
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搭載可能ス□ット 


〇:搭載可能 一 :搭載不可 




PCI 

PCI Express 

PCI-X 




#1 


#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

#8 

#9 



製品名 

バス A 

バス B 

バス C 

パス D 

バス E 

パス F 


型名 


32- bit / 

33 MHz 

x 4 

レーン 

x 8 レーン 

64- bit /100 MHz 

備考 


スロットサイズ 

Full-height 



PCI ポードタイプ 


5 V 

x 8 ソケッ 

卜 


3.3 V 




搭載可能なポードサイズ 





□ング/シヨ 

一卜 






ホットプラグ 

未対応 

対応 


N8 103-65 

SCSI コント□—ラ 
(32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大6枚まで 

N8 103-75 

SCSI コント□—ラ 
(64bit/133MHz PCI-X) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大6枚まで 

N 8190 -126 

Fibre Channel コントローラ 
(64bit/133MHz PCI-X) 

O 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N8 103-81 

ディスクアレイコント□—ラ 

(64bit/66MHz PCI) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N8 190- 120 

Fibre Channel コントローラ 
(2Gbps/0ptical) 

(64bit/133MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8190 -127 

Fibre Channel コントローラ 
(2Gbps/0ptical) 

(x4/PCI Express) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大3枚まで 

N8104-101 

高速回線ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8104 -102 

高速多回線ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N8104-114 

1000 BASE-T 接続ボー Rich) 

(x 1 /PCI Express) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大3枚まで 

N8104-113 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 
(64bit/133MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI-X パス当たり 
最大1枚まで 

N 8104 -103 

1000 BASE-T 接続ボード 
(64bit/133MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI-X パス当たり 
最大1枚まで 

N 8104 -86 

100 BASE-TX 接続ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N8104-111 

1000 BASE-TX 接続ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(64bit/133MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI-X パス当たり 
最大1枚まで 

N8 104-94 

4 回線音声. FAX 処理ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大5枚まで 

N8104-95* 1 

4 回線対応音声処理ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大5枚まで 


* 同ーパスに異なる周波数の力ードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

*1 5枚以上実装する場合 （4 枚以内の場合でも隣り合ろスロット以外に実装の場合）は CT パス接続ケープル [ K 410 -109(00)] が必須。 
(ボード内部のケーブル長は4スロット分） 


■ I ： システム BIOS は下記の順番で PCI スロットの初期化を行います。ただし、搭載する PCI 力一 

|-^ ドの種類や枚数などによって入れ替わる場合もあります。 

PCI #3— PCI #4— PCI #5— PCI #8 一 PCI #9— PCI #6— PCI #7 —標準 RAID コント ローラ— 
PCI #1— PCI #2 
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標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンポー•ド同士)で AFT/ALB の Teaming を組むことが可能です。しかし 
ながら、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/ALB の Teaming を組むこ 
とは不可能です。 

標準ネットワーク同士で Teaming を構築している場合、 Windows 起動時に以下のシステム 
イベント□グが表示されますが、問題なく使用できます。 

〈警告メッセージ〉 

ソース ： iANSMiniport 
イベント ID :11/13/16/22 

イベント□グ上、標準ネットワークの2番目のポートが" Intel ( R ) PRO/IOOOMT Dual Port 
Network Connectio ..." と表示されますが故障ではありません。 


ホットプラグに対応していない PCI ボード 

ホットプラグに対応していないボードの取り付け • 取り外し手順を示します。 

取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□ットに接続するボードの取り付けを行います。 

胃_〇 • PCI ポー ドスロッ ト# 6〜#9には 3.3 V PCI ポー ド、および ユニバーサル PCI ポー ドを 
mm 取り付けることができます。 

• PCI ポー ドスロット#1〜#2には 5 V PCI ポー ド、および ユニバーサル PCI ポー ドを取 
り付けることができます。 

^ • PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードスロットのコネク 

夕形状が合っていることを確認してください。 

• PCI スロットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのもので 
す。取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、およ 
び正しく固定されていることを確認してください。 

1_ 131ページを参照して準備をする。 

I w-Oi^ 

ホットプラグに対応していないボードはシステムの電源を OFF にして取り付けてくださし、電 
源が ON のまま取り付けると、本装置および取り付けたポードが破損するおそれがあります。 

2. リアアクセスカパーを取り外す （163 ページ参照)。 

3. ボードを取り付けるスロットを確認する。 
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4. 取り付けるスロットと同じ位置にある増 
設ス□ットカパーの先端にあるタブを押 
してロックを解除し、タブを開く。 



タブを開く際は、閉じた位置から90度 
以上開かないでください。無理に開く 
とタブを破損するおそれがあります。 



5. 増設スロットカバーを取り外す。 

p-Oira 

取り外した増設スロットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 
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7. ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 


w-OBM 

うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直してく 
ださい。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれがありますので注意してくださ 
い。 


f I チェック I 

ロングボードを取り付けた際は、ガイドレール上部のロックでボードを固定してください。 




PCI ス□ットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 


8. タブをゆっくりと閉じてボードを固定す 
る。 


I チェック」 


タブが確実にロックされていないと PCI 
ボードがぐらつき、 PCI ボードおよび1/ 
〇ボードの故障の原因となります。確 
実にロックされていることを確認して 
ください。 



9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を〇 N にして POST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示されていないこ 
とを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については114ページを参照してください。 

11. BIOS セットアップューテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは198ページをご覧ください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください C 
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ホットプラグに対応している PCI ボードの取り付け • 取り外し 


本装置の PCU □ット#6〜#9では、システムの電源が ON のままでホットプラグに対応した 
PCI ボード*を交換したり、新しく追加したりすることができます。 

* ホットプラグに対応しているボードは N 8104 -85/1 11100 BASE - TX 接続ボードと N 8104-103 
1000 BASE - T ボードのみです。 


PCI ホットプラグには、次の機能があります。 

• Hot Add : システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの取り付 

けをする。 

• Hot Remove : システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの取り外 

しをする。 

• Hot Replace : システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの交換を 

する。 


两-〇 • PCI ポードを取り外す際は、必ず OS(Windows Server 2003 /Windows 2000) 
から pci ポードを搭載しているスロットのドライバを停止させなければいけません。こ 
の操作をしないとシステムが動作しなくなることがあります。 

• Windows Server 2003 /Windows 2000の場合、 PCI ホットプラグを行った後に 
休止状態の機能は使用しないでください。休止状態から再開させる場合に元の状態へ戻 
らなくなります。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、あらかじめ BIOS セットアップユーティリティで以下 
の設定にしておく必要があります。 

「 Advanced」—「PCI Configuration 」-* THot，plug PCI Control 」-* TRese「ving 
memory space for PHP 」— 搭載するポードに割り当てるメモリスペースの割合” 

*1 システムのメモリ容量は、実際に搭載しているメモリ容量よりも少なくなります。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、必ず Administrator の権限を持つユーザーで□グイ 
ンしてください。 

• Hot Add する場合、 PCI スロット#6、#7または#8、#9単位であらかじめ設定されて 
いるクロックスピードによって Hot Add できるポードが異なります。異なるクロック 
で動作する PCI ポードを Hot Add すると 、 PCU □ット Fault ランプが点灯し、ホット 
プラグが正常に行えません。ただし、システムを再起動することにより巳 I 0 S が設定値 
を無視して自動的に最適な設定で動作するよう機能します。 







Hot Add できる PCI ボードの条件 


1) 同じパス内に PCI ポードが取り付けられていない場合 

「搭載可能スロット」 （168 ぺージ)を参照して、 PCI カードを Hot Add してください。 

2) 同じパス内に PCI ポードが取り付けられている場合 

同ークロックで動作する PCI ボードを Hot Add してください。 

參ステータスランプの確認 

ホットプラヴによるボードの取り付け/取り外しをする場合は、本装置背面にある2つの 
ランプを参照してください（ランプは本装置内部がらも確認することができます）。 

— PCI ス□ッ ト Power ランプ 

そのス□ットおよびス□ットに取り付けられている PCI ポードに電力が供給されてい 
ることを示すランプです。本装置の電源が ON の状態で、ボードが実装されている 
間、緑色に点灯します。 

— PCI ス□ッ ト Fault ランプ 

PCI ボードや PCI ポードを取り付けたス□ットに異常が起きるとアンパー色に点灯し 
ます 。 Hot Remove や Hot Replace の際に Windows Server 2003 /Windows 2000 
からドライパを停止させると点滅します。 
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• Hot Add 

Hot Add は次の手順で行います。 

1. 電源が〇 N の状態のまま本装置をリアアクセスカパーを取り外す （163 ページ参照)。 

2. ボードを取り付けるスロットを確認する。 

I チェック I 

ボードを取り付けるス□ットの PCI ス□ット Power ランプが点灯していないことを確認してくだ 
さい。 

3. 取り付けるスロットと同じ位置にある増 
設ス□ットカパーの先端にあるタブを押 
してロックを解除し、タブを開く。 



タブを開く際は、閉じた位置から90度 
以上開かないでください。無理に開く 
とタブを破損するおそれがあります。 



4. 増設スロットカバーを取り外す。 

p-OB^ 

取り外した増設スロットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 


5. PCI ボードをゆっくり本装置内へ差し込 
む。 
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6. ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 




うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直してく 
ださい。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれがありますので注意してくださ 
い。 


f I チェック I 

ロングボードを取り付けた際は、ガイドレール上部のロックでボードを固定してください。 




pci ス□ットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 


7. PCI ボードを手でしっかりと支えながらボードにケーブルを接続する。 

8. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 


9. 取り付けた PCI ボードのスロットにある 
PCI ホットプラグスイッチを押す。 

PCI ス□ット Power ランプが1度点滅した 
後、点灯します。 


Windows Server 2003 /Windows 2000 
の場合、 OS によって自動的にボードが 
認識されドライバがインストールされ 
ます。 


I チェック」 



PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常があると PCI ス□ット Fault ランプがアン 
パー色に点灯します （ 100ページ参照)。 


10. リアアクセスカパーを取り付け、本装置をラックへ戻す。 
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n. 以下の手順で取り付けた pci ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コント□-ルパネル]—[管理ツール]—[コンピュータの管理] — [デバイスマネージャ]の順 
でデパイスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 



③プロパティの「全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 



pci スロツ トの位置によって 
表示が異なります。 
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• Hot Remove 


Hot Remove は次の手順で行います。 

. 次の手順で取り外したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライパを停止する。 




pci ポードを取り外す際は、必ず pci ポードを搭載しているスロットのドライバを停止してく 
ださい。ドライバを停止させないとシステムが動作しなくなることがあります。 

0 S 画面上からデバイスドライバを停止する場合 

① [コント□—ルパネル]の[ハードウエアの追加と削除]を開く。 

[ハードウエアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 


)\ードウエアの追加ど削除ウイザードの開始 


編'■取り外し、綱トラブル 



続行す5には、はへ]をウリ妁してくださ^ 

ぺ 5) ||1薄靈〉キャンセル I 


跡'^^ 

W 


③ハードウエアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取り外し]を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 


八-ドウ: t アの追加と則 P 約ィザ-ド 


八 '- ドウ :I アに国 ts 作菜®®択 

1ヽ~ ドウ I アに聞してどの作案を行いますか？ 


圚 


ハードウ I ア(こ聞して行う作業を通折して MA ] をクリカしてくださ U 
■ ス臟10/トラブルシュ-テ心卿 


me デバィ丽獅 

I 除! 


拎 I か、また TJ デパイスを取り外せるようにコンピュータを準備す S に tt 、 このオプションを i 


_< 戻 5 (g) _[ 〉欠へ (N)> J _ キゃンセル 
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④削除操作の選択で、[デパイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 


八-アの追加と則除ウィザ-ド 


則除揉作の逞択 

デバイスを一的または值久的に則除できます。 


実行す 2) 則除©棟作を S 折して D 欠ぺ]初リククしてくだ 
r デバイス < db 醜〉 


11 . W スを 一 B 寺的(こ取り外す.または取り出ずこは.,こ®オブシヨンを逞択 I 




<戻る®」次へ妙> J _キャン to レ」 


⑤取り外すデパイスの選択でデパイスを選択し、[次へ]をクリックする。 



⑥デバイスの確認で取り外すデパイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]を 
クリックする。 

[ハードウエアの追加と削除]ウィザードが完了します。 


八-ドウ : r アの适加と則除ウィザ H 


取り外すデバイスの S 択 

取り外すデバイスを迸んで代さい。 



^ ⑽し 喊全臟购 


八-ドウ I アデパイス ( H ): 



InteKR ) PRO/IOO S Server Adapter -場所7 


厂閎連デパイスを表示す 


<戻る ( S ) 


ゆ パティ® | 

|[ 次へ (N> >1 キャンセル J 
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⑦ 


[完了]をクリックする。 


/トドウ：!アの追加と則除ウィザード 



ハードウエアの追加ど削除ウイザードの完了 


ハ-ドウエァの追加と則除〇ィザ-ドが正常に完了しま Ue 。 

次©デ/彳イスが正常に則除されました 

InteKFO PRO/100+ Server Adapter (PILA8470B) 

こ①デゾ S イスを银繁に取り外す必要があ！)場合は、 t ぐに取り外しがで•きるよ 
うにタスクパーにアイコンを表示することがで•きま寸。このオプションを使用する 
埸合は)⑽チポ3>クスをオン(こしてくだ?〇: 

17 


ウィザ-ドを^ 3 略には、院了]的リックし^^^^ 


⑧電源が ON の状態のまま本装置をリアアクセスカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのス 
□ットを確認する。 


I チェック I 

取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯していることを確認してくださ 
い。 


PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止する場合 

① 電源が〇 N の状態のままリアアクセスカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのス□ットを確 
認する。 

② 取り外す PCI ボードのス□ットにある PCI ホットプラグスイッチを押す。 


I チェック] 


取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯していることを確認してくださ 
い。 


2. ボードに接続しているケープルをすべて取り外す。 
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3. タブを押してロックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 


p-OBM 

タブを開く際は、閉じた位置から90度以上開かないでください。無理に開くとタブを破損する 
おそれがあります。 



4. 増設スロットカバーを取り外したスロットに取り付け、タブを静かに閉じる。 

p-OB^ 

pci ポードを取り外したスロットには、本装置の電磁放射特性および冷却性の維持のために必 
ずブランクプレートを取り付けてください。 



5. リアアクセスカバーを取り付け、本装置をラックに戻す。 
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• Hot Replace 


Hot Replace は次の手順で行います。 

. 次の手順で交換したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデパイスドライパを停止する。 


PCI ポードを取り外す際は、必ず PCI ポードを搭載しているスロットのドライバを停止してく 
ださい。ドライバを停止させないとシステムが動作しなくなることがあります。 

0S 画面上からデバイスドライバを停止する場合 

① [コント□—ルパネル]の[ハードウエアの追加と削除]を開く。 

[ハードウエアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 


ハードウェアの追加と削除ウイザ-ドの開始 


動、則除、取り外し、嫌トラブル 



続行す2■には、はぺ]的リックしてくださ (• ， 

-る(旦 ) 11 キゃン レ」 


〔ださい^^^^ 

善 


③ハードウエアに関する作業の選択で、[デパイスの削除/取り外し]を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 


八'•ドアの追加と刖除ウ■-ド 


八ード Oi アに国す S 作罢の®択 

八-ドウ I アに閎してどの作案を行いますか？ 


圚 


ハードウ I アに閎して行う作業を逞択してはへ]初リ妁してくださ0。 

feu、f ノ彳イス% ii フ加す V 彳イスが正常に助作していない埸合は、こ财ブションを 3 M 


课折.し赵‘ 


離 


:デノ ^イスを取り外せるよう[こ]ン ピュー タを準備寸るには、このオブう 


を〉 


_<戻 _[ 次へ < N )> J _キゃンセル」 
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④削除操作の選択で、[デパイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 


I卜旳1アの追加と則除ウイザ- 


則除樣作の送択 

デバイスを一的または惜久的に則除で•きます。 


実行する則除の棟作を逞択して D 欠ぺ]をクリ妁してくい。 



<戻 5(E ) 」次へ⑽> J _キゃンセル」 


⑤取り外すデパイスの選択でデパイスを選択し、[次へ]をクリックする。 



⑥デパイスの確認で取り外すデパイスが使用しているドライパであることを確認して[次へ]を 
クリックする。 

[ハードウェアの追加と削除]ウィザードが完了します。 


/トドウIアの适加と則除ウィザ- 


取り外すデパイス® S 択 

取り外すデバイスを S んで從さい。 


^ mmf } s イスを逞択して d 欠へ ] my 

ンビュータからデパイスを取り外してく技い。 

ハードウ I アデパイス妙 

坤 呵爾相娜啊卿格平 yai 


ックしてく饺 u 取り外しの安全が確器されたら] 


Intel(R) PRO/IOO S Server Adapter -塌所7 
厂閎連デパイスを表示す 5© 


ティ (E> I 

キゃン fell J 

— 
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⑦ 


[完了]をクリックする。 


) トドウ：!アの追加と則除ウィザード 



ハードウエアの追加ど削除ウィザードの完了 

ハードアの追加と則除ウィザードが正常に完了しまは。 

次©テ7彳イスが正常に則除されまし fe 

InteKFO PRO /1 00+ Server Adapter ( PILA 8470 B ) 

こ①デゾ S イスを頻繁に取り外す必要があ！)埸合は、すぐに取り外しがで•きるよ 
うにタスクパーにアイコンを表示することがで•きま寸。このオプションを使用する 
埸合は加)チ I 妁ボ、ンクスをオン(こしてくだ?〇: 

17 謂 : HEOI 臟 QEraMi 翻 


[ち I 午後2:01 


ウィザ-ドを^ 31)5 には、院了]的リックし^^^^ 


⑧電源が ON の状態のままリアアクセスカパーを取り外し、取り外す PCI ボードのス□ットを確 
認する。 


I チェック I 

取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯していることを確認してくださ 
い。 


PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止する場合 

① 電源が ON の状態のままリアアクセスカパーを取り外し、取り外す PCI ボードのス□ットを確 
認する。 

② 取り外す PCI ボードのス□ットにある PCI ホットプラグスイッチを押す。 


I チェック I 


取り外す PCU □ットの PCU □ット Power ランプが消灯していることを確認してくださ 
い。 


2. ボードに接続しているケープルをすべて取り外す。 

3. タブを押してロックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 




タブを開く際は、閉じた位置から90度以上開かないでください。無理に開くとタブを破損する 
おそれがあります。 



八—ドウエア編 


183 







































5. ボードの接続部分がス□ツトに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 

うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直してく 
ださい。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれがありますので注意してくださ 
い0 

I チェック I 

• ロングボードを取り付けた際は、ガイドレール上部のロックでボードを固定してください。 




• pci スロットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 


6. PCI ボードを手でしっかりと支えながらボードにケーブルを接続する。 


7. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 


8. 取り付けた PCI ボードのスロットにある 
PCI ホットプラグスイッチを押す。 

PCI ス□ット Power ランプが1度点滅した 
後、点灯します。 

■—圆 

Windows Server 2003/Windows 2000 
の場合、 OS によって自動的にボードが 
認識されドライバがインストールされ 
ます。 



I チェック I 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ツトに異常があると PCI ス□ツト Fault ランプがアン 
パー色に点灯します （ 100ページ参照)。 
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9. PCI スロットカバーを取り付け、本装置をラックに戻す。 


10. 以下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コント□-ルパネル]—[管理ツール]—[コンピュータの管理]—[デバイスマネージャ]の順 
でデパイスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 


悚作⑻表示秘| 蛑| [i 迤娌 X 


S コンピュータの苷理（□一カル） 

日…&システムツール 
丨由適)イベント e ュ-ァ 
; 肉傷システム情報 

¢0パフォ-マンス〇ヴと管告 
由…共有フォルダ 
M デパイスマネ， 

囪< □一カルユーザーとグルーブ 
Q ^ 記馆域 

Q ディスウの音理 
鉍ディスクデフラヴツール 
〇論理ドライブ 
由リム-パブル記悄域 
由 gu サ ー e ^ アブ 1 j ケーション 


Q 'M SABERWAVE 

S ^ DVD/CD-R0M ドライブ 
田益 IDE ATA/ATAPI] ント□ーラ 
由 ■■ 在 SCSI と RAID コント□ーラ 
田务 USB (Universal Serial Bus)] ントラ 
EI ¢9キ~ボード 

由通: Dtf ュ-夕 

©零的ンド、ビデオ、およ U ゲ-ムコント□う 
由 S システムデパイス 
田 G 3 ディスクドライブ 
0署ディスブレイァタ为 
bw ネットワークアダプタ 

啦 Intel ( R ) PRO/IOOS Server Adapter #2 

r ? {而 313 SKBtiTilSiigMgigHHWiim 

由 Q フ□ッビ'-ディスクコント □- ラ 
田 Q フロッピーディスクドライブ 
甶 •••# ポート (COM と IPT) 
s b マウスとそのほか财インティンヴデパイス 
田…罾モニタ 


③プロパティの「全般」を表示させて，デパイスの状態が正常に動作していることを確認する。 


Intel(R) PRO/IOO S Server Adapter のプ□パテイ 


全般|詳細設定|ドライパ|リソース| 

^^j|l Intel(R) PRO/IOO S Server Adapter 

デパイスの 種類： ネ、 > K 9 -クアタカ！ 

製适元 Intel 

塌所： 堝所 7 (PCI バス 10. デパイス 8 .棵能 0) 

このデノ S ィスは正袖;:肋作しています。 

このデパィス德影、ぁ5場，は、[トラブルシュ-ティング]をクリ^?してトラブル』 


•うブルシュ-ティ卿 


デバイスの使用状況 ( a ): 


I このデパイスを使う（有効〉 


3 


PCI スロッ トの位置によって 
表示が異なります。 
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n -〇 pci ス□ットのインシュレータ付け外しの際の注意事項 

pci スロットのインシュレータを取り外す場合は、装置の■源を off して重源コードをコン 
セントから抜き、 PCI Express ス□ツトのコンデンサにインシユレータを接触させないよ 
う注意して取り外してください。 
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BIOS のセツトアップ 


Basic Input Output System(BIOS) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解して、 
正しく設定してください。 


システム BIOS -SETUP- 


SETUP は本装置の基本ハードウエアの設定を行うためのユーティリティツールです。この 
ユーティリティは本装置内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用 
のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に本装置にとって最も標準で最適な状態に設定してい 
ますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明す 
るような場合など必要に応じて使用してください。 

两~〇 • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってください。 

參 SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 レベルのノ V ° スワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更ができます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードが設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目が限られます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュー)があります。これらの項目は、出荷時の設 
定以外の値(パラメータ）に変更しないでください。これらの項目の値を変更すると、本 
装置の動作の保証ができなくなるばかりでなく、本装置が故障するおそれがあります。 

• 本装置には、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティがインス!-ールされていま 
す。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目に 
ついては、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてくださ 
し、。 
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起動 

次の手順に従って、 SETUP を起動します。 

1. サーパの電源を〇 N にする。 

画面にロゴが表示されます (SETUP の設定によっては POST の画面が表示されることがあります。 
この場合は、手順3に進んでください)。 

しばらくすると次のメッセージ*が画面下に表示されます。 

パターン 

Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 
パターン 2: 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
または 
パターン 3: 

Press く FI> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 
パターン 4: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 
* 本装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 

2. <F2> キーを押す。 

SETUP が起動して Main メニューを表示します。 

以前に SETUP を起動して Security 項目の設定を変更している場合には、パ スワー ドを入力する画 
面が表示される場合があります。その際には設定したパ スワー ドを入力してください。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は動作 
を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を〇 FR こしてください。 

■I： パスワードには、 「Supervisor」 と 「User」 の2種類のパスワードがあります。 「Supervisor」 で 
は、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「User」 では、確認できる設定や、変更できる設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーポード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニューを示す 設定項目 



力ーソルキ ー （丨、|) 

力ーソルキ ー （―、-0 
<_> キー/<+> キー 

< tnter > キー 
く Esc > キー 
<「1>キー 


く F 9> キー 
く F 10> キー 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します 0 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー(項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。く Esc > キーを押すと、元の画面に戻リま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります)。 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 

次にソフトウェアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
定例を示します。 

旧31\/1卩円〇/30〜6「八吕0门1:」が持つ温度監視機能と連携させる 

fServer 」— I "丁 hermal Sensor 」— r ヒ nabled 」 


「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本装置の電源を制御する 

r Server 」— 「 AC-LINKJ-^r StayOffJ 

rAdvancedJ-^rAdvanced Chipset Control」—「Wake On Lan / PME 」->「 Enabled 」 

■|； 「Wake On Lan / PME 」 は、オン ボー ドの LAN コン ト ローラ （1000 BASE - T /100 BASE - TX ) で 
じント| サボートしています。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS がら電源が供給されたら常に電源を〇 N させる 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Power OnJ 

- POWER スイッチを使って〇 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を〇 FF 
のままにする 

「 Server 」—「 AC - LINK」—「Last State 」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
f Server 」— 「 AC - LINK 」— 「 StayOff 」 


起動関連 


本装置に接続している起動デパイスの順番を変える 

「 Boot 」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

rAdvanced 」-» fBoot-time Diagnostic ScreenJ — rEnabled 」 

「 NEC 」 ロゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 


HW コンソールから制御する 

「 Server」—「Console Redirection 」- ►それぞれの設定をする 












プロセッサ関連 


プロセッサが縮退した場合に POST をいったん停止する 

rAdvanced」—「Memory/Processor Error」—「Halt」 （停止） 

搭載しているプロセッサの状態を確認する 

「MainJ—rProcessor Settings」— 表示を確認する 

画面に表示されているプロセッサ番号と I/O ボード上のソケットの位置は下図のように対応 
しています。 



プロセッサのエラー情報をクリアする 

「Main」 一 「Processor Settings」 一 「Processor RetestJ—rYes」 
「Server」—「Clear FRU LED」—「Yes」* 

に設定後リブートするとウリアされる。 

*「Server」—「FRU LED Feature」 が 「Enable」 の場合のみ 


メモリ関連 


メモリが縮退した場合に POST をいったん停止する 

rAdvanced」—「Memory/Processor Error」—「Halt」 （停止） 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvanced」—「Memory Configuration」— 表示を確認する 

画面に表示されている DIMM のソケットの位置は下図のように対応しています。 



八—ドウエア編 


191 






































































メモリ （ DIMM ) の エラー 情報をクリアする 

r/\dvanced」一*fMemo「y Configuratiori」一»fMemo「y Retest」 一 「Yes」 

「Server」—「Clear FRU LED」—「Yes」* 

に設定後リブートするとクリアされる。 

*「Server」—「FRU LED Feature」 が 「Enable」 の場合のみ 

メモリミラーリング機能またはメモリ RAID 機能を有効にする 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory RAS Featu「e」-*fMi「「o「」 もしくは 
「RAID」 を選択する。 



巳 IOS レベルでのパスワードを設定する 


「Security」—「Set Supervisor Password」— パスワードを入力する 

管理者パスワード (Supervisor) 、 ユーザーパスワード (User) は個別に設定することができ 

ます。しかし、ユーザーパスワードを設定した場合は SETUP メニューへのアクセス制限が 

あります。 

POWER スイッチおよび SLEEP スイッチの機能を有効/無効にする 

「Security」—「Power Switch Inhibit」—「Enabled」 （無効） 

「Security」—「Power Switch Inhibit」—「Disabled」 （有効） 

I H -〇 「Power Switch Inhibit」 を 「Enabled」 に設定すると、 POWER スイッチによる OIWOFF 
操作に加え、「強制シャットダウン（290ページ参照)」も機能しなくなります。また、 
SLEEP スイッチも機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

fSecurity」— 「 Secure Mode」— それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


外付けデバイスに対する設定をする 

fAdvancedJ^fPeripheral Configuration」— それぞれのデバイスに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

fAdvancedJ-^fPCI Configuration」— それぞれのデパイスに対して設定をする 


八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後) 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」一►「Yes」 











PCI ホットプラグ関連 


PCI ポードをホットプラグする 

「Advanced」—「PCI ConfigurationJ^-rHot Plug PCI Control」—「Minimum/Middle/ 
Maximum*」 

* ホット プラグをする PCI ポードによって設定は異なります。各ポードの設定値については 
次の表を参照してください。 


N 型番 

ポード名 

設定値 

N 8104 -86 

100BASE-TX 接続ボード 

Minimum 

N 8104 -103 

1000 BASE-T 接続ボード 

Minimum 

N 8104-111 

1000 BASE-TX 接続ボード 

Minimum 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」-*fExit Saving Changes」 または 「Save Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」—「Exit Discarding Changes」 または 「Discard Changes」 

BIOS の設定を出荷時の設定にもどす 

rExit」_*f Load Setup Defaults」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 
參 Security メニュー 
參 Serve 「メニュー 

參 Boot メニュー 
參 Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を 
説玥をします。 


Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



System Time : 

[ EB :19:20] 

Item Specific Help 


System Date : 

[12/24/2001] 

< Tab >, < Shift - Tab >, or 

Legacy FlopDy A : 

[1.44/1.25 MB 31/2"] 

< Enter > selects field . 

Legacy Floppy B : 

[ Disabled ] 


Hard Disk Pre-Delay 

[ Disabled ] 


► Primary IDE Master 

[ CD - ROM ] 


► Primary IDE Slave 

[ None ] 


► Processor Settings 



Language : 

[English ( US )] 



FI Help t I Select Item ■/+ Change Values F 9 Setup Defaults 

Esc Exit —*■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F 10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 












項 目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Floppy A 

Disabled 

1.2MB 51/4" 
720Kb 31/2" 
[1.44/1.25MB3 1/2"] 
2.88MB 31/2" 

フ□ッピーディスクドライプ A (標準装備)の 
設定をします。通常は「1.44/1. 25MB 3.5"」 
にしてください。 

Legacy Floppy B 

[Disabled] 

1.2MB 51/4" 
720Kb 31/2" 
1.44/1.25MB3 1/2" 
2.88MB 31/2" 

フロッピーディスクドライプ B の設定をしま 
す。本装置ではドライプ巳をサボートしてい 
ないので 「Disable」 に設定されています。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に、設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデパイ 
スの情報をサブメニューで表示します。（表 
示のみ） 

Language 

[English(US)] 

French 

German 

Spanish 

Italian 

SETUP で表示する言語を表示します。 


r ]： 出荷時の設定 
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Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 に設定するとプロセッサエラー情報をク 
リアします。故障したプロセッサを交換した 
いときは、エラー情報をクリアしてくださ 
い0 

Processor Speed Setting 

— 

搭載しているプロセッサのクロックスピード 
を表示します(表示のみ)。 

Processor 1 CPUID 
Processor 2 CPUID 
Processor 3 CPUID 
Processor 4 CPUID 


プロセッサが正常な場合には。搭載している 
プロセッサの ID を表示します(表示のみ)。プ 
□セッサが実装されていない場合は 、 「Not 
Installed 」 と表示されます。また BMC によつ 
て Disabled されている場合には 「 Disabled 」 

と表示されます。 

Processor 1 L 2 Cache Size 
Processor 2 L 2 Cache Size 
Processor 3 L 2 Cache Size 
Processor 4 L 2 Cache Size 


搭載しているプロセッサの L 2 キャッシュサ 
イズを表示します(表示のみ)。 

Processor 1 L 3 Cache Size 
Processor 2 L 3 Cache Size 
Processor 3 L 3 Cache Size 
Processor 4 L 3 Cache Size 

- 

搭載しているプロセッサに L 3 キャッシュが 
存在する場合、そのサイズを表示します(表 
示のみ）。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

有効 ( Enabled ) に設定すると、 ACPI モード 
において Hyper-Threading Technology を 
使用します。また、〇 S からはプロセッサの 
数が実際に搭載されている数の倍の表示にな 
ります。なお、 Hyper-Threading 
Technology は 、 Windows 2000 Server / 
Advanced Server では動作保証外です 0 


<次ページへ続く> 





















項 目 

パラメータ 

説 明 

Execute Disable Bit 

[ Disabled ] 

Enabled 

プ□セツサの Execute Disable Bit の有効/無 
効を設定します。 

Intel ( R ) Virtualization 
Technology 

[ Disabled ] 

Enabled 

プ□セツサが Intel ® Virtualization 

Technology をサボートしている場合のみ表 
示されます。 

Intel ® Virtualization 丁 echnology の有交力/無 
効を設定します。 

この設定を変更した場合には、システムを 
DC - Off することが必要です。まず 「 Exit 」— 
「Exit Saving Changes 」 を実行し、いったん 
システムを再起動してください。その後 
POST 画面が表示されたら、システムを DC - 
〇 ff してください。 

Echo TPR 

[ Enabled ] 

Disabled 

N 8 100-1 150の場合のみ表示されます。 

Echo TPR の有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced 


力ーソルを「 Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 



Setup Warning 

Setting items on this menu to incorrect 
values may cause your system to malfunction. 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuration 

► Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Additional setup menus 
to configure Memory 
devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: [Disabled] 


Reset Configuration Data: [No] 


NumLock: [Off] 

Memory/Processor Error: [Boot] 



FI Help t 1 Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*—* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時の自己診断 ( POST ) の実行画面を表示 
させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 ロゴが表示されます。（ここでく Esc > 
キーを押すと POST の実行画面に切り替わり 
ます。） 

rConsole Redirection 」 が設定された場合は 
無条件に 「 Enabled 」 に設定されます。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設定します。本装置の起動後にこのパラメー 
夕は 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[ Off ] 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST を実行中、プロセッサまたはメモリの 
エラーが発生した際に POST の終わりで 
POST をいったん停止するかどうかを設定し 
ます。 「 Server 」 メニューの 「POST Error 
Pause 」 が 「 Enabled 」 に設定されていても、 
この項目が 「 Boot 」 に設定されているときに 
は、プロセッサまたはメモリのエラーが発生 
した際に POST の終わりで停止しません。 


[]： 出荷時の設定 



















Memory Configuration 


Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されま 
す0 




FI Help 个 I Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — *■ Select Menu Enter Select 卜 Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

DIMM Group #1 - #8 Status 

Normal 

Not Installed 
Disabled 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

「Not Installed 」 はメモリが取り付けられてい 
ないことを示します(表示のみ)。 

画面に表示されている DIMM Group 番号に対 
する1/〇ボード上の DIMM ソケットについて 
は、191ページを参照してください。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 に設定すると、メモリのエラー情報を 
クリアします。故障した （「 Disabled 」 と表示 
された）メモリを交換したときは、エラー情 
報をクリアしてください。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

メモリのテストを実施するかどうかを設定し 
ます。 

Online Spare Memory 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能を有効にするた 
めには 「 Enabled 」 に設定する必要がありま 
す0 


[]： 出荷時の設定 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Memory RAS Feature 

[ Normal ] 

Mirror 

RAID 

メモリの構成を設定します。メモリミラーリ 
ング機能を有効にする場合には 「 Mirror 」 に設 
定してください。また Memory RAID 機能を 
有効にする場合には 「 RAID 」 に設定してくだ 
さい。各機能の詳細については150ページを 
参照してください。 

Hot-Add Memory Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

Windows Server 2003 Enterprise Edition 
または Datacenter Edition の場合、 Hot-Add 
Memory 機能を使用するか否がを設定しま 
す。 「 Enabled 」 に設定すると Hot-Add 
Memory 機能を使用することができます。 


[]: 出荷時の設定 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Hot-plug PCI Control 


Additional setup 



menus to configure 

► Embedded SCSI 


Hot-plug PCI. 

► Embedded NIC (Dual Gbit) 


► Embedded Video Controller 


PCI Slot 1Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 2 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 4 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 5 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 6 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 7 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 8 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 9 Option ROM 

[Enabled] 



FI Help t l Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •<—-*■ Select Menu Enter Select 卜 Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot 1 〜 9 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI パスに接続されているデバイス（ボード） 

に搭載されている BIOS の有効/無効を設定し 
ます。 


[]： 出荷時の設定 


PP-O PCI ス□ット#3〜#9に PCI カードを搭載した場合、この PCI カードから 0S ブートを行わ 
ず内蔵ハードディスクドライブの 0S からブートさせるためには、 PCI カードを搭載したス 
□ットに対応する本項目 (PCI Slot x Option ROM) を [Disabled] に設定する必要があり 
ます。 
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Hot-plug PCI Control 

PCI Configuration サブメニューで 「Hot-plug PCI 〇〇门忭〇リを選択すると、以下の画面が表 
示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Reserving memory space 
for PHP 

[ Disabled ] 

Minimum 

Middle 

Maximum 

PCI 力ードを搭載していない PCI スロットに 
対して PCI ホットプラグのために予約する 

PCI メモリサイズを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


本項目を Disable に設定した場合と、 Disable 以外に設定した場合とで、各 PCI ス□ット （PCI 
パス）のパス番号が変化します。プ□グラムの再セツトアップ等が必要となる場合がありま 
すのでご注意ください。 
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Embedded SCSI/Embedded NIC/Embedded Video Controller 

PCI Configuration サブメニューで上記のメニューをそれぞれ選択すると、以下の画面が表 
示されます(以下は、 「Embedded SCSI」 を選択した場合のメニューです）。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


PCI Slot 1 

Item Specific Help 

SCSI Controller: ffDTWffRfll 

Option ROM Scan: [Enabled] 

Disables/enables the 

on-board SCSI 

controller. 


FI Help t l Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —-*■ Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

SCSI Controller 

LAN Controller 

VGA Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵の SCSI コントローラ、 LAN コントロー 
ラおよび Viedo コント□—ラの有効/無効を 
設定します。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

各コントローラの BIOS 展開の有効/無効を設 
定します。なお、 VGA Controller にはこの 
項目はありません。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されま 
す0 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial port A: 


Configure serial port A 

Base I/O address: 

[3F8] 

using options: 

Interrupt: 

[IRQ 4] 


Serial port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 


Parallel port: 

[Enabled] 

[Enabled] 

Mode: 

[ECP] 

User configuration 

Base I/O address: 

[378] 


Interrupt: 

[IRQ 7] 

[Auto] 

DMA channel: 

[DMA 1] 

BIOS or OS chooses 
configuration 

PS/2 Mouse 

[Enabled] 


USB Controller: 

[Enabled] 


Legacy USB Support: 

[Enabled] 



FI Help 个 i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*—*■ Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 

I H-O 割り込みやベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してくださしヽ。設定した値が他 
Jpp のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。黄色の「*」が表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A が有効 （[Enable]) の場合、 
ベースアドレスおよび割り込みを設定しま 
す。シリアルポート A が [Disable] の時には 
表示されません。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート B の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

3F8 

[2F8] 

3E8 

2E8 

シリアルポート B が有効 （[Enable]) の場合、 
ベースアドレスおよび割り込みを設定しま 
す。シリアルポート B が [Disable] の時には 
表示されません。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

Parallel Port 

Disabled 

[Enabled] 

パラレルポートの有効/無効を設定します。 

Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 

[ECP] 

パラレルポートの動作モードを設定します。 
パラレルポートが [Disable] の時には表示さ 
れません。 

Base I/O Address 

[378] 

278 

Interrupt 

IRQ 5 
[IRQ 7] 

DMA channel 

[DMA 1] 

DMA 3 

PS/2 Mouse 

Disabled 

[Enabled] 

PS/2 マウスの有効/無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB コント□—ラの有効/無効を設定しま 
す。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled] 

USB を正式にサポートしていない〇 S でも 

USB キーボードが使用できるよラにするかど 
うかを設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、次の画面が表示されま 
す 0 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

► PCI Device 


Additional setup 
menus to configure 

Multimedia Timer: 

[Disabled] 

PCI Devices. 

Wake On LAN/PME: 

[Disabled] 


Wake On Ring: 

[Disabled] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 



FI Help t I Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — *■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Multimedia Timer 

[Disabled] 

Enabled 

使用している OS が HPET 機能をサポートし 
ている場合、 「 Enabled 」 に設定することに 
よつて機能を有効にできます。 

Wake On LAN/PME 

[Disabled] 

Enabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

RTC アラームによるリモートパワーオン機能 
の有効 / 無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Device 


Advanced メニューの 「Advanced Chipset Control 」 で 「PCI Device 」 を選択すると、以下の 
画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 


パラメータ 


説 明 


PCI IRQ line 1 
PCI IRQ line 8 


Disabled 
[Auto Select] 

3 

4 

5 

6 
7 

9 

10 
11 
12 

14 

15 


PCI パスにある割り込み信号をどの IRQ リク 
エス トに割り当てるかを設定します。 
パラメータの [11] は [Server] メニューの 
[BMC IRQ ] で設定されていないときのみ選 
択できます。 


[]: 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


User Password を登録して 
いるときのみ選択できる。 


User Password を登録して 
いるときのみ選択できる。 




Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 




Item Specific Help 

User Password Is: 

Clear 


Supervisor Password Is 

Clear 


Set User Password 

[Enter] 

Superviosor Password 

Set Supervisor Password 

rfairroi 

controls access to the 



setup utility. 

-Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Secure Mode Timer: 

[Disabled] 


Hot Key (CTRL+ALT+): 

[L] 


Secure Mode Boot: 

[Disabled] 


Video Blanking 

[Disabled] 


Floppy Write Protect: 

[Disabled] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 

F10 


Setup Defaults 
Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter 〉 キーを押す 
と以下のような画面が表示されます(画面は 「Set Supervisor Password 」 を選択したときの 
画面です）。 

ここでパ スワ ードの設定を行います。パ スワー ドは7文字以内の英数字および記号でキー 
ボードから直接入力します。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


两~〇 • OS のインス!ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 
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各項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユ_ザ_のパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーパイザのパス 
ワード入力画面になります。この設定は、 
SETUP を起動したときのパスワードの入力 
で 「 Supervisor 」 でログインしたときのみ設定 
できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

プート時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。ユーザパスワードを設定 
する必要があります。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

[Write Protect ] に設定すると、ハードドラ 
イブの boot sector を書き込み禁止に設定す 
ることによりウィルスから保護します。 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

1 minute 

2 minutes 

5 minutes 

10 minutes 

20 minutes 

60 minutes 

120 minutes 

キーボードやマウスからの入力が途絶えて 
から Secure Mode に入るまでの時間を設定 
します。 

Hot Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ctrl > キーと < Alt > キーを押しながら設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

本装置の起動時に Secure Mode で起動させ 
るかどうかを設定します。 [ Enabled ] に設定 
すると POST 中に Secure Mode に入りま 
す。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode に入った時にモニタ画面を非 
表示にするかどうか設定します。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode の間、フ □ッピー ディスクド 
ライプに セッ トした フロッピー ディスクへの 
書き込みを許可するか禁止するかを設定しま 
す。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER スイッチの機能の有効/無効を設定 
します。 [ Enabled ] に設定すると 、 POWER 
スイッチで電源を〇 FF できなくなります（強 
制シャットダウン （ POWER スイッチを4秒以 
上押して強制的にシャットダウンさせる機 
能)も含む）。また、 SLEEP スイッチを押し 
ても省電カモードへ移行できません。 


[]: 出荷時の設定 
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Secure Mode に〇し、て 


Secure Mode は、ユーザーパスワードを持つ利用者以外からのアクセスを制御するモード 
です 0 Secure Mode を解除するまで POWER スイッチや SLEEP スイッチ、 RESET スイッ 
チ、およびキーボード、マウスは機能しません 。 Secure Mode 中、サーバのキーボード上 
のランプが ScrollLock ランプ、 CapsLock ランプ、 NumLock ランプの順に点滅します。 

Secure Mode の状態にあるサーバを通常の状態に戻すには、キーボードからユーザーパス 
ワードを入力してく Ente 「> キーを入力してください 0 



Server 


カーソルを「 ServerJ の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection 」 は選択後、く Enter 〉 キーを押してサブメニューを表示させてがら設 
定します。 


Phoenix BIOS St 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 

menu to view Server 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 

management features. 

FRB-2 Policy: 

[Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

[5 Minutes] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3 times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ ll] 


POST Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK 

[Last State] 


Power ON Delay Time 

[ 0] 


FRU LED Feature: 

[Enabled] 


Clear FRU LED: 

[No] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


各項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

旧 nable] に設定すると、 PCI パスパリティエ 
ラー (PERR) 検出を有効にし、エラー発生時 
には NMI として通知されます。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

[Enable] に設定すると、 PCI パスシステムエ 
ラー (SWR) 検出を有効にし、エラー発生時 
には NMI として通知されます。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Disable BSP] 

Do Not Disabl BSP 
Retry 3 Times 

BSP で FRB-2 エラーが発生した場合、プロ 
セッサを [Disabled] にするかしないかを設 
定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動時のブート監視の機能タイマの有効/無 
効を設定します。 [Disabled] 以外を選択する 
と、タイマが有効になります。なお、この機 
能を使用する場合は、 ESMPRO/ 
ServerAgent をインストールしてください 0 
ESMPRO/ServerAgent をインストールして 
いない OS から起動する場合には、この機能 
を無効にしてください。 

ARCServe で Disaster Recovery Option を 
使用する場合は、 [Disabled] にしてくださ 
い。 


< 次ページに続く > 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

プート監視機能を有効にした場合に表示され 
ます。ブート監視時にタイムアウトが発生し 
た場合の処理を設定します。 

[Retry 3 times] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、〇 S プート 
を3回までリトライします。3回目にプート 
を失敗すると、サービスパーティションから 
プートを試みます。 

[Retry Service Boot] に設定するとタイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、〇 S 
プートを3回までリトライします。その後、 
サービスパーティションからのブートを3回 
試みます。 

[Always Reset] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、〇 S プート 
のリトライを繰り返します。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC 割り込みの IRQ を設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC-LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときの本装置の電源の状 
態を設定します(下表参照)。 

Power ON Delay Time 

[0] 〜 255 

AC-LINK の設定が 「Power 〇 n」 もしくは 
「Last State」 の場合に、 DC-on の遅延時間を 
設定します。 

FRU LED Feature 

Disabled 

[Enabled] 

「Enabled」 に設定すると、システムで異常を 
検出した場合に、その発生箇所を特定するた 
めのエラーランプを点灯させることができま 
す。 

Clear FRU LED 

[No] 

Yes 

「Yes」 に設定後リブートすると、異常発生 
箇所を特定するためのエラーランプを消灯さ 
せます。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC の通報機能を設定します。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=ni 中 

5 X 疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 (DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 























System Management 

Server メニューで 「System Management」 を選択しく Enter〉 キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: 

6.0.xxxx 


Board Part #: 

243-xxxxxx 


Board Serial #: 

xxxxxxxxxxx 


System Part #: 

[8100-xxxx] 


System Serial #: 

xxxxxxxxxxx 


Chassis Part #: 

243-xxxxxx 


Chassis Serial #: 

xxxxxxxxxxx 


BMC Device ID: 

22 


BMC Device Rev: 

01 


BMC Firmware Rev: 

OO.xx 


SDR Rev: 

SDR Version xx.xx 


PIA Rev: 

xx.xx 


ARM MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



FI Help t -i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Version 

— 

システム BIOS のパージョンを表示します。 

Board Part # 

— 

I/O ボードの情報を表示します。 

Board Serial # 

— 

System Part # 

— 

システムの情報を表示します。 

System Serial # 

— 

Chassis Part # 

— 

筐体の情報を表示します。 

Chassis Serial # 

— 

BMC Device ID 

— 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
口ーラ)の情報を表示します。 

BMC Device Rev 

— 

BMC Firmware Rev 

— 

SDR Rev 

— 

SDR (センサ装置情報)のレビジョンを表示し 
ます。 

PIA Rev 

— 

PIA のレビジョンを表示します。 

ARM MAC Address 

— 

管理 LAN 用ポートの Default DNS 
(Hostname) を表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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Console Redirection 


Server メニューで 「Console Redirection 」 を選択しく Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 



Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: [I 1 JRVIRII 1 

ACPI Redirection Port: [Disabled] 

Baud Rate: [19.2K] 

Flow Control: [CTS/RTS] 

Console Type: [VT100+] 

Remote Console Reset: [Disabled] 

Selects the Serial port 
to use for Console 

Redirection. 

"Disabled" completely 
disables Console 

Redirection. 


FI Help 个 | Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •»—*■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソールリダイレクションで使用する l /〇 
ポートのアドレス/割り込みを設定します。 
「Serial Port A」 または 「Serial Port B」 を選択 
すると、 Advanced メニューの Peripheral 
Configuration「Serial Port A」、「Serial 
Port B」 で選択されているアドレス/割り込み 
を使用します。 

[Disabled] を選択すると、コンソールリダイ 
レクション機能が無効になります。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

ACPI へツドレスコンソールリダイレクション 
で使用する I/O ポートのアドレス/割り込みを 
設定します。 [Disabled] を選択すると、コンソー 
ルリダイレクション機能が無効になります。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2K 

接続する HW コンソールとのインタフエース 
に使用するポーレートを設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS+CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Console Type 

PC ANSI 

[VT100+] 

VT-UTF8 

コンソールタイプを選択します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

リモートコンソールからのリセ'ソトの有効/ 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 






















Event Log Configuration 

Server メニューで 「Event Log Configuration」 を選択しく Enter〉 キーを押すと、以下の画面 
が表示されます。 



Event Log Coniiguration 

Item Specific Help 

Clear All Event Log: [Press Enter] 

The system event log 
will be cleared if selecting 
"Yes". 


FI Help 个 | Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■**■ Select Menu Enter Excute Command F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Clear All Event Log 

— 

<Ente「> キーを押し、 「Yes」 を選択するとシ 
ステムイペントログが初期化されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 


力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 



本装置は起動時にこのメニューで設定した順番にデパイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


< t >キ_/<丨 >キー、<+>キー/<_>キーでブートデパイスの優先順位を変更できます。 
各デパイスの位置へ< 丨 >キー/<丨 >キ _ で移動させ、<十>キー/ <_>キーで優先順位を変 
更できます。 

I M -〇 EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示す順番に設定してください。 















Exit 

力ーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 

Phoenix BIOS Setup Utility 


Advanced 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択します 。 Exit & Save Change を選択すると、確認の画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選択すると新たに選択した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、本 
装置は自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると変更した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存せずに SETUP 
を終了します。 SETUP の内容を変更している場合には確認メッセージが表示されます。 
ここで、 「 No 」 を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終わらせることができ 
ます。 「 Yes 」 を選択すると変更した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、本装置は自 
動的にシステムを再起動します。 

Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値(出荷時の設定)に戻したい時に、この項目を選択しま 
す 。 Load Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの 
画面に戻ります。 
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Save Custom Defaults/Load Custom Defaults 


お客様の SETUP パラメータの設定を一時的に CMOS に保存する場合 、 Save Custom 
Defaults を選択します。また、ここで保存した設定を□—ドする場合には 、 Load Custom 
Defaults を選択します。 


Discard Changes 

新たに CMOS に値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、以前の値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面 
に戻ります。 

Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存する時に、こ 
の項目を選択します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると CMOS (不揮発性メモリ）内に保存します。 「 No 」 を選択すると 
Exit メニューの画面に戻ります。 



ディスクアレイコンフィクレーシヨン 

〜 MegaRAID® Configuration Utility 〜 

MegaRAID Configuration Utility は、標準装備のディスクアレイ機能(オンボード RAID 機能)を使用して、 
内蔵のハードディスクドライプをディスウアレイ構築するための詳細な設定 • 制御を行うためのソフト 
ウェアです。 


使用上の注意 


ユーティリティを使用して正しく本装置のディスクアレイを構築するために以下のことに注 
意してください。 

• オンボード RAID 機能は、次の3つの機能および RAID 1、5のスパンをサポートしていま 
す0 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID0 

ストライビング 

無し 

データ読み書きが最も高速 
記憶容量が最大 

記憶容量= Disk 容量 x Disk 台数 

RAID1 

同じデータを2台の八ードディ 
スクドライプにそれぞれ書き 
込む（ミラーリング） 

有り 

八ードディスクドライブが2台必要 
記憶容量= Disk 容量 x Disk 台数の1/2 

RAID5 

データおよび冗長データのス 
トライビング 

有り 

八ードディスクドライプが3台以上必要 
記憶容量= Disk 容量 x (Disk 台数- 1) 

RAID 1の 
スパン 

データのストライビングとミ 
ラー リング 

有り 

HDD は4台〇「6台〇「8台必要 
記憶容量 =Disk 容量 >Disk 台数の1/2 

RAID5 の 

スパン 

データおよび冗長データのス 
トライビング 

有り 

HDD は6台以上必要 

記憶容量 =RAID5 容量) Gpan Depth 
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RAID 0 


データを各ハードディスクドライブへ「ストライピンヴ」で分割して記録します。ス 
トライピンクはハードディスクドライブにデータを記録するときに一定の規則を持 
たせる技術です。データは各ハードディスクドライブへ分割して記録されます。囡 
ではストライプ l ( Diskl )、 ストライプ 2( Disk 2)、 ストライプ 3( Disk 3). ...とい 
うようにデータが記録されます。すべてのハードディスクドライブに対して一括し 
てアクセスできるため、ハードディスクドライブを単体で使用しているときと比較 
してディスクアクセスの性能を向上させることができます。 

w-OBM 

RA 旧0はデータの冗長性がありません。ハードディスクドライブが故障するとデータの復 

旧ができません。 



RAID 1 

1つの HDD に対してもう1つのハードディスクドライプへ同じデータを記録する方法 
です。この方法を「ミラーリング」と呼びます。1台のハードディスクドライプにデー 
夕を記録するとき同時に別のハードディスクドライブに同じデータが記録されます。 
使用中の一方のハードディスウドライブが故障したときに同じ内容が記録されてい 
るもう一方のハードディスクドライプを代わりとして使用することができるため、 
システムをダウンすることなく運用できます。 


ディスクアレイコント□ーラ 







八ード 


ハード 

ディスク 


ディスク 

ドライプ 

k - ジ 


ドライプ 

^-—^ 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 













































RAID 5 









ハード 
ディスク 
ドライプ1 
- - 


ハード 
ディスク 
ドライブ2 

-^ 


八ード 
ディスク 
ドライブ3 

^-^ 


ハード 
ディスク 
ドライプ4 

^-^ 



データは RAIDO と同様に各ハードディスクドライブへ「ストライビング」で分割して 
記録されます。 RAID 5 はパリティ（冗長データ)を各八ードディスウドライブへ分散し 
て記録します。これを「分散パリティ」と呼びます。分散パリティでは各ハードディ 
スクドライプのストライプで区切られた1列の各ストライプサイズの内、1つが順番 
にパリティ部として扱われます。データはストライプ1、ストライプ2、そして生成 
されたパリティというように記録されます。パリティ部として割り当てられる容量 
は RAID 5 で構成したハードディスクドライブの1台分となります。構成されたハード 
ディスクドライブのうち1台が故障しても、問題なくデータが使用可能です。 




、_ 〆 


_ _ 

ハード 
ディスク 
ドライプ 

-- 


八ード 
デイスク 
ドライプ 
^-^ 


ハード 

ディスク 

ドライブ 

^- ^ 


- RA 旧 1 のスパン 

RAID 1のスパンは RAID 0 および RAID 1の組み合わせです。データを各ハードデイス 
クドライブへ「ストライビング」で分割し「ミラーリング」で記録します。 


n ^ r - 


ディスクアレイコント□—ラ 


ディスクアレイコント□—ラ 


パリティ （1,2) 


ストライプ1 


ストライプ2 




ストライプ3 


パリティ（3,4) 


ストライプ4 




ストライプ5 


ストライプ6 


パリティ（5,6) 
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- RA 旧 5 のスパン 

RAID 5 のスパンは RAIDO および RAID 1の組み合わせです。 


ディスクアレイコント□—ラ 






、 







ハード 
ディスク 
ドライプ1 

— 


ハード 
ディスク 
ドライプ2 
^- ン 


ハード 
ディスク 
ドライプ3 

^ - ン 


ハード 
ディスク 
ドライプ4 
^-^ 


ハード 
ディスク 
ドライプ5 

^ - ン 


ハード 
ディスク 
ドライプ6 

^- ン 


パリティ（1,2) 


ストライプ5 


ストライプ9 


ストライプ1 


パリティ (5, 6) 


ストライプ10 


ストライプ2 


ストライプ6 


パリティ(9, 10) 


RAID 5 


パリティ(3, 4) 


ストライプ7 


ストライプ11 


ストライプ3 


パリティ (7, 8) 


ストライプ12 


ストライプ4 


ストライプ8 


パリティ⑴， 12) 


▲ 


RAID 5 - 


■ RAID 0 - 
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• 本装置のオンボード RAID コント ロー ラに接続する ハー ドディスクドライブを単体ディス 
クとして使用していただく際には、本ユーティリティを用いて単体ディスクに対し、 
RAID 0のコンフィグレーション設定を実施してください。 


• ディスクアレイのアレイ構成を構築.変更した後は、コンフィグレーション情報のパッ 
ウアップをとってください。パックアップは 、 Power Console Plus で作成できます。 
Power Console Plus につし'!ては、 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM にあるオンラインド 
キュメント 「Power Console Plus ユーザーズマニュアル」を参照してください。 


• ディスクアレイシステムの整合性（コンシステンシ）を定期的にチェックしてください。 
コンシステンシチェッウは RAID 5または RAID 1の場合のみ実行可能です。コンシステ 
ンシチェックには次の3つの方法があります。 

一このユーティリティを使った方法（この項の説明を参照） 

- 0 S 起動後にコマンドプロンプトからのスケジュール実行 (「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - ROM にあるオンラインドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズマニュア 
ル」またはオプションボードに添付の説明書を参照してください） 



ウ 

ェ 

ア 

編 


- Power Console Plus を使った方法 (「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - ROM にあるオンライ 
ンドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズマニュアル」を参照してくださ 
い）。 


• 故障したハードディスクドライブを交換し、正常なディスクの状態に戻す「リビルド」 
は、このユーティリティ以外に Power Console Plus を使ってもできます 
(「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - ROM にあるオンラインドキュメント 「Power Console Plus 
ユーザーズマニュアル」を参照してください）。 

• ハードディスクドライプペイに「スタンパイディスク」を設定しておくと、ハードディス 
クドライブが故障したときに自動でスタンパイディスクを使ったリビルドが機能しま 
す。ただし、あらかじめスタンパイディスクとしての設定が必要です(設定するハード 
ディスウドライブは同一容量、同一回転数のものを使用してください）。 

* このユーティリティではハードディスクドライプの状態を次のように表示します。 


- READY 通電状態でコンフィグレーションされる前の状態 
一 ONLIN 通電状態で正常に動作でき、パックの一部として構成されている状態 

- HOTSP 通電状態でホットスペア用ディスク（スタンパイディスク）の状態 
- FAIL ディスクアレイコント□ーラによって不良ディスクと判断されている状態 


- REBLD リビルド中の状態 
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Configuration Utility の起動 


MegaRAID Configuration Utility の起動方法を以下に示します。ユーティリティは1/〇ボー 
ドにある RAID コント□—ラの BIOS に格納されており 、 Power On Self-Test ( POST ) 中に 
起動します。 

MegaRAID Configuration Utility の起動 


1. 本装置の電源を ON した後、次に示す画面が表示された時に、 [Esc] キーを押す。 
POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <F2> to enter Setup, <^4> Service Partition, <F12> Network 


2. POST 画面で、以下の表示を確認したら、 <Enter> キーを押す。 
MegaRAID Configuration Utility が起動します。 


LSI MegaRAID BIOS Version XXX (Build XXX XX XXXX) 

Copyright(C) 2005 LSI Logic Corp. 

HA-X (Bus XX Dev XX) MegaRAIS SCSI 320-2E 
Standard FW XXXX DRAM = 256MB (SDRAM) 

Battery module is present on adapter 
Channel-0 ID-14 - XXX XXXXX 
Channel-1 ID-14 -XXX XXXXX 
X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS 

Press <CtrlxM> or く Enter〉to Run Config Utility 

Or Press <CtrlxH> for WebBIOS 


I チェック I 

<Ctrl><H># 点滅しますが、く CTRL>+<H> キーは押さないでくださし、 
万一、誤って押した場合は、 POST 終了後に、 WebBIOS が起動します。 
WebBIOS 起動後、画面右上の 「Control-M」 をクリツクしてください。 
MegaRAID Configuration Utility が起動します。 
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MegaRAID Configuration Utility TOP メニュー （Management Menu ) 画面 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx r 


i dd, yyyy Standard: Adapter-* * 


— Mana 
Configun 


tagement Menu 


Initialize 

Objects 

Format 

Rebuild 

Check Consistency 
Select Adapter 


Configure Logical Drive (s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


| チェック | 

故障等により l /〇ボードを交換した場合は、オンボード RAID の構成情報は、八ードディスクド 
ライブに保存されている構成情報が I / O ボード上にパックアップされます。このため、 I / O ボ_ 
ドを交換する際はハードディスクドライプの構成/接続を変更し ないでください。 また 、 SCSI 
の接続方法も交換前と同じ接続をしてく ださい。 万一の場合に備えて、必ずフロッピィデ イス 
ク等への保存を行って 下さい。 


x Logical Drives found on the HOST Adapter , 
x Logical Drive ( s ) handled by BIOS . 

Configuration of NVRAM and drives mismatch(Normal mismatch ) 


Run View/Add Configuration option of Config Utility 
Press < CtrlxH > for WebBIOS Or 
Press A Key to Run Configuration Utility 


MegaRAID Configuration Utility の終了 

MegaRAID Configuration Utility の TOP メニューでく ESC > キーを押します。 
確認のメッセージが表示されるので、 「 Yes 」 を選択します。 


Please Press Ctrl - Alt-Del to REBOOT the system . 


上に示すメッセージが表示されたら、 < CTRL >+< ALT >+< DEL > キーを押します。 
本装置が再起動します。 
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メニューツ u- 


=AjC±3 臣セ 

pXAh —見 

◊:選択•実行パラメータ•：設定パラメータ • ：情報表示 
♦ : ロジカルドライブ生成後設定(変更)可能 


メニュー 

説明 

OConrigure 

Configuration 設定を行う 

OEasy Configuration 

Configuration の設定(固定値使用） 

◊New Configuration 

Configuration の新規設定 

◊View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Specify Bootable Logical Drive 

起動するロジカルドライブを選択する 

Ol initialize 

ロジカルドライプ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

ディスクアレイコント□—ラ設定 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

*1 #FlexRAID PowerFail 

リビルド時電源断再起動、続行の設定 

* 2 參 Fast Initialization 

高速イニシャライズの設定 (ON/OFF) 

*3 #Disk Spin up Timings 

HDD の Spin-up の設定 

*4 #Cache Flush Timings 

Cache Flush タイミングの設定 

*5 #Rebuild Rate 

Rebuild Rate の設定 （0%〜100%) 

*6 •Alarm Control 

アラーム音(〇 N/OFF) 設定 

◊Other Adapter Information 

ボード情報表示 

- FW Supports 

ファームウェアがサボートするスパン数とロジカルドラ 
イプ数 

• FW Ver 

ファームウェアパージョン 

• Bios Ver 

BIOS パージョン 

- DRAM 

メモリ容量 

• Adapter Type 

ボードシリーズ No. 

◊Factory Default 

デフォルト値に設定 

*7 #Disable(Enable) BIOS 

BIOS Enable/Disable 設定 

◊Battery Information 

パッテリ情報 

• Backup Module 

パ'ソテリのモジュールの有無 

• Battery Pack 

パ'ソテリの有無 

• Temperature 

温度状態 

• Voltage 

電圧状態 

• Fast Charging 

FAST 充電状況 

• No of Cycles 

充電回数の表示 

◊Reset Battery Charge Counter 

充電回数のクリア 

◊Other Adapter Options 

ボード詳細設定 
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メニュー 

説明 

*8 籲 Emulation 

制御モード設定 

*9 #Auto Rebuild 

才ートリビルド Enable/Disable 設定 

• Initiator ID 

Initiator ID No . の表示 

*10 •Multiple PCI Delayed Trans 

PCI パスブリッジの設定 

*11 癱 Force Boot 

コンフィグレーション情報 ( HDD ) の強制設定 

*12 争 Coercion Algorithm 

HDD 最大容量設定ノヽ°ラメータ 

•Abort Bl & CC Activities 

パックグランドイニシャライズとチェックコンシステン 
シの停止 

*13 #CC Restoration 

チェックコンシステンシのモード設定 

*14 #Temporary Offline RAID 

テンポラリオフライン機能の設定 

◊Logical Drive 

ロジカルドライプ操作 

◊Logical Drives 

ロジカルドライプの選択(複数ロジカルドライプが存在） 

◊Initialize 

ロジカルドライプの初期化 

◊Check Consistency 

ロジカルドライプの冗長性チェック 

◊ View/Update Parameters 

ロジカルドライプ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

• SIZE 

ロジカルドライプの容量表示 

• Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

♦ V"Write Policy 

Write モードの設定 

♦ v^Read Policy 

Read モードの設定 

Cache Policy 

キャッシュモードの設定 

♦ aAF lexRAID Virtual Sizing 

パーチャルサイジングの Enable/Disable 設定 

※日阳匕セに設定しないでください 

- #Stripes 

ロジカルドライプを構成している HDD 数を表示 

• State 

ロジカルドライプの状態表示 

◊Physical Drive 

物理ドライプ操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライプの選択 

◊Rebuild 

リビルドの実行 

◊Format 

□—レベルフォーマットの実行 ※使用しないでください 

◊Make Online 

ディスクをオンラインにする 

◊Fail Drive 

ディスクをオフラインにする 

◊Make HotSpare 

オートリピルド用ホットスペアディスクに設定 

◊View Drive Information 

HDD 情報の表示 

• Device Type 

デバイス種類 

• Capacity 

容量 

• Vender ID 

ペンダ名 

• Product ID 

型番 

• Revision 

レビジョン 

• SCSI Standard 

対応 SCSI 

• Media Errors 

メディアエラー発生数 

• Other Errors 

その他エラー発生数 

*15 #Synchronous Negotiation 

SCSI 同期設定 
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メニュー 

説明 

*16 #SCSI Command Q Tagging 

SCSI Command Q Tag の設定 

◊Charnel 

SCSI チャネルの設定 

OChannels 

チャネル選択 

*17 #Termination State 

終端設定 

*18 #Enable Auto Termination 

自動終端設定 

*19 #SCSI Transfer rate 

転送速度の設定 

◊Format 

□—レベルフォーマット ※使用しないでください 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Reconstruct 

Add Capacity 機能 ※使用しないでください 

OCheck Consistency 

ロジカルドライプの冗長性チェック 

◊Select Adapter 

ディスクアレイコントローラの選択 

(ディスクアレイコントローラ未実装の時は表示されない） 


各設定値 


No . 

設定 パラメータ 

出荷時設定 

設定変更 

*1 

FlexRAID PowerFail 

Enabled 

不可 

*2 

Fast Initialization 

On 

可 

*3 

Disk Spin-up Timing 

2 disks every 6 secs 

不可 

*4 

Cache Flush Tinning 

Every 4 Seconds 

不可 

*5 

Rebuild Rate 

30% 

可 

*6 

Alarm Control 

Disable Alarm 

不可 


Disable ( Enable ) BIOS 

Enable 

(画面表示: Disable BIOS ) 

不可 

*8 

Emulation 

MASS Storage 

不可 

*9 

Auto Rebuild 

Enabled 

不可 

*10 

Multiple PCI Delayed Trans 

Enabled 

不可 

*11 

Force Boot 

ON 

不可 

*12 

Coercion Algorithm 

NONE 

不可 

*13 

CC Restoration 

Enabled 

可 

*14 

Temporary Offline RAID 

Disabled 

不可 

*15 

Synchronous Negotiation 

Enabled 

不可 

*16 

SCSI Command Q Tagging 

Enhanced QTAG Scheduling 

不可 

*17 

Termination State 

ENABLED ( AUTO ) 

不可 

*18 

Enable Auto Termination 

On 

不可 

*19 

SCSI Transfer rate 

320 M 

不可 


Alarm Control を Enable に設定しても、ビーブ音による異常報告はされません。 
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設定変更について 


以下の項目は、設定が変更可能です。各説明に従って設定してください。 


^2 

Fast Initialization 

設定値 「 On 」 を推奨します。 「 On 」 設定ではディスウの先頭領 
減のみイニシャライズを行います。 

*5 

Rebuild Rate 

設定値「30%」を推奨します。 

*14 

CC Restoration 

出荷時の設定値は 「 Enabled 」 です。 「 Enabled 」 設定では整合 
性チェックにて不整合が見つかった場合、その不整合を自動 
的に修復します。 


• Disable ( Enabled ) 巳 IOS の設定の表示に注意してくださし、。表示は、変更する設定値 
(現在の設定値の反対)を表示します。 

「 Enabled 」 設定時： Disable 巳 IOS を表示 
「 Disabled 」 設定時 ： Enable BIOS を表示 

• 「 Disabled 」 設定時は本装置配下に接続されているハードディスクドライブにインス 
卜ールした 0 S から起動できなくなります。 

• 「Factory Default 」 実行時は設定値が変更になります。 

• 「Factory Default 」 実行後は各パラメータの再設定を行って下さい 0 

• MegaRAID Configuration Utility のノ（ージョンによっては 、 「Factory Default 」 
の設定値が変更される場合があります 。 「Factory Default 」 実行後は各パラメータの 
設定を確認してください。 

• 「Factory Default 」 実行後、本装置の再起動が必要です。 
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Configuration Utility 操作手順 


Configuration の新規作成/追加作成 



1 . MegaRAID Configuration Utility を起動する。 

2. TOP メニュ ー (Management Menu) より、 「 Configure_K「New Configuration 」 を選択する 0 
追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 を選択します。 



• 「New Configuration 」 で Configuration を作成の場合、既存のコンフィグレーション情 
報がクリアされます。既存のコンフィグレーション情報に追加作成の場合は、 「 View/add 
Configuration 」 を選択してください 0 

• 「Easy Configuration 」 では、 RA 旧1のスパン/ RA 旧5のスパンの作成、ロジカルドラ 
イブ容量の設定ができません 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add Configuration 」 
で作成してください。 

3. 確認のメッセージ （ Proceed?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択します。 
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4. SCAN DEVICE が開始され(画面下にスキャンの情報が表示される）、終了すると 、 「New 
Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示される 0 

- New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 

ID Channel-1 ^ Channel-2 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


■READY 

0 

■READY 

■READY 

1 

■READY 

■READY 

2 

■READY 


3 



4 



5 



6 



I チェック I 

オンボード RAID コント□—ラに N 8151-25 B 内蔵 M 0 装置を接続している場合、内蔵 M 0 装置 
は 「 UNKWN 」 と表示されますが動作には問題ありません。 


5. 力ーソルキーでパックしたいハードディスクドライプに力ーソルを合わせ、 < SPACE > キーを押 
す0 

)\~ ドディスクドライプが選択されます。（選択ハードディスクドライブの表示が READY から 
〇 NLIN になり、 Axx - xx が点滅します)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


ID 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


Channel-1 



ID 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


Channel-2 
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6. ハードディスクドライプの選択が完了したら、<巳加6「>キ_で確定する(点滅が止まる)。 

7. く F 10> キーを押してロジカルドライプの作成を行う。 

「Logical Drives Configure 」 画面が表示されます(下記図は、 HDD 3 台、 RAID 5 を例に示していま 
す)。 

- Logical Drives Conngured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Srive-State 


5 xxxxMB 

3 

64 KB OPTIMAL 

I— Logical Drives Configured — 


- Advanced - 

RAID = 5 


StripeSize = 64 KB 

Size = xxxxMB 


Write Policy = WRTHRU 

Advanced Menu 


Read Policy = NORMAL 

Accept 


Cache Policy = DirectlO 

Span = NO 




8. 力ーソルキーで、 「 RAID 」、「 Size」、「Advanced Menu 」 を選択し、く Enter 〉 キーで確定させ、各 
値を設定する。 

rAdvanced 」 を選択すると、「 Advanced 」 画面が表示されます 0 
① 「 RAID 」 ： RAID レベルの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

〇 

- 

1 

- 

5 

- 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

② rSizeJ : ロジカルドライプのサイズを指定します。内蔵のディスクアレイコントローラで最 
大40個のロジカルドライプが作成できます。 

③ 「Advanced Menu 」 

a )「 StripeSize 」 ：ストライプサイズの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

2 

- 

4 

- 

8 

- 

16 

- 

32 

- 

64 

デフォルト表示、推奨設定値 

128 

- 
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b)「Write Policy」：Write Policy の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

WRTHRU 

ライトスルー設定、デフオルト表示 

WRBACK 

ライトバック設定、推奨設定値 


c)「Read Policy」：Read Policy の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

NORMAL 

先読みを行わない、デフォルト表示 

推奨設定値 

READAHEAD 

先読みを行ラ 

ADAPTIVE 

2回連続して継続したセクタに対してアクセスを 
行った場合先読みを行ラ 


d ) fCache Policy」：Cache Policy の設定を行います 0 


パラメータ 

備考 

Cached 10 

読み込んだデータをメモリにバッファする 

Direct 10 

デフォルト表示、推奨設定値 


e )「 SPAN 」 ：スパン設定を行います。 


パラメータ 

備考 

CANSPAN 

SPAN=YES 

N 0 SPAN 

SPAN = N 〇 


パックを組んだハードディスクドライプの構成がスパン設定可能な場合デフォルトで 
「 YES 」 が表示されます。 

スパン実行時は、パックを組む時に図の様に2組以上の同ーパックを作成します。詳 
細な手順は、 「 SPAN の設定方法」 (238 ページ)を参照してください。 


RA 旧1の SPAN の場合 


RAID5 の SPAN の場合 


SPAN 


RAID1 


RAID1 


ID 


ID 


■ONLIN A01-01 

0 

■ONLIN A01-01 

■ONLIN A01-02 

1 

■ONLIN A01-02 

■ONLIN A02-01 

2 

■ONLIN A01-03 

■ONLIN A02-02 

3 

■ONLIN A02-01 


4 

■ONLIN A02-02 


5 

■ONLIN A02-03 


6 



> RAID5 


_ RAID5 


SPAN 


9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、 < Enter > キーを押す。 

□ジカルドライプが生成され 、 「Logical Drive Configured 」 画面に□ジカルドライプが表示され 
ます。 

10. ロジカルドライプを生成したら、く ESC > キーを押して画面を抜け 、 「Save Configuration ?」 画面 
まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 


Configuration がセープされます。 
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1 


Configuration のセープ完了メッセージが表示されたら、く ESC > キーで TOP メニュー画面まで戻 
る 0 


12. TOP メニュー画面より 「 Objects」—「Logical Drive 」—「 View/Update Parameters 」 を選択して口 
ジカルドライプの情報を確認する。 

「Write Policy」 、 「Read Policy」 、 「Cache Policy 」 の設定値は変更が可能です。 

p-OB^ 

ここで必ず、IV" FlexRAID Virtual Sizing」 が 「DISABLED」 に設定されている事を確認して 
下さい。 「ENA 巳 LED」 に設定しないでください。 

バーチャルサイジング機能は、仮想的な大きいサイズのディスク容量をオペレーティングシス 
テムに見せているため、使用方法を誤ると、オペレーティングシステムのインストールやディ 
スク領域の確保ができません。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Logical Drives」 の画面が表示され、イニシャライズを行うロジカルドライプに力ーソルを合わ 
せ、 スペースキーを 押す。 

ロジカルドライプが選択されます。また、<「2>キ_を押すと、表示されている全ロジカルドライ 
プが選択されます。 

15. ロジカルドライプを選択したら、 < F 10> キーを押してイニシャライズを行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択するとイニシャライズが実行されます。 

「Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら、イニシャライズは完 
了です。 

16. Initialize を実施済みのロジカルドライプに対して、整合性チェックを行う。 

詳細な実行方法は「整合性チェック」 (237 ぺージ)を参照してください。 

17. く ESC > キーで TOP メニューまで戻って 、 MegaRAID Configuration Utility を終了する。 

|コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行してください。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライプを交換し、本装置を起動する。 

2. MegaRAID Configuration Utility を起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

以下のような 「Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 

Channel-1 ^ Channel-2 


0 

■ONLIN A01-01 

0 


1 

■ONLIN A01-02 

1 


2 

■FAIL A01-03 

2 


3 


3 


4 


4 


5 


5 


6 


6 



4. 「 FAIL 」 になっているハードディスクドライプに力ーソルを合わせ、く SPACE > キーで選択する。 

複数のハードディスクドライプを選択可能(同時リビルド)です。 

ハードディスクドライブが選択されると、 “ FAL ” の表示が点滅します。 

5. ハードディスクドライプの選択が完了したら、く F 10> キーを押してリビルドを実行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドが スター トします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビルド完了で 
す。 

7. く ESC > キーで TOP メニューまで戻って 、 MegaRAID Configuration Utility を終了する。 
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ホットスペアの設定 



1. ホットスペア用のハードディスクドライプを実装し、本装置を起動する。 

2. MegaRAID Configuration Utility を起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 を選択する。 

以下のような 「Objectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


ID 

Channel-1 

ID 

Channel-2 

0 

■ONLIN A01-01 

0 


1 

■ONLIN A01-02 

1 


2 

■ONLIN A01-03 

2 


3 

■READY 

3 


4 


4 


5 


5 


6 


6 



4. ホットスペアに設定するハードディスクドライプに力ーソルを合わせて、 < ENTER > キーを押す。 

5. 「Charnel X, Target X 」の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する 0 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

ハードディスクドライプの表示が、 「 HOTSP 」 に変更されます。 
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7. く ESC > キーで TOP メニューまで戻って 、 MegaRAID Configuration Utility を終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


ID 

Channel-1 

ID 

Channel-2 

0 

■ONLIN A01-01 

0 


1 

■ONLIN A01-02 

1 


2 

■ONLIN A01-03 

2 


3 

■HOTSP 

3 


4 


4 


5 


5 


6 


6 



• ホットスペアの設定を取り消すには、「〇 bjectsJ—rPhysical Drive _ K「Fail Drive 」 を選 
エック」 択します。 

争ホットスペア用八ードディスクドライプが複数(同一容量)ある場合は、 CH 番号/ ID 番号 
が小さい HDD から順にリビルドが実施されます。 

整合性チェック 


MegaRAID Configuration Utility の起動 


整合性チェックの実行 


MegaRAID Configuration Utility の終了 


1 . MegaRAID Configuration Utility を起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する。 

3. 「Logical Drives 」 の画面が表示され、整合性チェックを行うロジカルドライプに力ーソルを合わ 
せ、スペースキーを押す。 

ロジカルドライプが選択されます。また、<ド2>キ_を押すと、表示されている全ロジカルドライ 
プが選択されます。 
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4. ロジカルドライプを選択したら、410>キ_を押して、整合性チェックを行う。 

確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると整合性チェックが実行されます。 

「Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら、整合性チェックは完了 
です。 

5. く ESC> キーで TOP メニューまで戻って 、 MegaRAID Configuration Utility を終了する。 

I H-0 コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行してください。 


SPAN の設定方法 

以下に、 RAID1 および、 RAID5 のスパン設定手順を説明します。 

• RA 旧 1 のスパン 

ハードディスウドライブ4台を接続した場合を例に手順を説明します。 （RAID1 の2スパン 
設定） 

① Configuration 実行画面を起動 

TOP 画面から、 「Configu「e」-H~NewConfiguration」 を選択すると、以下の画面が表 
示されます。 Channel-1 のメニュー画面で、 ID=0 の場所に力ーソルが表示されま 
す0 


C 

In 

0 

F 

R 

C 


MegaRAID BIOS Confug Utility(xx-xx) Verpcx mmm dd, yyyy Standard:Adapter-01 


New Configuration- ARRAY SELECTION MENU 



ID 

Channel-2 

0 



1 



2 



3 



4 



5 



6 








Ch-1 ID-0 

DISK 

xxxxMB 

VenderlD 

ProductID 

Revision 


SPACE-Sel ,ENTER-EndArray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives .F4-HSP 


238 



















































































② ID=0/1 の選択 


〈 SPACE 〉 キーを押すと、0=0は 「ONLIN A 0 1-01」に表示が変わり、 「 A 01-01」 は 
点滅表示になります。（カーソルは、 ID =1 に自動的に移動）同様に、 ID =1 でも 
〈 SPACE 〉 キーを押します。 （「 A 0 1-02」も点滅し、力ーソルは ID =2 に移動) HDD 2 台 
(0=0/1) を選択した6、 〈 ENTER 〉 キーを押し、確定します。 （「 A 01-0 1/02」の点滅 
が停止します） 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx n 


i dd, yyyy StandardAdapter-01 


New Configuration- ARRAY SELECTION MENU 


ID 

Channel-1 

0 

■ ONUNAOl-Ol 


1 

■ ONUNA01-02 


2 

■ READY 


3 

■ READY 


4 



5 



6 

■ PROC 






ID 

Channel-2 

0 



1 



2 



3 



4 



5 



6 








Ch-1 ID-2 

DISK 

xxxxMB 

VenderlD 

ProductID 

Revision 


SPACE-Sel .ENTER-EndArray .FlO-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives .F4-HSP 

③ ID=2/3 の選択 

次に、②の状態で、 ID =0/1 と同様に 〈 SPACE 〉 キーを押して ID =2/3 を選択し、 
〈 ENTER 〉 キーを押して確定します。（表示は 「ONLIN A 02-0 1/02」に変わります） 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx n 


i dd, yyyy StandardAdapter-01 


New Configuration- ARRAY SELECTION MENU 


m 

Channel-1 

0 

■ ONUNAOl-Ol 


1 

■ ONUNA01-02 


2 

■ ONUNA02-01 


3 

| BONUNA02-02 


4 



5 



6 

■ PROC 





ID 

Channel-2 

0 



1 



2 



3 



4 



5 



6 





Ch-1 ID-2 DISK xxxxMB VenderlD ProductID Revision 


SPACE-Sel,ENTER-EndArray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives ,F4-HSP 
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④ ロジカルドライブの設定 

③の状態で F 10キーを押すと、以下の画面が表示されます。各項目に設定を行って 
下さい。さらに 、 「Advance Menu 」 を選択するとサブメニュ ー「 Advanced 」 画面が 
表示されます。 



設定内容は以下のようになっています。 


設定項目 

デフオルト（初期値） 

設定内容 

RAID 

1 

0,1 

Size 

全容量（ロジカルドライプ） 

全容量 

Advanced 

StripeSize 

64 KB 

2/4/8/16/32/64/128 

Write Policy 

WRTHRU 

WRTHRU 

WRBACK (推奨設定） 

Read Policy 

NORMAL 

NORMAL 

READHEAD 

ADAPTIVE 

Cache Policy 

Directl 〇 

DirectlO 

CachelO 

Span 

YES 

CANSPAN ( YES ) 

NOSPAN ( NO ) 


響一圆 

•「Logical Drive XX 」メニュー画面からサブメニュー 「 Advanced 」画面には 、 「Advaned 
Menu 」 を選択して 〈 ENTER 〉 キーを押すと移ります。また 、 「Logical Drive XX 」メ 
ニュー画面に戻る場合は、 〈 ESC 〉 キーを押すと戻ります。戻った場合は、力ーソルは 
「 Accept 」 に移動します。 

• RAID 1 のスパン作成時は、ロジカルドライブのサイズは、全容量に設定してください。 
ロジカルドライブのサイズを変更するとスパンが設定できません。 
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⑤設定の確認 


④ の設定が終了した6 、 「Logical Drive X 」画面の 「 Accept 」 を選択し、 ENTER キー 
を押すと、設定内容は確定します。確定すると、 「 L 〇 gical Drive Configured 」 画面 
の該当ロジカルドライプは、「緑色」(未設定)から「水色」(設定済)に変わります。確定 
の識別は、文字の色で判断してください。 

また、設定を再度設定したい場合は、 〈 ESC > キーを押して 、 「Save 
Configuration ?」 画面で 「 No 」 を選択して、再度 「New Configuration 」 から実施して 
ください。 

⑥設定の保存 

⑤ の確定が終了した6、 〈 ESC > キー又は 〈 ENTER 〉 キーを押します 。 「Save 
(：〇 1 ^ 9111 ^〇 11 ?」画面が表示されますので、 「 YES 」 を選択して 〈 ENTER 〉 キーを押し 
ます。 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx n 


i dd, yyyy StandardAdapter-01 


— Manag< 
Configure 
Initialize 
Objects 


- Configure 

Easy Configuration 
New Configuration 
View/Add Configuration 

Clear _ 

Specif 


Rebuild 

Check Consiste 


Save Configuration? 


LD 


RAID 


Logical Drive Configured — 
Size #Stripes Stnpsz 

xxxxMB 2 64KB 


Select YES Or NO 


ENTER-Select 


保存が終了すると以下の画面のように保存が完了したメッセージのポップアップが 
表示されます。どれかキーを押して下さい。画面は 「 Configure 」 画面に戻りますの 
で、これで RAID 1 のスパンのロジカルドライブの作成は終了です。 
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參 RAID 5 のスパン 


ハードディスクドライブ6台を接続した場合を例に手順を説玥します。 （ RAID 5 の2スパン 
設定） 

① Configuration 実行画面を起動 

TOP 画面から、 「 Configu 「 e 」- H ~ NewConfiguration 」 を選択すると、以下の画面が表 
示されます。 Channel -1 のメニュー画面で、 ID =0 の場所に力ーソルが表示されま 
す0 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx mmm dd, yyyy Standard:Adapter-01 


New Configuration- ARRAY SELECTION MENU 



ci 


In 


0 


F 


R 


C 


ID 

Channel-1 

0 

■ READY 


1 

■ READY 


2 

■ READY 


3 

■ READY 


4 

■ READY 


5 

■ READY 


6 

■ PROC 






ID 

Channel-2 

0 



1 



2 



3 



4 



5 



6 








Ch-1 ID-0 

DISK 

xxxxMB 

VenderlD 

ProductID 

Revision 


SPACE-Sel .ENTER-EndArray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives .F4-HSP 


②旧=0/1/2の選択 

〈 SPACE 〉 キーを押すと、 ID =0 は 「ONLIN A 0 1-01」に表示が変わり、 「 A 01-01」 は 
点滅表示になります。（力ーソルは、 ID =1 に自動的に移動)同様に、 ID =1/2 でも 
〈 SPACE 〉 キーを押します。 （「 A 0 1-02/03」も点滅し、力ーソルは ID =3 に移動) HDD 3 
台 ( ID =0/1/2) を選択したら、 〈 ENTER 〉 キーを押し、確定します。 (「 A 01-01/02/ 
〇3」の点滅が停止します） 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx mmm dd, yyyy Standard:Adapter-01 


New Configuration- ARRAY SELECTION MENU 



C 


In 


0 


F 


R 


C 


ID 

Channel-2 

0 



1 



2 



3 



4 



5 



6 





ID 

Channel-1 

0 

■ ONUNAOl-Ol 


1 

■ ONUNA01-02 


2 

■ ONUNA01-03 





3 

■ READY 


4 

■ READY 


5 

■ READY 


6 

■ PROC 





Ch-1 ID-3 DISK xxxxMB VenderlD ProductID Revision 


SPACE-Sel,ENTER-EndArray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives ,F4-HSP 
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③ ID =3/4/5 の選択 


次に、②の状態で、 ID =0/1/2 と同様に 〈 SPACE 〉 キーを押して D =3/4/5 を選択し、 
〈 ENTER 〉 キーを押して確定します。（表示は 「ONLIN A 02-01/02/03」 に変わります) 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx mmm dd, yyyy Standard:Adapter-01 


New Configuration- ARRAY SELECTION MENU 


ID 

Channel-1 

0 

| ■ONUNAOl-Ol 


1 

| BONIJNA01-02 


2 

| ■ONUNA01-03 


3 

| ■ONUNA02-01 


4 

| BONIJNA02-02 


5 

| BONLINA02-03 


6 

| BPROC 






ID 

Channel-2 

0 



1 



2 



3 



4 



5 



6 








Ch-1 ID-5 

DISK 

xxxxMB 

VenderlD 

ProductID 

Revision 


SPACE-Sel ,ENTER-EndArray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives .F4-HSP 


④ロジカルドライブの設定 

③の状態で < F 10> キーを押すと、以下の画面が表示されます。各項目に設定を行つ 
てください。更に 、 「Advance Menu 」 を選択するとサブメニュー 「 Advanced 」 画面 
が表示されます。 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Vertex mmm dd, yyyy StandardAdapter-01 



Use cousor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 
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設定内容は以下のようになっています。 


設定項目 

デフォルト（初期値） 

設定内容 

RAID 

5 

0,5 

Size 

全容量（ロジカルドライプ） 

全容量 

Advanced 

StripeSize 

64 KB 

2/4/8/16/32/64/128 

Write Policy 

WRTHRU 

WRTHRU 

WRBACK (推奨設定） 

Read Policy 

NORMAL 

NORMAL 

READHEAD 

ADAPTIVE 

Cache Policy 

DirectIO 

DirectIO 

CachelO 

Span 

YES 

CANSPAN ( YES ) 

NOSPAN ( NO ) 


•「Logical Drive XX 」メニュー画面からサブメニュー 「 Advanced 」画面には 、 「Advaned 
Menu 」 を選択して 〈 ENTER 〉 キーを押すと移ります。また 、 「Logical Drive XX 」メ 
ニュー画面に戻る場合は、 〈 ESG 〉 キーを押すと戻ります。戻った場合は、力ーソルは 
「 Accept 」 に移動します。 

• RAID 5 のスパン作成時は、ロジカルドライブのサイズは、全容量に設定してください。 
ロジカルドライブのサイズを変更するとスパンが設定できません。 


⑤設定の確定 

④の設定が終了したら 、 「Logical Drive X 」 画面の 「 Accept 」 を選択し、 〈 ENTER 〉 
キーを押すと、設定内容は確定します。確定すると 、 「Logical Drive Configured 」 
画面の該当ロジカルドライプは、「緑色」(未設定)から「水色」(設定済)に変わります。 
確定の識別は、文字の色で判断してください。 

また、設定を再度設定したい場合は、 < ESC > キーを 押して、 「Save 
0 〇响 911 如 1 〇 11 ?」画面で「 1 \ 1 〇」を選択して、 再度 「New Configuration 」 から 実施して 
ください。 
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⑧設定の保存 


⑤の確定が終了したら、 < ESC > キーまたは 〈 ENTER 〉 キーを押します 。 「Save 
(：〇 1 ^ 9111 ^〇 11 ?」画面が表示されますので、 「 YES 」 を選択して 〈 ENTER 〉 キーを押し 
ます。 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx n 


n dd, yyyy Standard:Adapter-01 


— Manag( 
Configure 
Initialize 
Objects 
Format 
Rebuild 

Check Consiste 


- Configure 

Easy Configuration 
New Configuration 
View/Add Configuration 

Clear _ 

Specif 


- —_ Save Configuration? 
YES 
NO 


LD 


RAID 
5 xxxxMB 


Logical Drive Configured - 

Size #Stripes Stripsz DriveState 
3 64KB OPTIMAL 


SelectYESOrNO 


ENTER-Select 


保存が終了すると以下の画面のように保存が完了したメッセージのポップアップが 
表示されます。どれかキーを押してください。画面は 「 Configure 」 画面に戻りますの 
で、これで RAID 5 のスパンのロジカルドライプの作成は終了です。 
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その他 


• Select Adapter 

オプションボードとしてディスクアレイコント□ーラを実装した場合に選択します。各 
コンフィグレーションはコント□—ラ単位で行われます。ディスクアレイコント□—ラ 
の Adapte 「ナンパは、実装する PCI ス□ツトによって決定されます。 

• Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「 Configure 」— 
「Clear Configuration 」 を選択 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、ディスクアレイコ 
ント□—ラ、ハードディスクドライプのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実行すると、ディスクアレイコントローラの全チヤネルのコン 
フィグレーション情報がクリアされます。 

I チェック I 

□ジカルドライプ単位の削除は 、 MegaRAID Configuration Utility ではできません 。 Power 
Console Plus を使用してください。 

• Battery 

ーバッテリ情報の表示 


TOP メニューより、 「 Objects 」—「 Adapter」—「Battery Information 」 を選択 


Backup Module 

PRESENT 

パッテリ接続 

ABSENT 

パッテリ未接続 

Battery Pack 

PRESENT 

パッテリ接続 

ABSENT 

パッテリ未接続 

Temperature 

GOOD 

温度正常 

HIGH 

温度異常（高温） 

Voltage 

GOOD 

電圧正常 

LOW 

電圧低下 

Fast Charging 

COMPLETED 

ノ、1=1 = 11^^! ノ 

尤电兀 J 

IN_PROGRESS 

充電 中 

No of Cycle 

*** 

充電回数 


一充電回数のクリア 

丁〇 P メニューより 、 r Objects J^r Adapter J^rReset Battery Charge Counter 」 を 
選択します。確認メッセージが表示されるので、 「 YES 」 を選択すると充電回数がク 
リアされます。 

|チェック| 

• パッテリ交換時は充電回数をクリアしてください。 

• パッテリ交換時期は、2年および充電回数500回です0 
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參 Rebuild Rate 


Rebuild Rate を設定します。 

丁〇 P メニューより、「〇 bjects 」—「 Adapter」—「Rebuild Rate 」 を選択。 

〇％〜10096の範囲で設定可能。デフォルト値(設定推奨値)30%。 

八ードディスクドライブ情報 

ハードディスクドライプの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects」-*TPhysical Drive 」— HDD 選択 — 「View Drive 
Information 」 を選択 


ハ—ドウエア編 
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■ J モー トマネージメント機能 

本装置は、本装置内に標準で搭載されているシステム管理用 LSI ( BMC ( Baseboa「d Management 
Controller )) を用いて電源、ファン、温度など内部のハードウェアの状態を監視したり、管理用ネットワー 
クによる リモートからのキーボード、 ビデオ、マウス ( KVM ) 制御など、遠隔地から本装置を制御すること 
が可能です。 


ネットワークデフオルト設定値 


本装置背面の管理用 LAN コネクタからネットワークに接続する場合、デフォルト設定値を以 
下に記載します。 


IP アドレス ： 192.168.1.1 
ユーザ名 : administrator 

パスワード ：（ なし） 

ホスト名: ARMCX XXXXXXXXXXX ^ 

• DHCP 機能を使用し、 DNS サーパに自動登録を行う場合のホスト名が上記ホスト名にな 
ります。 

XXXXXXXXXXXX には、 BIOS セットアップ画面に表示される MAC アドレス ARMC 
MAC ADDRESS : xx - xx - xx - xx - xx - xx が入ります。 

• DHCP サーパを使用せず接続いただく場合は、上記デフォルトの I P アドレス 
‘‘192. 168.1.1” が使用可能な□—カルなネットワーク内で、このアドレスにアクセスし 
てください。 

I H -〇 セキュリティ上の理由から、お客さまのネットワーク環境に合わせたホスト名•パスワー 
醒^ ド • IP アドレスに設定し直してください。 

設定方法に関しましては、このあとの 「BMC に対する各種設定」を参照願います。 
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本装置側の設定 


本機能を使用するにあたり、設定を行わなければならない内容について説明します。 

初期設定 

WEB サーバ機能を使用するために 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM で設定を変更します。 
rEXPRESSBUILDERJCD - ROM を起動し、「ツールメニュー」から「システムマネージメント 
機能」、「アドバンスドリモートマネージメントカードの設定」の順に選択します。 

「アドバンスドリモートマネージメントカードの設定」メニューで「リモートマネージメント 
コンソール」を「有効」に設定し、「登録」を選択します。 

I p-O セキュリティの理由から出荷時には BMC の WEB サーバ機能は使用できません。 


グラフィックスアクセラレータドライバの組み込み 

參本装置の 0S が Windows の場合 

シームレスインストールおよびシステムのアップデート時にインストールされるドライ 
パをそのままご使用ください。 


• 本装置の 0S が Linux の場合 

II ^ Linux の場合、構成により自動でモニタ/ Driver / ビデオメモリの設定が反映されない場 
合がありますので、テキストモードでの運用をお勧めします。 

Linux の対応については、『8番街』： http :// nec 8. com / の " Linux on Express 5800"から最 
新/詳細情報を入手してください。 


八—ドウエア編 
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マウスのプ□パティの変更 

本装置の 0 S が Windows Server 2003の場合、下記に示す「マウスのプ□パティ」の「ポイ 
ンタオプション」にあります「速度」の設定で、「ポインタの精度を高める」のチェックボック 
スを外してください。 

また、リモート KVM コンソールにて、マウスカーソルが画面右下まで動かせないときは、 
ここの「ポインタの速度を選択する」を調節してください。 



250 






























管理 PC 側の設定 


本装置と管理 PC との接続を行うにあたり、管理 PC 側で考慮しなければならない内容につい 
て説明します。 

ブラウザの設定 

以下の設定を行ってください。 

- SSL を有効にしてください。 

TLS 1.0 または SSL 3.0 を有効にし、 SSL 2.0 は無効にしてください。 

動作対応ブラウザ 

以下のブラウザについて、動作を確認しております。 

— Microsoft Internet Explorer 6.0 
— Netscape 7.0 
- Mozilla 1.6 

Java 2 Runtime Environment 

Java 2 Runtime Environment , Standard Edition 1.4.2_04 以降が必要です。以下の場所よ 
りダウン□ー ドできます。 

http :// java . sun . com / j 2 se / 

未インストールで□グインページにアクセスすると、以下のようなメッセージが表示される 
場合があります。内容を確認して、実行してください 
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リ モー ト マネージ メントの使い方 


概要 

BMC の WEB サーバ機能を使用し、 WEB ブラウザから本装置の電源制御やリモート KVM コ 
ン ソールを 利用できます。 

本機能は Java Applet で実現しています。 


接続方法 

管理 PC 上の WEB ブラウザから下記の URL にアクセスしてください。 

URL : http :// BMC _ HostPort / index.htm 

pi ； • " BMC _ HostPort " は、 BMC の IP アドレスもしくはホスト名の後に、コロンと http のポー 
|匕/卜| 卜番号を加えたものです。 

http のポート番号が80(デフォルト)の場合は、ポート番号は省略可能です。 

• DHCP 機能を使用し、かつ、 DNS サーバに自動登録を行う場合、 BMC のデフォルトのホ 
スト名は、 ARMC の文字に MAC アドレスを追加した名前になります。 


デフオルトのホスト 


• DHCP を無効化してご利用いただく場合は、初めに、デフォルトの IP アドレス 
"192.168.1.1" が使用可能な口ーカルなネットワーク内で、このデフォルトの IP アドレス 
でアクセスしてくださし、。 

次に、この後で説明する 「 BMC に対する各種設定」を参照して、 IP アドレスなどをお客様 
のネットワーク環境に合わせて設定してください。 

IP アドレスなどの設定が終了しましたら、ご使用になられるネットワークに接続して、 
設定された IP アドレスもしくはホスト名でアクセスしてください。 


IP アドレス 

:192.168 .1.1 

ューザ名 

: administrator 

パスワード 

:(なし) 

ホスト名^ 

: ARMC 00004 C 9 FXXXX 
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初めてご利用いただく際に、以下のような「セキュリティの警告」ダイア□ヴボックスが表示 
される場合がございます。メッセージを良くお確かめの上、「はい」、もしくは「常に」をク 
リックして<ださい。□グインページが表示されます。内容に不審な点が見られる場合は、 
「いいえ」をクリツクしてください。 



■ I ： SSL で接続を行った場合は、上記以外に SSL のための サーノ ■? 証明書に関する「セキュリティ 
の警告」ダイア ロ グボックスがいくつか表示される場合があります。 


□グイン • □グアウト 

□グイン 

ログインページが表示されましたら、ユーザー名/パスワードを入力し、「ログイン」をク 
リックしてください。 

初めて□グインする場合は、下記のデフォルトの ユーザー 名/パ スワー ドを入力してログイ 
ンしてください。 

デフオルトのユーザー名 ： administrator 
デフォルト パ スワード： なし（何も入力しない） 

胃~〇 デフオルトではパスワードが設定されておりませんので、ログイン後、速やかにパスワード 
を設定してください。 

セキュリティ上、デフォルトのユーザ名も合わせて変更することを推奨いたします。 

設定 • 変更の方法に関しましては、このあとで説明する 「BMC に対する各種設定」を参照し 
て < ださい。 
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パスワード認証を通ると、下記のようなエンドユーザーライセンスアグリーメントが表示さ 
れます。 



内容を良く確認してください。 

内容に同意できる場合は、「同意します」をウリックしてください。本機能を利用できます。 
内容に同意できない場合は、「同意しません」をクリックしてください。□グイン画面に戻り 
ます。本機能を利用することはできません。 

■: 「同意します」をクリックすると、管理 PC 上に情報が保存されますので、次回以降、この 

I ヒン p | メッセージは表示されなくなります。 


ログアウト 

左上のファイルメニューをクリックし、「終了」を選択することでログアウトできます。 
ログアウトすると、メインウインドウをク□ーズし、ブラウザ上のログインぺージに戻りま 
す。 


254 






















メインウインドウ 



① 


② 


③ 


④ 


① クリツウするとファイルメニューが表示されます。 

「終了」を選択すると、本アブレツトを終了させることができます。 

② クリツウするとウィンドウメニューが表示されます。 

ウィンドウメニューからリモート KVM コンソールウィンドウなど、各種ウィンドウを開 
くことができます。 

(3) メインフレームです。 

ここに、各種ウィンドウを表示します。 

④ クリツウするとヘルプメニューが表示されます。 

「パージョン情報」をウリツクすると、本アブレツトのパージョン情報を確認することが 
できます。 
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コント□ールパネル 

本装置の状態表示や電源制御を行うことができます。 

また、リモート KVM コンソールなど、各種ウィンドウを起動します。 


各部の機能 



① BMC のホスト名あるいは IP アドレスが表示されます。 

② 装置の状態が表示されます。 

③ 装置のパワーランプです。本装置の電源状態を示します。 

④ 装置の POWER スイッチです。（装置の POWER スイッチを押すのと同等です。） 

⑤ 装置を強制電源オフします。 

⑧装置を強制リセットします。 

⑦ リモート KVM コンソールを起動します。 

⑧ BMC コンフィグレーションを起動します。 

⑨ ファームウエアアップデートを起動します。 

® ユーザ名が表示されます。 

⑪ BMC との接続状態が表示されます。 

® 通信のセキュリティ状態が表示されます。 

⑱ネットワークアクセスの状態を示します。 

⑭装置の STATUS ランプです。装置の状態を示します。 

⑯装置のメモリダンプを行います。（装置の DUMP スイッチを押すのと同等です。） 
⑱装置のユニット ID ランプを点滅させます。 

⑰ システムイベント□グ (SEL) を表示するウィンドウを開きます。 

⑱センサ装置情報 (SDR) を表示するウィンドウを開きます。 

⑱保守交換部品情報 (FRU) を表示するウィンドウを開きます。 

⑳コント□—ルパネルを隠します。 
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■J モート KVM コンソール 

BMC のリモート KVM コンソール機能により、□—カルコンソールを、ネットワークを介し 
て管理 PC のブラウザに転送することができます。 

管理 PC から本装置に対して、ビデオ、キーボード、およびマウスを使用して完全にアクセ 
スできるようになります。 

リモート KVM コンソールは、以下の5種類の解像度をサポートしています。 


1024 x 768 
800 x 600 
640 x 480 
720 x 400 
720 x 350 

本装置の解像度は、これらのいずれかに設定してください。 

上記以外の解像度の場合、リモート KVM コンソールには表示されません。 

KVM とは、キーボード ( Keyboard )、 ビデオ ( Video )、 マウス ( Mouse ) の頭文字を採ったもの 
です。 

リモート KVM コンソールは、従来のシリアルコンソールをリモートで使用するものとは違 
い、グラフ ィ ックスをそのままリモートで使用できるものです。 

リモート KVM コンソールは、プロキシを経由した接続ではご利用になれません。 

リモート KVM コンソールを使用する場合は、プロキシを使用しない設定で□グインしてく 
ださい。 


リモート KVM コンソールウィンドウの起動 

コントロールパネル上のリモート KVM コンソールの起動アイコン [ 丽! ] をクリックすると、 
リモート KVM コンソールウインドウが表示されます。 



□一カルコンソールから BMC に対して□グインした場合、リモート KVM コンソールは絶対 
に開かないで<ださい。 

キーボードやマウスの入力が不可能な状態になってしまいます。 



U 1 エック| 


■L 

rEyn 



Lf エック I 
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リモート KVM コンソールウインドウの各部の名称 



① KVM インジケータです。解像度などの情報が表示されます。 

② 、③、④、⑤は特殊アイコンです。特殊キーを入力するときに使用します。 

⑧画面リフレッシュアイコンです。画面をリフレッシュするときに使用します。 

⑦ KVM プ□パティアイコンです。 

⑧ 拡大アイコンです。表示を拡大したいときに使用します。 

⑨ 縮小アイコンです。表示を縮小したいときに使用します。 

⑯等倍アイコンです。表示を等倍に戻したいときに使用します。 

⑪ウィンドウリサイズアイコンです。ウィンドウサイズを画面サイズに合わせます。 

© リモート KVM コンソール画面です。本装置の画面が表示されます。 

p -〇 リモート KVM コンソールウィンドウから Shift + CapsLock を押下して操作する場合、管理 
PC 側の CapsLock LED の状態と異なることがあります。また、リモート KVM ] ンソール 
ウィンドウを使用後に管理 PC 側の CapsLock の状態が変わることがあります。 
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特殊 キーの 入力 

特殊キーについては以下の4種類の特殊キーアイコンをクリックすることで、ホストサーパ 
に対して入力することができます。 


(開放状態）、 ESI (押下状態）：クリックする毎に変化します。 

Ctrl Alt \ (開放状態）、(押下状態）：ウリツクする毎に変化します。 


H -〇 例えば、 " Ctrl + Alt + Del ” を入力する場合は、 [ Ctrl + Alt ] アイコンをクリックし、キーポー 
匾^ ドの Del キーを押下すると、本装置へ " Ctrl + Alt + Del " が送信されます。入力後、 

[ Ctrl + Alt ] アイコンを再度クリックして、特殊キー入力を解除してください。また、 
[ Ctrl + Alt ] アイコンをクリック状態の場合、本装置側のキーボードの Del キーを押下した 
場合も本装置へ" Ctrl + Alt + Del ” が送信されます。 


[winj (Windows キーアイコン） 
し!」 （“丨”：パイプキーアイコン） 


画面の拡大 • 縮小 

拡大アイコン [ _:致 ] をクリックすると、表示内容が大きくなります。 

縮小アイコン[境]をクリックすると、表示内容が小さくなります。 

等倍アイコン [0^] をクリックすると、装置と同じ大きさの表示となります。 

ウィンドウリサイズアイコン [_] をクリックすると、リモート KVM コンソールウィンド 
ウのサイズをリモート画面サイズに合わせます。 


画面のリフレッシュ 

画面リフレッシュアイコン [ 窗 ] をクリックすると、リモート KVM コンソール画面のリフ 
レッシュを行います。画面表示が乱れた場合は、リフレッシュを行ってください。 


プロパティ変更 

KVM プ□パティアイコン [ ム ] をクリックすると、 KVM プ□パティ画面が表示されます。 
ここで、自動的に行われる画面リフレッシュの間隔を指定できます。 

1-0 この間隔を短くすることで、画面上に残るゴミを少なくすることができます。ただし、画面 
_ のリフレッシュには負荷がかかりますので、あまり短くすると、端末の応答速度が悪くなつ 
たり、ネットワーク上のトラフィックに影響を与えたりすることがあります。 
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IPMI 情報 

システムイベント□グ ( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR ) 、保守交換部品情報 ( FRU ) をそれぞれ表 
示することができます。これらを IPMI 情報と呼びます。これらの情報から、本装置上で起 
こった障害や各種イペントの発生を調査し、保守交換部品を特定することができます。 


システムイベントログ (SEL) の表示 




192.168 .1.1 

I - 

〇 SB オン 

administrator j [= 


© 正 © 


a 

m 

MJ 

m 


( 




コントロールパネル上のシステムイベント□グ ( SEL ) の起動アイコン [ _ ] をクリックする 
と、 BMC から SEL 情報を読み込み、以下のようなシステムイベント□グ ( SEL ) ウィンドウを 
開いて SEL を表示します。 



上段に一覧が表示され、下段に一覧表示で選択されたエントリの詳細情報が表示されます。 
再読み込みアイコン [©] をクリックすることで、 BMC から再度 SEL 情報を読み込み、最 
新情報を表示することができます。 


SEL 情報のクリア 

SEL クリアアイコン d ] をクリックすることで、 BMC 上の SEL 情報をクリアすることがで 
きます。確認メッセージが表示されますので、良ければ[はい]をクリックしてください。こ 
こで、「いいえ」をクリックすれば、 SEL クリアは行われません。 
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センサ装置情報 (SDR) の表示 


Network Status 

Host Information 

LED —— 

Power Cot 

trot 

Window 

lEi 

1192.168 .1.1 

「 

o SS オン 

Q 

s 

EJ | 

訓 ^ r 


administrator 」 l~ag~~] Q 

H j 

© 3E« 







コントロールパネル上のセンサ装置情報 ( SDR ) の起動アイコン [ 国】 ] をクリックすると、 
BMC から SDR 情報を読み込み、以下のようなセンサ装置情報 ( SDR ) ウィンドウを開いて 
SDR を表示します。 


-センサ茕 報 (SDR> 

因- 

題 

レコード ID 

センサ棰刖 

オーナ 


1h 

電圧 (Processorl VCCP) 

Basbrd Mgmt Ctlr 

▲ 

2h 

電圧 (Processor 2 VCCP) 

Basbrd Mgmt Ctlr 


3h 

電圧 (日 aseboard 3.3V) 

Basbrd Mgmt Ctlr 


4h 

電圧 (Baseboard 3.3VSB) 

Basbrd Mgmt Ctlr 


5h 

電圧 (日 aseboard 5V) 

Basbrd Mgmt Ctlr 

▼ 


[ レコード ID]1h 

[センサ 種別】電圧 (Processor 1VCCP) 

[センサ 位蛋 ] Processor! 

[ オーナ】 Basbrd Mgmt Ctlr 

[ 上限値不能レペル)】監視なし 

[ 上限値兜陝レペル)】 1 .64Volts 監視再閉値: 1 ,63Volts) 

[ 上限値 (t 告レペル)】 1 .56Volts ® 視再閉値: 1 .55Volts) 

[ 下限値潛告レペル)】 1 .15Volts 涅視再閉値: 1 .16Volts) 

[ 下限値兜陝レペル)】 1 .06Volts 監視再閉値: 1 .07Volts) 

[ 下限値不能レペル)】監視なし 



[ダンプ] 

0100 5101 
85 32 1B1B 
B0 5B FF00 
50 72 6 F 63 

3 日 20 0010 03 01 7F E9 02 0185 32 

00 04 00 00 EB 42 07 01 00 B4 07 82 

00 BF B0 00 49 5B 02 02 00 00 00 D0 

65 73 73 6F 72 20 3120 56 43 43 50 




上段に一覧が表示され、下段に一覧表示で選択されたエントリの詳細情報が表示されます。 


SDR 情報とは、本装置の各種センサについての定義情報です。 
QEyFI この情報に従って、 BMC は本装置のセンサ監視を行います。 
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保守交換部品情報 (FRU) の表示 


〇 SS オン 

〇正® 


Power Control 


Q 








MJ 


Window - 远 




Nttworti Status 


Host Information 


administrator _| |^| Q 


コントロールパネル上の保守交換部品情報 ( FRU ) の起動アイコン [la ] をクリックすると、 
BMC から FRU 情報を読み込み、下記のような保守交換部品情報 ( FRU ) ウィンドウを開いて表 
ホしま"5"。 



上段に一覧が表示され、下段に一覧表示で選択されたエントリの詳細情報が表示されます。 
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コントロールパネル上の BMC コンフィグレーシヨンの起動アイコン[銳 ] をウリックする 
と、以下のような BMC コンフィグレーションウィンドウが表示されます。 



① BMC コンフィグレーションファイルを読み込みます。 

② BMC コンフィグレーションをファイルに保存します。 

③ BMC コンフィグレーションの編集が行えます。 

④ BMC コンフィグレーションを再度読み込みます。 

⑤ ファイルから読み込んだ情報を BMC へ一括して設定します。 

⑥ 設定項目を選択するツリーです。 

⑦ 現在の設定値の概要が表示されます。 

響— ファイルからコンフィグレーションを読み込んだ場合は、 BMC への一括設定を使用し 
|ヒント| てください。 


BMC に対する各種設定 

BMC に対する各種設定を行うことができます。 


巳 MC コンフイグレーシヨンウインドウの起動 
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ユーザ設定 

ユーザアカウントの設定を行います。 

BMC コンフィグレーシヨンウィンドウの左欄で「ユーザ」をクリックすると、右欄に全20ア 
カウント分の一覧が表示されます。 

修正もしくは追加したいアカウントを選択し、編集アイコン [G'] をクリックすると、下記 
のようなユーザアカウント編集ウィンドウが表示されます。 



① 

② 


■③ 


① ユーザ名を入力してください。 

② パスワードを入力してください。 

③ リモート KVM コンソール……有効(許可)/無効(不許可)が指定できます。 

チェックボックスをチェックすることにより有効(許可)に 
なります。 

■ I ： 上記の「レベル」に関わりなく、リモート KVM コンソールの使用許可/不許可が設定できま 

rtvri す。 


「OK」 をクリックすると、編集画面の内容が全て BMC に書き込まれます。 
「キャンセル」をクリックすると、編集内容を破棄して、編集画面を閉じます。 
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ネットワークの設定 

BMC に対して、 IP アドレスなどのネットワーク関連の設定を行います。 


• 「デフォルトゲートウェイ」を設定する場合は、ゲートウェイ、本装置、管理用 PC が 
ネットワークで通信できる状態で実施する必要があります。 

• 通信できない環境で設定した場合には、設定後ゲートウェイ、本装置、管理用 PC が 
ネットワークで通信可能な状態で本装置の AC を一度 OFF / ON する必要があります。 


リモートマネージメント機能では、以下のポートを使用します。 

ファイヤーウォールを設置されているネツトワーク環境では、ファイヤーウォールでの対応 
が必要となります。 


モジュール名 

ポート番号 

Protocol 

方向 

モジュール名 

ポート番号 

リモート KVM クライアント 

不定 

UDP 

—— 

BMC 

623 

メールサーバ 

25* 1 

TCP 

—— 

BMC 

不定 

WEB クライアント 

不定 

TCP 

一一 

BMC 

8〇*2 

WEB クライアント (SSL) 

不定 

TCP 

—— 

BMC 

443* 3 


*1[BMC コンフィグレーション]—[通報メール設定]— [SMTP]—[SMTP ポート番号]で変更可能 
*2 [BMC コンフィグレーション]— [WEB サーパ設定]— [WEB サーパ: |—[HTTP ポート番号]で変更可能 
*3 [BMC コンフィグレーション]— [WEB サーバ設定]— [WEB サーパ〕— [SSL ポート番号]で変更可能 


BMC コンフィグレーションウィンドウの左欄で「ネットワーク」をクリックすると、以下の 
ように、右欄がネットワーク設定の概要に切り替わります。 



編集アイコン [ ぼ]をクリックすると、次に示す様な編集ウィンドウが表示されます。 
ネットワーク関連の編集ウィンドウは3つのタブで構成されています。 
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- LAN 



① 


②. 


③. 


① BMC の持つ MAC アドレスが表示されます。 

② DHCP による IP アドレスの自動取得を行うか否かを選択します。 

③ DHCP による自動取得を行わない場合には、ここで設定を行います。 DHCP で自動取得す 
る場合は、ここに自動取得された内容が表示されます。 

H -0 • IP アドレスを変更する場合、 「0 K 」 をクリックして BMC への設定が完了した時点で、現 

在の接続は切断されます。 

-度ウィンドウを閉じて終了し、再度、新しく設定した IP アドレス(あるいはホスト名） 
をブラウザに入力して□グインしなおしてください。 

* ブラウザに表示が残つているログインページは、旧アドレスでアクセスした際のもので 
すので、それで□グインすることはできません。 
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DNS 



① 


②. 


① DHCP による DNS サーパの IP アドレス自動取得を行ろか否かを選択します。 

② DHCP による自動取得を行わない場合には、ここで設定を行います。 DHCP で自動取得す 
る場合は、ここに自動取得された内容が表示されます。 
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—ホスト名 



① 


②. 


③. 


④ 


① DHCP を使用する際に、ホスト名が未設定な場合に使用されるデフォルトのホスト名で 
す。 

② BMC のホスト名を設定します。この欄が未設定な場合は、①のデフォルトホスト名が使 
用されます。 

③ BMC が所属するネットワークのドメイン名を設定します。 

④ DNS サーパへのホスト名の登録を行うか否かを選択します。 

巳 MC のホスト名は、本装置の 0 S 上のホスト名 (Windows の場合はコンピュータ名）を容易に 
1-0^1 類推できるように設定することを推奨します。 

例えば、 OS 上のホスト名が“ sapphire ” ならば、 BMC のホスト名は‘‘ sapphire _ bmc ” などと 
設定します。 

I p -〇 BMC は、本装置の OS とは独立した LAN コント□ーラを使用しますので、 BMC のホスト名 
5^ およびドメイン名を本装置の os のものと全く同じにすることはできません。所属するネッ 
トワークドメインが異なるのであれば、ホスト名を同じにすることは可能です。 

[OK] をクリックすると、3つのタブで構成された編集画面の内容が、全て BMC に書き込まれ 
ます。 

[キャンセル]をクリックすると、編集内容を破棄して、編集画面を閉じます。 
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WEB サーバの 設定 

BMC に対して、 HTTP ポートなど WEB サーパ関連の設定を行います。 

BMC コンフィグレーシヨンウィンドウの左欄で 「WEB サーバ」をクリックすると、以下のよ 
うに、右欄が WEB サーパ設定の概要に切り替わります。 



H -〇 * HTTP ポート番号、 SSL の有効/無効、 SSL ポート番号を変更すると現在の接続は一 
時的に切断されます。 

一度ウィンドウを閉じて終了し、再度、新しく設定したポート番号をブラウザに入力し 
て□グインしなおしてください。 

參ブラウザに表示が残っている□グインページは、古い WEB サーバの設定でアクセスし 
た際ののですので、それで□グインすることはできません。 
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編集アイコン [G'] をクリックすると、次に示す様な編集ウィンドウが表示されます。 



① HTTP のポート番号を指定します。 

② SSL 通信の有効/無効を指定します。有効のチェックボックスをチェックすると、 
HTTPS (SSL 有効)での接続となります。チェックを外すことで SSL の無効の設定になり 
ます。 

■一 

複数の Web ブラウザから同時に接続を行わない場合には暗号化された HTTPS プロトコルでの接 
続を推奨します。なお、 SSL を有効に設定した場合、複数の Web ブラウザから同時に接続を行 
うことはできません。 

③ SSL ポート番号を指定します。 

④ ログイン試行期間は、□グインに失敗したとき、再度□グインを試みることができる期 
間を指定します。 

⑤ ログイン失敗可能回数は、③で指定した期間内に、ここで設定した回数を超えて□ヴイ 
ンに失敗した場合、以下⑤で指定する期間、□グインを拒否します。 

⑧アカウントロック期間は、□グインを拒否する時間を指定します。 

■一 

上記の3項目は、自動で行われる不正ログインに対して、防御の効果が期待できます。ただし、 
完全に防げるわけではありません。 
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[デフォルト]をクリッウすると、 HTTP ポート番号と SSL ポート番号、および□グイン 
試行期間、□グイン失敗可能回数、アカウント□ッウ期間の欄にデフォルト値が表示されま 
す。ただし 、 SS L 有効/無効のチェック欄は変わりません。 

[0 K ] をクリックすると、編集画面の内容が全て BMC に書き込まれます。 

[キャンセル]をクリックすると、編集内容を破棄して、編集画面を閉じます。 


通報 メールの 設定 

BMC に対して、通報メール関連の設定を行います。 

BMC コン フィグレー シヨンウィンドウの左欄で「通報メール」をクリックすると、以下のよ 
うに、 右欄が通報メール設定の概要に切り替わります。 



編集アイコン [] をクリックすると、次ページに示す様な編集ウィンドウが表示されま 
す。編集ウィンドウは4つのタブで分割されています。 
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_ 基本 



① 

② 


③ 


① 通報メール機能の有効/無効をチェックボックスにて指定します。チェックを入れると、 
メール関連の設定が可能になります。 

② 通報レペルを指定します。6段階のレベルで選択可能です。 

通報レペルは、その要因となるイペントの重要度によって分けられています。 

③ テストメールの発信が行えます。 

M -〇 メール送信テストは、次ページ以降に記載する「通報メール設定」をすベて終了させた後に 

nsa 行ってください。 

なお、編集画面に入力しただけでは、設定は完了になりません。必要事項を入力後、 「 ok 」 
をクリックして BMC への 設定を完了してください。 

■|i 要因となるイベントの重要度によって、通報メールのメールヘッダの X - Priority : フィールド 

しド-,「 | が変化します。 

回復不能，異常 X - Priority : 1 
警告 X - Priority : 3 

回復.情報.監視 X - Priority : 5 
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-メッセージ 



① 通報メールの宛先メールアドレスを指定します。4つまで指定できます。 

② 通報メールの発信メールアドレスを指定します。 

③ 通報メールに付けるサブジェクトを記入します。 

④ 下の⑤で指定する通報メールに付ける本文の共通部分の有効/無効を指定します。 

⑤ 通報メールに付ける本文の共通部分を記入します。不要な場合は、④のチェックを外し 
てください。「デフォルトメッセージの取得」をクリックすると、推奨メッセージが表示 
されます。 


rEvFI 


ここで設定したサブジェクトとメッセージが、すべての通報メールに対して付けられま 
す。 

なお、サブジェクトとメッセージについては、日本語での入力も可能ですが、メールア 
ドレスについては、日本語での入力はできません。 
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一 SMTP 


渔银メール設定 


麵 


0 


基本 メッセージ | SMTP I その他 


SMTP 設定 

* SMTP サーバアドレス (S>: lsmtp.sample.com 


SMTP ボート番苟 B): 
リトライ回鼙 (y): 
リトライ間|»⑴： 


[25_J 

liij 岡 

lio I [»1 


デフオル h(D) 


OK 


キャンセ jKg 


① SMTP サーパのアドレスを指定します。 IP アドレスまたはホスト名での指定が可能で 
す。 

② SMTP サーパのポート番号を指定します。 

③ メール送信失敗時に何回リトライさせるかを指定します。 

④ メール送信失敗時のリトライを行う際に、何秒持たせるのかを指定します。 

「デフォルト」をウリツウすると、 SMTP ポート番号とリトライ回数、リトライ圊隔の欄にデ 
フォルト値が表示されます。特に理由が無い限りデフォルト値での設定を推奨します。 

I p-O 本製品は SMTPISI 正 (SMTP-AUTH) には文寸応してお D ません。 


© ②一£5 S 

























—その他 



① 


② 


①通報メールの本文に付加する情報を指定します。 

ここで指定した情報が、メッセージタブのメッセージ欄で指定したメッセージと合わせ 
て、通報メールの本文となります。 


製品情報 . 装置の製品名、型名、号機番号 

IP アドレス .BMC の IP アドレス 

タイムスタンプ . イペントが発生した時刻 

SEL ダンプ . システムイベントログ (SEL) を16進数で表したデータ 

巳 MC の URL.ARMC の□グインページへの URL 

巳 MC の FQDN.BMC のフノレドメイン名 

LCD メッセージ . イペント発生時のサーパの LCD メッセージ 

BMC FW Rev.BMC ファームウェア /SDR/PIA のレビジョン情報 


②通報メールのメールヘッダに付く Date フィールドに使用されます。 
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ファームウェアアップデート 

アブレットおよび、 KVM ファームウェア、 BMC ファームウェア、センサ装置情報 (SDR)、 
プラットフオーム情報 (PIA) のアップデートを行うことができます。 

ファームウェアアップデートウインドウの起動 



コント□—ルパネル上のファームウエアアップデートの起動アイコン[毒 1 ] をクリッウする 
と、 BMC からそれぞれのレビジョン情報を読み込み、以下のようなファームウエアアップ 
デートウインドウを表示します。 



「キャンセル」をクリツクすると何もせずに終了し、ファームウェアアップデートウインドウ 
を閉じます。 


次ページ以降で、アップデートの手順について順を追って説明します。 
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アップデートデータファイルの読み込み 

アップデートファイルの追力 □ [-0] をクリツウすると、以下のようなファイル選択画面が表 
示されます。 



アップデートデータのファイルを指定してください。 

ファイル指定後、「開く」をクリックすると、ファイルの読み込みを開始します。 
読み込みが完了するまで、しばらくお待ちください。 

■: アップデートはまとめて実行可能です。 

複数のアップデート対象がある場合は、各対象のアップデート情報を全て読み込んでくださ 
い。読み込みファイルを複数同時に選択することも可能です。 
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レビジョンの確認 

データファイルの読み込みが完了すると、画面に現在のレビジョンと読み込んだデータのレ 
ビジョンおよびファイルの情報(ファイル名とタイムスタンプ)が表示されます。 

間違いないかご確認ください。 



^ ダウングレードも可能となっておりますので、それぞれのレビジョンについて良<確認して 

チェ'リ々| しさし、〇 

なお、アップデートデータのクリア[@]をクリックすると、読み込んだデータを全て破 
棄します。また、「キャンセル」をクリックすると、読み込んだデータを全て破棄して、アツ 
プデートウインドウを閉じます。 


アップデート対象の選択 

更新チェックボックスにて、アップデートする対象を選択してください。 


ファームウエアアップデ "-I 


因 


•0 0 




対象 

現在のレビジョン 

祈しいレビジョ: 

アゴレット 

09.01 

00.06 

KVM ファームウエア 

03.1d 

03.29 

ゴラットフォーム情報 (PIA) 

01.01 

01.01 

BMC ファームウェア 

Of.18 

Of.21 

乜ンサ装罡牾報 (SDR) 

77.07 



更_ 

□— 


ファイル名 

タイムスタンゴ| 

gng0006.bin 

2004/04/06 14:09:12 

ABMC.RBF 

2003/09/14 23:10:14 

PIAOIOl.hex 

2004/03/13 14:44:00 

ん卜:'.へ--”.けン 

2004/05/19 15:23:02 


キャンセ 


[f エック J 


ここで指定したものだけが書き込まれます。 

ファイルを読み込ませただけで指定していない項目については、書き込みを行いません。 


H -〇 SDR と PIA の双方をアップデートする場合は、必ず、同時に書き込み指定を行ってくださ 
fa 事 当 い0 

書き込みを2回に分けると、最初に書き込んだ方は無効になります。 
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アップデートデータの書き込み 

アップデートの書き込み [ 或 ] をクリッウすると、 BMC へアップデートデータの書き込み 
を開始します。 


‘フ r ムウIアアップデー ト /ゴ E 

-0 0 4, 


の著き込みしョン 

折しいレビジ3ン 
00.06 

□ 


ファイル名 
gng0006.bin 

タイムスタンゴ1 

2004/04/0614:09:12 

アップゲート 

m 

アプレット 

09.01 

KVM ファームウェア 

03.1 d 

03.29 

Id 


ABMC.RBF 

2003/09/14 23:10:14 

プラットフォーム借報 (PIA) 

01.01 

01.01 

□ 


PIAOIOl.hex 

2004/03/13 14:44:00 

BMC ファームウェア 

Of.18 

Of.21 

0 


ABMCFW.bhx 

2004腿1915:23:02 

乜 ンサ装蛋情報 (SDR) 

77.07 


□ 





キャンセ』 


それぞれのアップデート対象毎に以下のよラな書き込みの進埗を表すウィンドウが表示され 
ます。 


アップデート進縿 


アップデートを開始しています。 

_ 0 %_ 

アッ プデー トの準纔を行っています。 

0 % 


途中でエラーを検出するとエラーメッセージを表示して終了します。 


完了 

書き込みが終了すると、「状態」欄に、それぞれ「対象」毎の結果が表示されます。 


^ファームウェアアップデーI 


WM 




•0 H 




対象 

現在のレビジョン 1 折しいレビジョ -Jm 

アゴレット 

09.01 

00.06 L 

KVM ファー ムウ エア 

03.1 d 

03.29 

- 

プラットフォーム情報 (PIA) 

01.01 

01.01 


BMC ファームウェア 

Of.18 

Of.21 

- 

乜ンサ装蚩牾報 (SDR) 

77.07 






二 : gi 
完了 AI 


完了 


アイル名 

タイムスタンプ 

30006 .bin 

2004/04/06 14:09:12 

V1C.RBF 

2003/09/14 23:10:14 

.01 01 .hex 

2004/03/13 14:44:00 

: ハ ..… 卜 . 

2004/05/19 15:23:02 



キャンセル <g 


エック J 


アブレット以外の対象について、実際にアップデートを適用するためには本装置の再起 
動、あるいはサーパの電源オフ/オンを行ってください。 

本装置の再起動あるいは電源オンを行い、 BMC ファームウエア、 SDR 、 PIA のアップ 
デートを適用した場合、 BMC との接続が切断されますので、引き続き使用する場合 
は、再度□グインしてください。 

アブレットのアップデートを適用するには、一旦、□グアウトして、すべてのブラウザ 
を閉じた後に、再度□グインしてください。 

本装置を再起動する必要はありません。 
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トラブ J レシユーテイング 


エラーメッセージ 


リモートマネージメントを使用している際に、何らかの異常が発生して管理 PC 上に エラー 
ダイアログが表示される場合があります。メッセージとそれに対する対処方法を以下に示し 
ます。 


致命的エラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

致命的なエラー。 JavaVM を終了し 
ます。 

再度□グインしてください。 

同様なメッセージが出力される場合は、サポート部 
門にお問い合わせください。 

2 

致命的なソフトウェアエラーが発生 
しよし/こ 0 

再度□グインしてください。 

同様なメッセージが出力される場合はサボート部門 
にお問い合わせください。 


ログイン時のエラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

認証エラーです。 

ューザ名とパスワードを確認して、再度入力してく 
ださい。 


アクセス権のエラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

許可されていない操作です。権利レ 
ペルが不足しています。 

管理者 (Administrator) レベルで行ってください。 
管理者の方にご相談ください。 
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ネットワーク系のエラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

HTTP 通信に失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

2 

IP アドレスが解決できませんでし 
た。 

ネットワーク環境を確認してください。 

プロキシを経由した接続では、リモート KVM コン 
ソールはご利用頂けません。 

3 

目的のホストに到達できません。 

ネットワーク環境を確認して<ださい。 

プロキシを経由した接続では、リモート KVM コン 
ソールはご利用頂けません。 

4 

ネットワークエラーが発生しまし 
た： 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

5 

アブレットのダウン□—ドに失敗し 
ま しすし 0 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

また、 SSL を有効にしている場合、複数のクライア 
ントから同時に接続することはできません。他のク 
ライアントを終了させてがらもう一度実行してくだ 
さい。 

6 

RMCP+ のセッシヨンはクローズされ 
ています。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

7 

RMCP+ のセッシヨン確立に失敗しま 
した。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

8 

RMCP+ の送信に失敗しました。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

9 

指定された RMCP+ プロトコルは利用 
できません。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

10 

新しい RMCP+ セッシヨンを確立する 
ための BMC のリソースが不足してい 
ます。 

他のクライアントからの接続が終了した後、再度実 
行してください。 

11 

RMCP+ 接続がタイムアウトしまし 
た。 

ネットワーク環境やサーバ側を確認してください。 
特に問題が見当たらない場合は、サポート部門にお 
問い合わせください。 
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巳 MC 関連のエラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

IPMI リクエストがアボートされまし 
た。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度行っ 
ても取得に失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サボート部門にお問い合わ 
せください。 

2 

BMC から不正なレスポンスを受信し 
ま しすし 0 

サーバ側を確認してください。 BMC が故障してい 
る可能性があります。 

特に問題が見つからない場合は、サボート部門にお 
問い合わせください。 

3 

BMC は IPMI Z0 の機能をサポートし 
ていません。 

サボート部門にお問い合わせください。 

4 

IPMI コマンドの実行に失敗しまし 
た。 

サーパ側を確認してください。 BMC が故障してい 
る可能性があります。 

特に問題が見つからない場合は、サボート部門にお 
問い合わせください。 

5 

IPMI メッセージの送信に失敗しまし 
た。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

6 

不正な IPMI コマンドが要求されまし 
た。 

サボート部門にお問い合わせください。 

7 

指定された対象が存在しません。 

サーバ側を確認してください。 

特に問題が見つからない場合は、サボート部門にお 
問い合わせください。 
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リ モー ト KVM コンソールでの エラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

リモート KVM コンソールの無効化に 
失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

2 

リモート KVM コンソールの有効化に 
失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

3 

KVM バケットの送信に失敗しまし 
た。 

ネットワーク環境やサーバ側を確認してください。 
特に問題が見当たらない場合は、サボート部門にお 
問い合わせください。 

4 

KVM リクエストがアポートされまし 
た。 

特に問題はありません。 roK」 をクリックしてメ 
ッセージダイア□グボックスを閉じてください。 

5 

UDP バケットの送信に失敗しまし 
た。 

ネットワーク環境やサーバ側を確認してください。 
特に問題が見当たらない場合は、サボート部門にお 
問い合わせください。 

6 

リモート KVM コンソールは無効に設 
定されているため、使用できませ 
ん〇 

257ページを参照し、リモート KVM コンソールを有 
効(許可)にしてください。 

7 

リモート KVM コンソールは既に他の 
クライアントによって使用されてい 
ます。 

リモート KVM コンソールを既に使用中のクライア 
ントが、終了した後に再度実行してください。 

8 

リモート KVM コンソールの終了に失 
敗しました。 

3分以上経過してから、リモート KVM コンソールを 
使用してください。 

9 

BMC コンフィグレーシヨンの設定に 
失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

10 

UDP 接続がクローズされました。 

ネットワーク環境やサーバ側を確認してください。 
特に問題が見当たらない場合は、サボート部門にお 
問い合わせください。 
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システムイベントログ ( SEL ) 表示でのエラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

BMC の SEL クリアに失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度行っ 
ても取得に失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サボート部門にお問い合わ 
せください。 

2 

SEL の取得に失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度行っ 
ても取得に失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サボート部門にお問い合わ 
せください。 


センサ装置情報 ( SDR ) 表示でのェラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

SDR の取得に失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度行っ 
ても取得に失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サボート部門にお問い合わ 
せください。 


保守交換部品情報 ( FRU ) 表示でのェラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

FRU の取得に失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度行っ 
ても取得に失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サボート部門にお問い合わ 
せください。 
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巳 MC コンフイグレーシヨンでのエラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

設定に失敗しました： 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

2 

BMC コンフイグレーシヨンの取得に 
失敗しました： 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

3 

他のソフトウヱアが使用中です。 
しばらくしてから、もラー度、実行 
してください。 

しばらくしてがら、もう一度、実行してください。 

4 

不正な BMC コンフイグレーシヨンフ 
アイルです。 

BMC コンフィグレーションファイルが壊れている 
可能性があります。ファイルを確認してください。 

5 

必要な XML タグが見つかりませんで 
した。 

BMC コンフィグレーションファイルが壊れている 
可能性があります。ファイルを確認してください。 

6 

ファイルの保存に失敗しました。 

BMC コンフィグレーションファイルが正しく保存 
できていません。保存先を変更して、もう一度、実 
行してください。 

7 

ユーザ名が長すぎます。 

長さは32文字以下としてください。 

8 

ユーザ名に不正な文字が含まれてい 
ます。 

ユーザ名には英数字および、「-」（マイナス記号） 

と、「_」（アンダースコア)以外は使用できません。 

9 

パスワードが長すぎます。 

16文字以下としてください。 

10 

パスワードが不一致です。 

パスワードを入力し直してください。 

11 

HTTP ポート番号が不正です。 

数字以外は使用できません。 

12 

SSL ポート番号が不正です。 

数字以外は使用できません。 

13 

HTTP と SSL のポート番号が同じで 
す。 

同じポート番号にはできません。異なる値を使用し 
てください。 

14 

□グイン試行期間が不正です。 

数字以外は使用できません。 

15 

□グイン失敗可能回数が不正です。 

数字以外は使用できません。 

16 

アカウントロック期間が不正です。 

数字以外は使用できません。 

17 

IP アドレスが不正です。 

数字とピリオドで指定してください。 

18 

サブネットマスクが不正です。 

数字とピリオドで指定してください。 

19 

デフォルトゲートウェイが不正で 
す。 

数字とピリオドで指定してください。 

20 

DNS サーバ IP アドレスが不正です。 

数字とピリオドで指定してください。 

21 

ホスト名が不正です。 

ホスト名には英数字および、「-」（マイナス記号） 

と、 r 」（アンダースコア)以外は使用できませ 
ん。」また、長さは256文字以下としてください。 

22 

ドメイン名が不正です。 

ドメイン名には英数字および、「-」（マイナス記号） 

と、 r 」（アンダースコア)、「」（ピリオド)以外は 
使用できません。」また、長さは256文字以下とし 
てください。 


<次ぺ_ジへ続く> 
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項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

23 

SMTP サーバアドレスが長すぎま 
す。 

長さは256文字以下としてください。 

24 

SMTP ポート番号が不正です。 

数字以外は使用できません。 

25 

リトライ回数が不正です。 

数字以外は使用できません。 

26 

リトライ間隔が不正です。 

数字以外は使用できません。 

27 

"To" が長すぎます。 

長さは256文字以下としてください。 

28 

"From" が長すぎます。 

長さは256文字以下としてください。 

29 

"Subject" が長すぎます。 

長さは512文字以下としてください。ただし、日本 
語で入力する場合は、この半分より少ない文字数と 
なります。 

30 

メッセージが長すぎます。 

長さは4064文字以下としてください。ただし、日 
本語で入力する場合は、この半分より少ない文字数 
となります。 

31 

ファイルのオーブンに失敗しました： 

指定のファイルが存在しない可能性があります。フ 
ァイル名などに間違いがないか確認してください。 

32 

ファイルのクローズに失敗しました： 

指定のファイルが壊れている可能性があります。 

33 

ディレクトリは開けません。 

指定のファイルが存在しない可能性があります。フ 
ァイル名などに間違いがないか確認してください。 

34 

タイムアウトが発生しました。 

もう一度、実行してください。 

何度行ってもタイムアウトとなる場合は、サポート 
部門にお問い合わせください。 
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ファ ー ムウ ェ アアツプデートでの エラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

BMa こは次のアップデート未完了の 
イメージがあります： 

サーバを再起動して、アップデートを完了させてく 
ださい。 

2 

アップデートエリアの状態取得に失 
敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度行っ 
ても取得に失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サボート部門にお問い合わ 
せください。 

3 

アップデートデータが大き過ぎます： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
い。 

4 

アップデートの準備に失敗しまし 
た。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もラー度、実行してください。何度行っ 
ても失敗する場合は、 BMC が故障している可能性 
がありますので、サポート部門にお問い合わせくだ 
さぃ。 

5 

ファイルサイズが不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
い。 

6 

レビジョン情報を発見できませんで 
した： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
い。 

7 

□—ルパックイメージの作成に失敗 

しよし i し0 

もラー度、実行してください。何度行っても失敗す 
る場合は、 BMC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

8 

消去に失敗しました。 

もラー度、実行してください。何度行っても失敗す 
る場合は、 BMC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

9 

未サボートのフォーマットパージョ 
ンです: 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
い。 

10 

アッ ブデー トイメージファイルの読 
み込みに失敗しました。 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
い。 

11 

アップデートに失敗しました。 

もラー度、実行してください。何度行っても失敗す 
る場合は、 BMC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

12 

アップデートモードになることが出 
来ませんでした。 

もラー度、実行してください。何度行っても失敗す 
る場合は、 BMC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

13 

アップデート対象を検出できません 
でした： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
い。 

14 

アドレスが不正です。 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
い。 


ぐ;欠へージへ 
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項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

15 

書き込みに失敗しました。 

もう一度、実行してください。何度行っても失敗す 
る場合は、 BMC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

16 

サボートしていない卜ークンを検出 
しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

17 

セグメント情報が不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

18 

データ長が不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。ア'ソプデートファイルを再度入手して < ださ 
い。 

19 

ファイルのオーブンに失敗しました： 

指定のファイルが存在しない可能性があります。フ 
ァイル名などに間違いがないか確認してください。 

20 

ファイルのクローズに失敗しました： 

指定のファイルが壊れている可能性があります。 

21 

ファイルのチェックサムが不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

22 

ファイルの解釈に失敗しました。 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。ア'ソプデートファイルを再度入手して < ださ 
い。 

23 

ファイルの解釈に失敗しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。ア'ソプデートファイルを再度入手して < ださ 
い。 

24 

ファイルの読み込みに失敗しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

25 

ファイルを発見できませんでした： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

26 

ベリファイに失敗しました。 

もう一度、実行してください。何度行っても失敗す 
る場合は、 BMC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

27 

割り込みが発生したので，アップデ 
_卜を中止します。 

クライアント側を確認してください。お客様が使わ 
れている他のソフトウェアによる割り込みの可能性 
があります。 

28 

現在オンラインアップデートは使用 
中です。 

他のツールで行われているオンラインアップデート 
が終了した後、必要に応じて再度実行してくださ 
い。 

29 

現在のレビジョンの取得に失敗しま 
した。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度行っ 
ても取得に失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サボート部門にお問い合わ 
せください。 

30 

行の取得に失敗しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。ア'ソプデートファイルを再度入手してくださ 
い。 


< 次ページへ続く > 
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項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

31 

行の長さが不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

32 

予期しない EOF を検出しました： 

ア 'ソプデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

33 

予期しない1クンを検出しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

34 

PIA がこのサーバに適合しません。 

このサーパ用のプラットフォーム情報 (PIA) ではあ 
りません。アップデートファイルを再度入手してく 
ださい。 


八—ドウエア編 
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■ J セツトとクリア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照してください。 


■ J セツ 


リセットにはスイッチによるハードリセットとキーボードからのソフトリセットの2つがあ 
ります。 

两~〇 リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてしまいます。 

八ングアップしたとき以外でリセツトを行うときは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してください。 


• 八ードリセツト 

本装置前面にある RESET スイツチを押します。 

• ソフトリセツト 

0 S が起動する前に本装置が動作しなくなつたと 
きは、 < Ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しながら、 
< Delete > キーを押してください。本装置がリ 
セツトされます。 


RESET スイッチ 



5里制シャツトダウン 


0 S から本装置をシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を 
OFF にできなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 


本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてくださ 
い。電源が強制的に OFF になります。（電源を再び ON 
にするときは、電源 OFF (強制シャットダウン）から約 
10秒ほど待ってがら電源を ON にしてください。） 

H-0 リモートパワーオン機能を使用している場合 
は、一度、電源を ON にし直して、 0S を起 
動させ、正常な方法で電源を OFF にしてくだ 
さい。 


4秒以上押し続ける 
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CMOS • パスワードのクリア 


本装置自身が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三 
者から保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説玥する方法でパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS に保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行います。 

I n -〇 CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべて出荷時の設定に戻ります。 

パスワード/ CMOS のクリアは I / O ボード上のジャンパスイッチを操作して行います。それぞ 
れの内容をクリアする方法を次に示します。 





③ 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が 
死亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 



ウ 

ェ 

ア 

編 


1. 現在のパラメータ値をメモする。 

2. 124ページを参照して本装置の電源を〇 FF にして、電源コードをコンセントから抜く。 

3. 163ページを参照してリアアクセスカバーを取り外す。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

irOi^ 

• 本装置のジャンパピン（ピン1 1-12) に付いているクリップを使用してください。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となりま 
す。 

• クリップをなくさないよう注意してください0 
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ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 

• パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンを ショー ト：パ スワー ドをクリアする 
2つのピンをオープン：パ スワー ドを保護する（出荷時の設定） 

• CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアする 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護する（出荷時の設定） 

5. 本装置を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

6. POST 画面が表示されたら、本装置の電源を〇 FF にして電源コードをコンセントから抜く。 


7. ジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

響〜圆 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 11-12 に差し込んでおい 
てください。その他のジャンパピンに 
差し込むと誤動作をするおそれがあり 
ます。 



ピン 11-12 


8. 本装置を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

9. BIOS の SETUP ユーティリティを起動して、手順1で控えたパラメータ値に戻す。 
パスワードをクリアした場合は、必要に応じてパスワードを設定し直してください。 

10. 変更した内容を保存して SETUP を終了する。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

參割り込みライン 

出荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムクロック 

1 

キーボード 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COMB シリア ルポー ト (PCI) 

11 

BMCIRQ/PCI 

4 

COMA シリア ルポー ト (PCI) 

12 

マウス 

5 

PCI/LPT2 パラレルポート 

13 

数値演算プロセッサ 

6 

フロッピーディスク 

14 

プライマリ IDE (CD-ROM ドライプ） 

7 

LPT1 パラレルポート 

15 

PCI 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出荷時では、 PCI デパイスの割り込みは次のように割り当てられています。割り込みの設 
定は、 BIOS セットアップメニュ ー「 SETUP 」 で変更できます。詳しくは207ぺージを参照 
してください。 



PIRQ1 

PIRQ2 

PIRQ3 

PIRQ4 

PIRQ5 

PIRQ8 

USB#1 

〇 






USB#2 




〇 



USB20 






〇 

IDE(native mode) 



〇 




SMBus 


〇 





VGA 





INTA 


RAID 



INTA 




LAN 



INTA 

INTB 



PCI スロット# 1(PCI) 

INTB 


INTA 



INTC 

INTD 

PCU □ット# 2(PCI) 


INTA 


INTB 


INTC 

INTD 

PCI スロット# 3 
(PCI Express) 

INTA 

INTB 

INTC 

INTD 



PCI スロット# 4 
(PCI Express) 

INTA 

INTB 

INTC 

INTD 



PCI スロット# 5 
(PCI Express) 

INTA 

INTB 

INTC 

INTD 



PCI スロット# 6(PCI-X) 

INTB 

INTD 


INTA 

INTC 




PCI スロツト# 7(PCI-X) 


INTB 

INTD 


INTA 

INTC 



PCI スロツ h#8(PCi-X) 

INTA 

INTC 


INTB 

INTD 




PCU □ット# 9(PCI-X) 


INTA 

INTC 


INTB 

INTD 
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參 I/O ポートアドレス 


1/〇ポートアドレスは次のよラに割り当てています。 


アドレス 

使用目的 

使用チップ 

00-08h 

DMA コントロールレジスタ 

ICH5 

09-0Eh 

RESERVED 

ICH5 

〇 Fh 

DMA コント□—ルレジスタ 

ICH5 

10-18h 

DMA コント □— ルレジスタ 

ICH5 

19-1Eh 

RESERVED 

ICH5 

1Eh 

DMA コント □— ルレジスタ 

ICH5 

20-21h 

マスタ8259プログラミングインタフェース 

ICH5 

24-25h 

マスタ8259プログラミングインタフェース 

ICH5 

29-29h 

マスタ8259プログラミングインタフェース 

ICH5 

2C-2Dh 

マスタ8259プログラミングインタフェース 

ICH5 

2E-2Fh 

コンフィグレーションレジスタ 

PC 87417 

30-31h 

マスタ8259プログラミングインタフェース 

ICH5 

34-35h 

マスタ8259プログラミングインタフェース 

ICH5 

38-39h 

マスタ8259プログラミングインタフェース 

ICH5 

3C-3Dh 

マスタ8259プログラミングインタフェース 

ICH5 

40-42h 

8254プ□グラミングインタフェース 

ICH5 

43h 

RESERVED 

ICH5 

4E-4Fh 

コンフィグレーションレジスタ 

PC 87417 

50-52h 

8254プログラミングインタフェース 

ICH5 

53h 

RESERVED 

ICH5 

60h 

キーポー ド/マウス 

PC 87417 

61h 

NMI ステータスレジスタ 

ICH5 

62h 

— 

PC 87417 

63h 

NMI ステータスレジスタ 

ICH5 

64h 

キーボー ド/マウス 

PC 87417 

65h 

NMI ステータスレジスタ 

ICH5 

66h 

— 

PC 87417 

67h 

NMI ステータスレジスタ 

ICH5 

70h 

RESERVED 

ICH5 

71h 

RTC (データ） 

ICH5 

72h 

RTC (データ） 

ICH5 

73h 

RTC (データ） 

ICH5 

74h 

RTC (データ） 

ICH5 

75h 

RTC (デ—夕） 

ICH5 

76h 

RTC (データ） 

ICH5 

77h 

RTC (デ—夕） 

ICH5 

80-91h 

16ビット DMA コント□—ルレジスタ 

ICH5 

92h 

ポート92レジスタ 

ICH5 

93-9Fh 

DMA コント □— ルレジスタ 

ICH5 


く次ページに続く> 
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アドレス 

使用目的 

使用チップ 

A0-A1h 

スレープ8259プログラミングインタフエース 

ICH5 

A4-A5h 

スレープ8259プログラミングインタフエース 

ICH5 

A8-A9h 

スレープ8259プログラミングインタフエース 

ICH5 

AC-ADh 

スレープ8259プログラミングインタフエース 

ICH5 

BO-Blh 

スレープ8259プログラミングインタフエース 

ICH5 

B2-B3h 

パワーマネージメント 

ICH5 

B4-B5h 

スレープ8259プログラミングインタフエース 

ICH5 

B8-B9h 

スレープ8259プ□グラミングインタフエース 

ICH5 

BC-BDh 

スレープ8259プログラミングインタフエース 

ICH5 

CO-Dlh 

DMA コントローラページレジスタ 

ICH5 

C2-DDh 

RESERVED 

ICH5 

DE-DFh 

DMA コント□—ラページレジスタ 

ICH5 

FOh 

リセット IRQ13 

ICH5 

102h 

VGA 

Radeon70 〇〇 M 

170h-177h 

セカンダリ IDE コマンドブロックレジスタ 

ICH5 

1F0h-1F7h 

プライマリ IDE コマンドプロックレジスタ 

ICH5 

278-27Fh 

(パラレルポート 3) 

PC 87417 

2F8-2FFh 

シリアルポート2 

PC 87417 

376h 

セカンダリ IDE コント□—ルプロックレジスタ 

ICH5 

370-377h 

(フロッピィディスク 2), IDE 2 

PC 87417 

378-37Fh 

(パラレルポート 2) 

PC 87417 

3B0-3BBh 

VGA 

Radeon7 〇〇〇 M 

3BC-3BEh 

パラレルポート1 

PC 87417 

3C0-3CFh 

VGA 

Radeon7000M 

3D4-3D5h 

VGA 

Radeon 7000 M 

3F6h 

プライマリ IDE コント □— ルプロックレジスタ 

ICH5 

3F0-3F7h 

フロッピィディスク 1JDE 1 

PC 87417 

3F8-3FFh 

シリアルポート1 

PC 87417 

40Bh 

DMA1 拡張ライトモードレジスタ 

ICH5 

4D0h 

マスタ8259 ELCR プログラミング 

ICH5 

4D1h 

スレーブ8259 ELCR プ□ヴラミング 

ICH5 

CF9h 

夕ーボアンドリセットコント □— ル 

TwinCastle 
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